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序章







　その日、俺おれはいつものように幼おさ馴なな染じみの真ま那なと一いつ緒しよに学校から帰っていた。

「ふわぁ……」

「もう鳴めいってば、はしたないよ！」

「最近寝ね不ぶ足そくでな。授業中はなんとか寝ないようにしているんだが……」

「授業を起きて聞くのは当たり前のことです。まったく……そんな夜よる遅おそくまで何やってたの？　昨日も私が寝る前に見たら部屋の電気ついてたじゃない」

「あー最近はまってる小説があってな。読んでたらつい遅くなっちまうんだよ」

「もう、そんなにおもしろい話なの？」

「ああ！　何がおもしろいって、学園ものなんだけどな、ヒロインがとにかくかわいくて……」

　それからしばらく、俺は足を止めてその小説について語り続けた。真那はときどき質問を交えながら聞いてくれていた。そして、気が付けばすでに空はオレンジ色になっていた。

「ん、もうこんな時間か。悪いな、真那、俺ばっかりしゃべっちまって」

「別にいいよー。それより、その小説私にも貸してくれない？　聞いてたらなんか読みたくなっちゃった」

「いいぞ。帰ったらすぐに渡わたすわ。いつも通りでいいよな？」

「うん。じゃあ窓の鍵かぎ開けとくから」

　その後、俺たちはたわいのない会話をしながら家路についた。




　数分後、俺はベランダづたいに真那の部屋に入った。

　俺の家と真那の家は、ほぼくっついているといってもいいくらい近く、俺の部屋に続くベランダと真那の部屋に続くベランダに限っていえば三十㎝くらいしか間がない。もともと親同士が俺たちの生まれる以前からの付き合いということもあって、今はいない俺の姉も含ふくめて、俺たちは家族同然に過ごしてきた。いつだったか、「物を渡すのにいちいち外に出る必要とかないよね」という真那の言葉があって以来、俺たちはこうしてベランダを通ってお互たがいの部屋を行き来していた。

「持ってきたぞ。これがその小説。とりあえずは１巻と２巻だけでいいよな？」

「ありがと。明日あした……はきついから、明後日あさつてか明々後日しあさつてに返すね」

「すでに読み終わったとこだし、続きもあるからいつでもいいぞ。読み終わったら本ほん棚だなに戻もどしといて」

「りょーかい。さて、なにかゲームでもする？」

「いいな。この間やった対戦ゲームしようぜ。コントローラー持ってくるから」

「よろしくー」

　真那がゲームの準備をはじめ、オレがコントローラーをとりに自分の部屋に戻ろうとしたとき、俺と真那の目の前が光で包まれた。





◇◇◇◇






「…………」

　現在、私の目の前では『召しよう喚かんの儀ぎ』が行われていた。

　我わが国くに『デルフィナ』だけでなく、この世界『バルム』では異常事態が起こっていた。




　魔ま王おうの復活だ。




　もともと、この世界にはダンジョンと呼ばれる不思議な空間があちこちに存在した。その形は実に多種多様で、洞どう窟くつ、森、草原、塔とう、砂さ漠ばく、海などがあった。そこには多くのモンスターと、誰だれが置いたのかわからない宝箱、そしてそこでとれる数あま多たの素材があり、人々はそこから様々なものを得ていた。

　しかし、ある時から急にモンスターが外にあふれるようになった。それにより、いくつもの村が滅ほろんでいった。防衛施し設せつのなかった村。施設はあったが人員の足りなかった村。ほかにも多くの村が滅んだ。

　そんな状態を打開すべく、人々は古い文ぶん献けんを隅すみ々ずみまで調べた。過去に魔王が現れた時、その時代の人々がどのように対処してきたのか。それを調べるためにさける人員を総動員して調べた。その結果、人々はある文献を見つけた。




『その者、異なる世界より舞まい降おりて、彼かの世界を救いたり』




　その文献には、このデルフィナの一角にある祭さい壇だんにて、過去に『召喚の儀』という儀ぎ式しきが行われたことが書かれていた。初めて魔王が現れて以来、何度も行われてきたその儀式だが、ここ数百年は行われていなかったそうだ。しかし、文献にはその方法や必要な物資の内容が事細かに書かれており、そこからさらに試し行こう錯さく誤ごして儀式の手順を調べたりする必要はなかった。

『召喚の儀』に必要なものには、かなり特とく殊しゆなものが多かった。幸い、すでに絶ぜつ滅めつしたモンスターの素材などはなく、一か月の月日がかかりながらも、なんとか集めきることができた。

　そして今日、祭壇で『召喚の儀』が執とり行われた。祭壇の周りには多くの人がいるが、この祭壇の上にいるのは十人。皆みな、国や各ギルドのトップクラスの者ばかりだ。そんな我々の目の前で、この祭壇に仕えている一族の巫み女この中でも非常に優ゆう秀しゆうな巫女である少女、アリスが『召喚の儀』を行っていた。すでに開始して二十分もの時間がたち、アリスも額から玉の汗あせを流して魔ま力りよくを魔ま法ほう陣じんに送り続けていた。

　そしてついに魔法陣から強い光が発せられた。

「おお！　これで勇者が！」

「世界は救われるのか！」

「神様ありがとう！」

　周りで見ていた者たちから大歓声が沸き上あがる。

　そして、そこに現れたのは二人の男女だった。





◇◇◇◇






　いきなりのことだったが、ようやく光が収まって視界がクリアになってきた。俺は瞬まばたきをして目を慣らしながら周囲を見み渡わたした。

「ここは……どこだ？　真那、大丈夫か？」

「んー、なんともないっぽい。鳴は？」

「俺の方も問題ない。つか、ほんとにここはどこなんだ？　たしか部屋にコントローラーを取りに行こうとしていたはずなんだが……」

　何度見渡しても俺の目に映るのは見たこともない景色と、俺たちを遠巻きに囲んで騒さわいでいる人たち。それから、足元に描えがかれている魔法陣っぽいもの。ゲームや小説なんかではおなじみのものだが、これ本物か？

「おぉ、勇者様方。よくぞいらっしゃいました」

　どんな状じよう況きようかわからず、周囲を見渡していると、俺たちの方に初老っぽい感じの男が近づいてきた。勇者？　何を言っているのだろうか、このおっさんは。

「勇者ってなんだ？　物語とかゲームとかの勇者か？　それより、ここはどこなんだ？　どうして俺と真那はここにいるんだ？」

「それには私がお答えします」

　矢や継つぎ早ばやに質問する俺に対して、男の側そばに控ひかえていたよさそうな鎧よろいを着たおっさん騎き士しが答えた。身長は一八五㎝くらいで、かなり体格がいい男だ。俺自身は一七〇㎝くらいで、お世辞にも体格がいいとは言えないから、自分と比べるとよけい体格がよく見える。剣けんも鎧もテレビや教科書でしか見たことないけど、見る限りでは、男がつけているのはどちらもいいものだと考えるべきだろう。少し離はなれた奥おくにも騎士の格好をした人はもう二人いるが、一人は目の前の男よりは少し劣おとっていそうな感じ。そしてもう一人はどうしてここにいるのかわからないくらいそわそわとしていた。

「今私たちの世界は危機に瀕ひんしています。勇者様、どうかお助けください」

「突とつ然ぜんそんなことを言われても、俺たちはいたって普ふ通つうの高校生だぞ？　それがいきなり勇者だとか世界の危機だとか言われても意味わかんねえよ」

「あなた方は我が国に伝わる『召喚の儀』によってここに召喚されました。それこそが勇者の証あかしとも言えるのです」

「だから話を聞けよ。俺たちには特別な何かとかまったくないんだって。俺はともかく真那まで巻き込むんじゃねえ」

「鳴、あんただけでやらせるわけがないでしょ？　九年前にひつ姉ねえがいなくなった時のことを忘れたの？　私としてはあんたと一緒でよかったんだから」

「あの……お二人はおそらくここに召喚された際になんらかの『力』を受け取っています。過去の例を調べた限りでは、剣けん術じゆつに目覚めたり、魔ま法ほうの技術を身に付けていたりと、様々な方がいらっしゃったようです。そこで、お二人にもまずは魔法を使っていただきたいと思います。よろしいでしょうか？」

「いや、よろしくねえよ。さっさと元いた場所に帰してくれ。なんでわざわざ見ず知らずのあんたたちのために俺たちが危険なことをしなきゃいけないんだ？」

「ですから、あなた方は世界を救う勇者として」

「それがそもそもおかしいだろうが。あんたらがしてるのは、現状ただの一いつ般ぱん人じんを拉ら致ちして、ろくな説明もせずに力があるとか言ってるだけだかんな」

「……」

　俺の責せめる言葉におっさん騎士はわずかに驚おどろきの表情を見せながら黙だまり込む。まさかこいつ、自分たちが頼たのめばなんでもやってくれるとでも思っているのだろうか？　考えが甘あますぎるだろ。俺はふつふつと苛いら立だちがつのってきた。

「まあまあ鳴、とりあえずやるだけやってみない？　魔法とか本当に使えるなら面白そうだし。私も正直、世界の危機が云うん々ぬんとかに関かかわる気はないけどね」

「……私どもにはあなた方を帰す方法がわかりません」

　真那が俺をなだめようと言葉をかけてくれる中、男が衝しよう撃げき的てきな発言をした。

「おいおい……わからねえとはどんな冗じよう談だんだ？」

　俺はその言葉を聞いて男に詰つめ寄よった。いらいらしているところに追い打ちをかけられた形で、今の俺は、自分では見えないけどすごい顔をしているに違ちがいない。

「も、申し訳ありません。呼び出す方法は記されていたのですが……」

「ふざけてんじゃねぇよ！」

「か、過去にこの世界に舞い降りた勇者様たちは、皆みな魔ま王おうを倒たおした後もこの世界に残り、この世界で亡なくなられたのです。そのために帰る方法は……」

　つまり、全員帰らなかったから帰る方法はわからない。男が言いたいのはそういうことだった。そっちの都合で勝手に呼んでおいて帰れないとか最低すぎる。

「ちっ。……魔法はどうやればいい？」

「おぉ！　助けてくださるのですね！」

「違う。勘かん違ちがいすんな。俺たちは世界の危機のために魔王を討とう伐ばつしに行ったりなんかはしない。ある程度この世界で生きるための力を手に入れたら、その場でどこかに引ひっ越こして二人でのんびりと暮らす。帰すこともできないなら呼ぶんじゃねえよ」

「ではさっそくやりましょう。ヤーハ、来なさい」

　こちらの話を聞いてないんじゃねえかと思うようなスルーっぷりを披ひ露ろうした男は、奥に控えていた一人の青年を呼んだ。右手に杖つえを持ち、全身を覆おおうようなローブを羽織り、いかにも好青年という感じに見えた。

「はじめまして勇者様。私は魔ま法ほう使つかいのヤーハと申します。それでは早速ですが、まずは私が一度魔法を使います。見ておいてください」

　ヤーハは俺たちから距きよ離りをとると、少し離れた位置に設置された的を見み据すえて、持っていた杖の先を的に向けた。

「『炎ほのおがその身を焼き尽つくさん』フレア」

　呪じゆ文もんを唱えると、杖の先に魔法陣が生じ、そこから発生した火の玉が的に向かって飛んでいき、見事に中心に当たって燃もえ尽きた。

「今のは火魔法の下級魔法フレアです。それではこちらの杖をどうぞ」

　ヤーハが俺たちに一本ずつ杖を渡す。ヤーハの持つ木だけの杖とは違い、先せん端たんに赤い水すい晶しようが取り付けられた杖だ。

「魔法は魔法陣に魔力を通し、呪文を唱えることで発動することができます。私の場合は自前で魔法陣を展開することができますが、お二人の杖は先端の水晶にフレアの魔法陣が刻まれています。呪文さえ唱えれば、魔力が通り、魔法が発動する仕し掛かけです」

　丁てい寧ねいに杖の説明をするヤーハ。そしてその説明が終わると、新たに用意された二つの的に自分の杖を向けて言った。

「それでは私の後に続いてください。炎がその身を焼き尽くさん。はい！」

「「『炎がその身を焼き尽くさん』フレア」」

　先ほどのヤーハの放ったものとは比べ物にならないほどの大きさの炎の玉が飛び出した。真那の杖だけから。

　その炎は、一緒に並べられた俺の的も含めて突つき破やぶり、そのまま奥の壁かべに激げき突とつし、焦こげ跡あとを残した。俺たちはもとより、周りの人々もそれを見て唖あ然ぜんとしている。ちなみに、俺の方は一㎜たりとて炎は出なかった。

「ま、真那様は魔法の才能を開花させたようですね。私はこれほどの威い力りよくの魔法を見たことがありません。鳴様も落ちこむ必要はありませんよ。過去にも、魔法を使えない勇者様はいらっしゃいました。ですので、ここはひとつ騎き士し団だんの団員と剣で模擬戦をしてみましょう」

　そう言ってさっきの鎧姿のおっさん騎士が木ぼつ剣けんを渡してきた。

「おいランジ、相手をしろ」

「は、はい！　勇者様、よろしくお願いしまっす！」

　さっきまで奥でそわそわしていた騎士がやってきた。向こうも俺と同じように木剣を構え、いつでも始められるようだ。

「そうだ。木剣といえど、当たれば怪け我がをする可能性はあります。真那様は魔法の才があるようですし、ヤーハ殿どの、回復魔法を教えられてはどうですか？」

「それはいいアイデアですね。もし真那様が使えるようでしたら、怪我をした兵士の治ち療りようを行ってもらいましょう。真那様、こちらにいらしてください」

「はーい。鳴、頑がん張ばってね」

　真那はそう言って先ほどの魔法使いのもとに向かった。俺はそれを見送ると、渡された木剣を両手で持って構えてみる。剣術に目覚めた勇者とやらもいるみたいだが、こうやって持ってみても、そんなに変わったような感覚はない。

「では、始めさせていただきます！　はぁあ！」

　ランジが木剣を上段に構えて向かってくる。振ふり下おろされるそれを、俺は左にステップしてかわす。そして逆に上段に構えて振り下ろした。しかし、俺の振り下ろした木剣はあっさりと弾はじかれてしまい、カウンターで胴どうに木剣を叩たたき込まれた。
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　ドサッ。

　弾かれた俺は受け身もとれず、地面に背中から落ちた。体中が痛い。手加減してくれたのかはわからないけど、幸い痛みの割にそれほど大きな怪我はなさそうだ。

「大丈夫、鳴？　『慈じ愛あいの光がその身を癒いやす』ヒール」

　真那が教えてもらったばかりの回復魔法をかけてくれた。光が俺を包つつみ込み、先ほどまで感じていた痛みがうそのように消え去った。すごいな、魔法。

「大丈夫ですか鳴様。本日はこちらで宿を用意しましたので、そちらでお休みください。明日の朝、また迎むかえにあがります」

　真那の魔法を見て、俺に怪我がないことを確かく認にんしたおっさん騎士は、それだけ言うと、もう一人の騎士に案内を任せて、自分はランジを連れて一足先に出口に向かっていった。

「ではこちらにどうぞ」

「鳴、いこ？」

　案内の騎士と真那から催さい促そくされて、俺たちは用意された宿屋に向かった。この時はまだ、俺は自分に宿った『力』を理解していなかった。





◇◇◇◇






「国王様、此こ度たびの勇者なのですが」

「わかっておる。女の方はすばらしい逸いつ材ざいだ。初めての、しかもあんな杖で使った下級魔法でさえあの威力。今後成長し、上級魔法を扱あつかうようになればその力は計り知れん。なんとしてでも確保しろ」

「はっ。しかし、男の方は……」

「……外れだな。魔法も使えない。剣術も身に付けているわけでもない。打たれ強さもない。もしかしたら巻き込まれただけのただのクズかもしれんな。国もそんな男にいろいろとかけていられるような状態じゃない。たしか必要な素材はあと一回分くらいは辛かろうじてあっただろう。もう一度『召喚の儀』を行え」

「かしこまりました。既すでに巫女に連れん絡らくし、準備は済ませてあります。すぐにでも新たな勇者を呼べるでしょう」

「よい。あと、あの男は消しておけ。女を国に縛しばるうえでは邪じや魔まにしかならん」

「はっ！」

　人ひと払ばらいの行われた城の一角で、そんな会話がなされていた。







第一章　デルフィナ







　次の日、俺は見覚えのない天てん井じようを見ながら目を覚ました。少しずつ意識が覚かく醒せいしていくのを感じながら、昨日のことを思い出し、それが夢じゃなかったと再確認できた。

　ここは「旅の園」という名前の宿屋の二階の一部屋だ。昨日は騎士に案内されてこの宿屋に来て、ベッドに寝ね転ころがった途と端たんどっと疲つかれが出てそのまま寝てしまったのだ。

　この宿屋は国の御ご用よう達たしの宿屋で、安全性は非常に高く、食事等の質も素す晴ばらしいという話は聞いていた。部屋に案内した騎士も、この宿では部屋の前で警護をしたりすることはあまりないと言っていた。ただ、入口に近い別の部屋で騎士も常じよう駐ちゆうするそうなので何かあればその騎士を頼たよってくれとのこと。今は俺と真ま那な以外に泊とまっている客は全員身元が確かな人しかいないから大丈夫だとも言っていた。

　ベッドから起き上がり、軽く体を動かした。ぐっすりと寝たせいか、昨日の疲れとかはない。極きわめて好調だ。そんな風に確かめていると、部屋の扉とびらがノックされた。

「あ、鳴めい、もう起きてたんだ。せっかく起こしに来たけど無む駄だになっちゃったね」

「おはよう真那。別に無駄でもないさ。今からそっちに行こうと思ってたところだしな。そろそろ昨日の騎士か誰かが来るだろ。腹も減ったことだし」

「ご飯ならたしか下で食べられるはずだよ。一緒に行こ」

　真那に案内されて下に降りていくと、食堂にはぽつぽつと人がいた。降りてきた俺たちに気づいた従業員に促うながされて席に着くと、すぐに朝食が運ばれてきた。二人とも目玉焼きにサラダにウインナー、あとはパンと水だ。一つを除いて普ふ段だんから見慣れた食材だな。

「ねえ鳴、これ鶏の卵……じゃないよね？」

「鶏の卵の黄身が黒と黄色の縞しま模も様ようであってたまるか」

「だよね」

　俺たちが卵を見て悩なやんでいると、他の客への対応を終えた従業員の女性が近くを通ったので聞くことにした。

「すみません、これってなんの卵なんですか？」

「そちらはストライクバードの卵ですね。今朝とれたものですし、おいしいですよ」

「おいしいのか……ありがとうございます」

「ごゆっくりどうぞ」

　聞いたこともない鳥の名前だったが、おいしいということで意を決して食べてみた。

「あ、うまいわ」

「おいしいの？」

「ああ。なんて説明していいかわかんないけど、うまい」

「どれどれ……あ、おいしい」

「な？」

「案外見た目によらないものだね。こっちのウインナーもおいしいよ。はい、あーん」

「いや俺の方にもあるから。遊んでないで食べようぜ」

「遊びじゃないよー」

「はいはい」

　十分くらいで朝食をすませ、食器を片付けてもらった後、俺たちは騎士が来るのをそのまま食堂で待つことにした。宿に滞たい在ざいしているはずの騎士の部屋に行ったけど、『緊きん急きゆう事態発生のため一時的に出ています。すぐに戻りますので食堂でお待ちください』と書いた紙が貼はってあったのだ。安全な宿とはいえ大丈夫なのか？

　今後のことをどうするか話し合いながら騎士を待つこと五分。慌あわてた様子で昨日俺たちを案内してくれた騎士がやってきた。

「おはようございます。緊急事態ってなにがあったんですか？」

「真那様、鳴様、大変でございます！　新たな勇者が現れました！」

「どういうこと？」

「理由はわかりませんが、今朝、召喚を行った巫女が後片付けをしていると、突とつ然ぜん魔ま法ほう陣じんが光りだし、新たな勇者が現れたとのことです。とにかく、すぐに来てください！」

　いまいち理解できないまま、俺たちは騎士の後について昨日の広場のような場所まで連れてこられた。そこでは、新たに召喚されたらしい一人の男と昨日のいい鎧を着ていたおっさんが戦っていた。

　俺と戦ったあの若い騎士とは比べ物にならないくらいおっさん騎士の攻こう撃げきは速く、そしてするどいものだった。しかし、男はその素す早ばやい連撃を悉ことごとくかわし、逆に次々と攻撃を入れていた。使っているのが昨日と同じく木剣で、おっさん騎士が鎧をまとったままなのでほとんどダメージはなさそうだが、やられて気持ちよくはあるまい。

　そしてついにおっさん騎士の剣が弾かれ、その首筋に男の剣が当てられた。

「……参りました」

「あなたは強かった。さっきの人よりもずっと。でも、僕ぼくは勇者だからね。負けるわけにはいかないんだ。だから、負けても別に恥はずかしいことなんてないよ」

　木剣を突き付けながらそう告げたのはさわやかボイスのイケメン君だ。背はおっさん騎士とほとんど変わらず、俺たちが来てからだけでもあれほど激しく動いていたのに息ひとつ切らしていない。なんでだろう……いらだってきた。

「あの方が新たな勇者、天てん上じよう院いん古こ里さと様です」

　彼は俺たちの視線に気が付いたのか、笑えみを浮うかべながらこちらに歩いてきた。

「やあ！　君たちが昨日召喚されたっていう二人かい？　僕は天上院古里。よろしく！」

「刈かり谷や鳴だ。でこっちが」

「高こう坂さか真那だよ」

「鳴に真那か。これからは三人で力を合わせて、魔王からこの世界を救おうじゃないか！」

　力強く拳こぶしを握にぎりしめ、俺たちの方に突き出しながらそう告げる彼だが、そんな気はさらさらない俺たちからすれば空回りしている感じがする。

「俺たちはそんな危ないことに参加する気はない。ある程度生活できるようになったなら、すぐにでも引っ越してのんびり暮らす」

「なぜなんだい!?　僕たちがやらないとこの世界は」

「そもそも俺たちは地球の、ごく普通の高校生だ。この世界には関係ない。なんでわざわざそんな危険なことをしなくちゃいけないんだよ」

「き、君には勇者としての誇ほこりはないのか！」
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　勇者としての活動に消極的とも言える俺の言葉に対して、怒いかりに顔をゆがませながら怒ど鳴なる天上院。なんでこんなに熱くなってんだよ。

「そんなの一ひと欠片かけらだってない。世界が救いたきゃ一人でやってくれ。俺は危険なことに真那を巻き込みたくないし、俺自身も巻き込まれたくない」

「そんなことを言って、この世界の人たちはどうするんだ！」

「もともとこの世界のやつらの問題だ。この世界のやつになんとかしてもらわないと困る」

「ふざけるなぁぁぁあああ！」

　突とつ然ぜん殴なぐりかかってくる天上院。とてもじゃないがよけられるような速度ではなく、まともに拳が右頬に入った。ただの高校生が出せるようなスピードじゃなかったし、おそらく近接格かく闘とう系統の力でも持っているのだろう。

　殴られたことにより宙を舞った俺は、そのまま近くの壁に激突した。

「鳴！　『慈愛の光がその身を癒す』ヒール！」

　真那が血相を変えて駆かけ寄ってきて、ヒールをかけてくれた。痛みがすーっと引いていく。

「鳴になにするのよ！」

「そいつが悪いんだ！　僕は正しいことをしようとしてるのに」

「落ち着いてください！　古里様は案内しますのでこちらの騎士についていってください。お二方は私とこちらへ」

　おっさん騎士が二人の間に入って無む理り矢や理り喧けん嘩かを止めた。しかし、自分は正しいことをしていて、相手は間ま違ちがってるから、自分はそいつになにをしても正しいんだって発想なのだろうが、なんとも恐おそろしい。たぶんだけど自分が主人公だって思ってるタイプだな。










　天上院と別れてからしばらくが経たち、俺たちはおっさん騎士を含んだ騎士五名とともに王都の外に出て、森の中を歩いていた。なんでも、この世界の生活に慣れるためということで、今日は実際に依い頼らいを体験してもらうのだとか。




　この世界にはいくつかのグループが存在する。

　一つはデルフィナ王国や他国、あるいは一貴族の家に所属する騎士団と魔法使いのグループ。お抱かかえ魔法使いだとか、王国騎士団だとかいう風に呼ばれ、雇やとい主ぬしからの直接の仕事をすることでお金などをもらい、生活をしているグループだ。仕事がないときは訓練を行うことが基本らしいが、町の運営を任されているような貴族の騎士団だと、門番をしたり警備兵として町の中の見回りをしたりもするらしい。今回一緒に来てくれている騎士はまさにこのグループで、おっさん騎士に至っては実は近衛騎士団の団長らしい。ついてきてくれるならとても頼りになりそうだ。

　他には商人ギルドと呼ばれるグループ。その名の通り、商人が集まってできているグループだ。毎年ギルドにいくらかのお金を支し払はらわなければならないが、店を開くときだとかに便べん宜ぎを図はかってもらったりして、物の売買に関わることの大半はこの商人ギルドが仕切ることが多いのだそうだ。

　そして、おそらく今後俺たちが生活する中で最も関わるであろうグループが冒ぼう険けん者しやギルドと呼ばれるグループだ。この世界には多くの魔物モンスターが存在する。今となっては一匹ぴきもいない森は存在しないほどなのだとか。特にダンジョンからモンスターが出てくるようになってからはその活動は活発になっており、被ひ害がいもかなり出ていることもあり、様々な人からの依頼が多く集まってくる。冒険者ギルドはその集まってきた依頼を仲ちゆう介かい役やくとして紹しよう介かいし、達成した場合にはそれ相応のお金を払う。あるいは討伐してきたモンスターの素材を売ったりすることもできる。そのようにして生活をするのが冒険者というグループだ。

　冒険者ギルドに所属する冒険者にはランクが指定されており、ランクＦからスタートしてＦ＋、Ｅ－、Ｅ……と、一つずつ上げていくことになる。小さい町や集落では、騎士団すら存在しないところも多く、その場合は冒険者ギルドが対応に当たるらしい。Ｅ＋ランク以上であれば強制参加になることもあるのだとか。この王都周辺であればそんなことにはならないそうだが、護衛依頼などで訪おとずれた先で強制依頼ということもあるらしいから頭に入れておかないとな。冒険者としての最高ランクはＳランクだが、バルム全体を見ても十二人しかおらず、そのうち一人は休業中らしい。どんな人たちなんだろう……。

　出発する前に説明されたことを思い出しながら森の中を歩いていると、森が途と切ぎれ、底が見えない深い谷に出た。

「今回やっていただく依頼はダリル草の採集です。ダリル草は麻ま痺ひ消しの薬を作る材料にもなるので、収集依頼は常にあります。他にも常設依頼は様々な種類がありますので、ご自身にあったものを探してみてください」

「常設ってモンスターの討伐とかもあるんですか？」

「ゴブリンなどの繁はん殖しよく力りよくが非常に強いモンスターの討伐が多いですね。収集とセットという意味合いで出されているものもあります」

「今回は採集だけなんですよね？」

「はい。いずれは討伐系の依頼も経験してもらう予定ではありますが、今回はなしとします」

「わかりました」

「では今回の依頼ですが、必要なのは二十束なので、それ以上にとれた場合はそれぞれが持っていって構いません。薬屋に売ってもいいですし、ギルドの本部でも買取は実じつ施ししていますのでそちらでも大丈夫です」

「そんなにたくさん集められるものなんですか？」

「今回は騎士団が管理している群生地に向かいますので数は問題ありません。ある程度残しておけば自然と繁はん殖しよくしてくれるんですよ」

　その群生地というのは、百年以上も前にこの谷の向こうで訓練をしていた騎士が偶ぐう然ぜん発見して、利益になるからということで慌ててこの場所に橋を作ったんだとか。今もその吊つり橋ばしを補強、修理を繰くり返かえしながら利用しているらしい。この谷は一度落ちたら戻って来た者はいないといわれており、落ちないように細心の注意を払うようにと言われた。まあ底が見えないほどの谷なのだから、戻って来られないというのも当然だろう。

「ではこれから橋を渡りますが、念のため騎士が二人先行して安全を確かめてから私と鳴様、そして残る二人と真那様の順に行きたいと思います。よろしいですか？」

「はい、お願いします」

「よろしくお願いします」

　二人そろって頭を軽く下げる。普通に考えて、一番危険なのは最初に渡る二人だ。つい先日定期点検と補修をしたばかりだそうだからおそらく大丈夫だとはいえ、ちゃんと安全だって保証がない状態で行くのだから、二人の騎士には悪いがお願いしたい。

「では頼むぞ。危険だと判断したらすぐに戻って来い。大丈夫であれば向こう側で合図を送れ。安全を第一とせよ。命令だ！」

「「はっ！」」

　二人の騎士はゆっくり慎しん重ちように橋を渡る。所々で橋を吊っているロープを持って確認したり、床ゆか板いたをたたいたりして調べている。そして二百ｍほどの橋を五分かけて渡り切った。そうすると、向こうで何やら話し合う様子が見えた。安全と判断していいかどうかの話し合いのようだ。二人いれば感じ方も二通りある。片方は安全だと感じていても、もう片方は危険だという場合もある。二人が渡っている間に聞いたが、片方が危険だと判断していたら渡らないようにしているらしく、どうなるかはわからない。

　三十秒ほどの話し合いの後、二人は頭上で丸をつくった。安全だということだな。

「よし、では行きましょうか。二人は安全と判断しましたが、くれぐれも注意は怠おこたらないようにお願いします」

「わかっている。じゃあ先に向こうで待ってるからな」

「はいはーい」

　俺おれとおっさん騎士が橋を渡り始めた。歩くたびに橋がぎしぎしと音を立てて揺ゆれる。

「そろそろか……」

　橋の三分の二くらいを渡った時、おっさん騎士が何かをつぶやいた。時間でも気にしているのだろうか。

「っ!!」

　俺が一歩を踏ふみ出したとき、橋の床ゆかが抜ぬけた。俺は咄とつ嗟さに両手を伸のばし、なんとか橋をつかんだ。左手は空振ってしまったが、右手はなんとか届いた。危き機き一いつ髪ぱつだな。

「大丈夫か！」

　騎士のおっさんが真那にも聞こえそうなくらい大きな声で叫さけんで手を伸ばした。辛うじてつかんでいる指先に。

「王の命令だ。勇者は他の二人がいれば十分なんでな。ここでリタイアしてくれ」

　ナニをイッテルンダ？　助けるために手を伸ばしてるんじゃねえのか？

　そしておっさんの手が俺の指を橋から引き剥はがした。支えを失った俺の体は重力に従って落下を始める。

「鳴!!」

　真那の声がかすかに聞こえた。なんでだろうか……ひどくゆっくりと落ちている感覚がする。もしかしたら浮いているのではないかと錯さつ覚かくしてしまうほどに。

　だが、現実はそんなことはなく、俺の体は谷底へと落ちていった。
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「鳴！　鳴！　鳴！　なんで!?　なんで鳴が！」

　谷底に向かって叫び、今にも後を追ってしまうそうになる真那を騎士たちは必死に止めた。叫ぶ真那の目は血走っており、嫌いやだ嫌だと顔が揺れるたびに涙なみだが零こぼれ落ちる。

「落ち着いてください！　あなたまで落ちてしまっては」

「離して！　鳴を助けに行くんだ！　私が！」

「おい引きあげろ！　今ここにいるのはまずい！」

　橋を急いで戻って来たリーダーのおっさん騎士が暴れる真那を肩かたにかついで走り出した。他の騎士たちも谷の方を見ることなく続いて走り出す。

「いやぁぁああ！　鳴ぃぃいいい！」

　真那の叫びをよそに騎士たちは走り続ける。伸ばした手は虚むなしく空気をつかむだけだ。

　この時、真那は気づいていなかった。

　助けられなかった。そのはずなのに悔くやしそうな顔をしている者が誰だれ一ひと人りとしていないことに。そして……おっさん騎士の顔にはわずかな笑みが浮かんでいることに……。

　そしてその後、鳴を助けに谷に向かう者は誰もいなかった。
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　暗い暗い闇やみの底、俺は倒れていた。

　橋の上からおっさん騎士に落とされて、しばらくの間は何もできずに、真那の叫びも聞こえなくなってしばらくした頃ころ、ついに地面に激突した。何度かバウンドしてようやく止まったかと思うと、全身に鈍にぶい痛みが走る。痛すぎてもうわからなくなりつつあるが、あちこちの骨が折れ、全身から血が出ているらしく、血の池に浸ひたっている体が少し温かい。

（ここで死ぬのか……）

　隣となりには誰もいない。というかいるはずもない。見上げても何も見えないほど深い深い谷に落ちたんだから。今思えばあそこで床が抜けたのも何者かの意志を感じる。もしかすると、先に行っていた二人の騎士が調べるふりをして傷つけておいたのかもしれないな。まあ今となってはどうでもいいことだが。

　意識が薄うすれていく。むしろよくここまでもっていると感心する。あれだけの時間落下していたのだから、普通に落ちた瞬しゆん間かん即そく死し、運が良くても気絶だと思っていたのだが……。あ、痛すぎて意識も失えないのか。納なつ得とくしたけど納得いかねえ。つか痛い。

　ズル……ズル……

　頭の上の方でなにやら這はうような音が聞こえてきた。痛みで視界すらぼやけているが、そいつが視界の端はしに入ってきた。半はん透とう明めいの、向こうが透すけて見える、目も鼻も口も耳も何もない。その生物の正体は俺でもわかった。

　スライムだ。ゲームとかだと一番最初の敵として出てきたり、最弱モンスターの代表格だったり、スライムだけでクリアとかいう縛りプレイの対象になったりするモンスター。そんなモンスターだが、現状、俺に抗あらがう術すべはなかった。

（落下して死亡じゃなくて生きたままスライムの餌えさかよ……笑えねえ……）

　だんだんと近づいてくるスライム。そいつが頭のすぐ上で停止した。どうやって俺を食べるか、考えているのだろうか。できることならばいっそ苦しくないようにしてくれや。

（すまんな真那、先に逝いくよ）

　死を覚かく悟ごした。

　バッと音がして頭上からスライムがジャンプして頭に覆い被かぶさろうとする。そのまま頭を覆われて少しずつその体内で消化されていき、あえなく死亡。




　とはならなかった。

「うがぁあああああああああああああああああ」

　頭にスライムが触ふれた瞬しゆん間かん、目を中心にして全身にこれまでとは比べ物にならないほどの激しい痛みが走る。まるでなにかに体をいじくりまわされているように。

（痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い）

　体を内側から鈍どん器きで殴られているかのような痛みが襲おそう。落下して地面に落ちた痛みなど比べ物にならない。

「っ～～～～～！」

　無意識に声にならない悲鳴が上がるも、その痛みは全然収まる気配がない。動かないはずの体を激しく震ふるわせ、血が周囲に散らばる。

　俺はその後数分間、痛みに襲われ続けた。最後の方は悲鳴すら出なくなり、もう体があるのかないのかすらわからないような状態だった。

　しかし、痛みが引いた後、驚くべきことが起きた。なんと、体中から流れていた血が止まり、折れていた骨が治ったのだ。それでも、ダメージが大きすぎるせいか、先ほどまで無理に動かない体を動かしたせいか、まだ動くことは敵かなわなかった。

『スキル：再生を習得しました』

　頭の中に文字が流れる。スキル？　習得？　よくわからなかった。現状わかっていることは一つ。スライムが来て、全身に激痛がはしって、スキル習得。意味がわからないわ。

「ぎゅふふ。やられてやがらー。この出血量はやべえーんじゃね？　まあ死んだのならそれはそれだー。おーい生きてっかー？」

　その時、突とつ如じよとして視界に現れた謎なぞの男に話しかけられた。声をかけられるまでまるで気配を感じなかったのだが、その男は倒れている俺を見下して、醜みにくい顔で笑っていた。

「な……なん……だ……？」

　辛うじて出るようになった声でそう返すと、男は面めん倒どうくさそうに表情をゆがめた。

「おっ生きてらー。ちっ面倒だなー。まあ仕事だかんなー。いまから　お前に与あたえられた『力』について説明してやるよー。まあ死にかけてるテメーにはもったいない『力』だからなー。俺が後でもらってやるよー。ぎゅふふ」

　体はまるでダルマのように丸く、手足が短く、その上気持ち悪く笑うその男は、状じよう況きようをまったく理解していない俺に、与えられたという『力』について　説明し始めた。

「お前に与えられた『力』は三つだ。言っておくが全員三つだかんなー。まあもうじき俺の『力』にしてもらえんだから喜べよー」

　まじでなんの話をしているのだろうか。

「なんの話かわかってねーだろー。人間ってのは馬ば鹿かばっかだからなー。この天才の俺様が説明してやるよー。お前がこの世界に来た時に使った召しよう喚かんの儀ぎには特とく殊しゆな効果があるんだぜー。呼び出したやつに基本三つの『力』が付ふ与よされるって効果だー。それをわざわざ説明してやるってのが俺たちの仕事だー。まあ、オレが担当したやつからはお代として『力』をもらうけどなー。ぎゅふふ」

　召喚の儀。たしか俺たちがこの世界に呼び出されたときにおっさん騎き士しが言っていたやつか。そういえばあいつも剣術に目覚めたやつがいたとか、真那みたいに魔法を授さずかったやつがいたとか言っていたな。

「ち・な・み・にー、今回だけの大サービスとしてー、説明を聞くまで若じやつ干かんだが死ににくくなってるぞー。まあ、死ににくくなってるってだけだから死ぬときは死ぬがなー。お前みたいなやつは説明が終わり次し第だい死ぬから意味ねーと思うがなー」

　どうやら痛くても死ねないのには理由があったらしいな。どういう理り屈くつでそうなってるのかは知らないが。でも、これだけ痛い思いをし続けるくらいならいっそのこと死なせてくれた方が楽だったんじゃないか？　どうせこの後死ぬのならなおさら。

「いいか、一回しか言わないからよーく聞けよー。お前の『力』は、喰くらう瞳ひとみ、操あやつる力、応用する力だー。つか破格の『力』じゃねーかー。喰らう瞳は魔法を喰らい、その力を得る瞳。操る力はそのまんま。応用する力は得た力を勝手に応用してスキルにする力だー。さーて、説明おーわり！　さすがにこの出血量じゃ死んだよなー」

　魔法を喰らう瞳と、操る力と、スキルに応用する力。そりゃいきなり魔法を見せられて、ではやってくださいって言われても使えないはずだ。だってその魔法を喰らうまでは何の変へん哲てつもないただの俺なんだもの。

　でも、おかしい点が一つあった。この男の話によれば、魔法を喰らう瞳だろ？　さっきたぶんだけどスライム自体を喰わなかったか？　あのスキル『再生』ってやつも、喰らったスライムを応用させてスキルにしたって考えれば納得できる。

「さーて、操る力と応用する力は今のままじゃとれないしー、その瞳をもらうかー。俺様のこのびゅーてぃふぉーな瞳と交こう換かんなんてしたくないから、アクセサリーとして持っておいてやるよー。これがありゃ魔法対策バッチリィイ！　やつらに仕返しができるぜー」

　男は俺の頭に手を伸ばす。その手は、正確に俺の目に向かってきていた。肉でつぶれているのかと思うような手だが、鋭するどい爪つめがぴんと伸びていた。もしかしてえぐるつもりなのか？　失明は困るが動けない。『再生』のおかげで出血多量での死はないが、絶体絶命じゃねえか。

　目をえぐられたくないから、体に動けと命令を送り続けているものの、体はまったく動かない。その間にも手がすぐ目の前に来た。そして、その手が俺の瞳に触れた。

　瞬間、瞳はその男を喰らい始めた。

「ぎゃぁあああ。なんだよなんだよなんだよぉぉお！　喰われてる？　喰われてる!?　なんでだよぉぉお！　魔法を喰らう瞳のはずだろうか!?　まさかあの野や郎ろう俺にうその説明をさせやがったのか？　いやそんなはずはねえ！　生物を喰らう瞳なんか存在するはずがねえ！　俺は、俺様は偉大なる悪魔だぞ！　なんなんだよその赤い瞳は！　はじめの表示ではちゃんと『魔法を喰らう瞳』だったじゃねえか！　まさか、まさかまさか、瞳自体を『応用』させたとでも言う気かよ!?　ありえねえありえねえありえねぇえええ！　『生物を喰らう瞳』とかありえるわけがねえだろうがぁああ！」

　男が叫び続ける間も瞳は男を喰らい続ける。腕うでを喰らい、胴を喰らい、足を喰らった。男は叫び続けるが、助けに来るやつなどいるはずもない。ここは深い深い谷の底だ。上から来たとしたらそいつは橋から落ちてしまったやつだ。

「いやだぁああ。俺の力がぁあああ……。俺は、この力でハーレムをきずく……」

　そこで瞳は完全に男を喰らいつくした。再び静せい寂じやくがあたりを支配する。

　そして、再び痛みが俺を襲い始めた。

「ぎぃぃぁぁぁあああああああ」

　さっきほどではないが、それでも叫ばずにはいられない痛みが全身を襲う。それが二十秒ほど続き、ようやく痛みが止やんだ。

『スキル：無詠えい唱しよう魔法　鑑かん定てい　スキル習得率上じよう昇しよう　体術　回復速度上昇　アイテムボックスを習得しました』

『パラメータ：全上昇（大）を習得しました』

　なんか色々とスキルを習得した。『無詠唱魔法』とかチートじゃね？　あ、俺魔法使えないじゃん。いや、魔法を喰らえば使えるはず。わざと受けなくちゃいけないのか。つまりあの痛みを何度も受けないといけないということだ。

「あれ？　すごい使い勝手悪いんじゃないか？」

　いや、魔法を使えるモンスターとかを喰らえば魔法自体が使えるようになるかもしれない。だけど、そのためにはあの痛みを受けないといけないわけで……それを回かい避ひするためには戦えないといけないけど、そのためには魔法かモンスターを喰らわないといけないわけで……結局喰らう以外の選せん択たく肢しがない。

「……ならモンスター喰らってスキル手に入れるのがいいかな……。制限とかないのかな？　頭で触れるのが条件みたいだし、失敗したら攻撃を頭にくらって即そく死しだよな？　いや、倒たおしてから喰らえば……」

　いつのまにか話すことが可能になっていたことに気づかず俺の葛かつ藤とうは続いた。

　十分ほど悩んだ結果、なんとかして『体術』で倒せばいいという結論に達した。

　それから、いつのまにか完全に回復して体も動くようになった俺は、とりあえず谷を出ることを目標にして歩き始めた。壁かべを登ろうかとも考えたが、一いつ瞬しゆんであきらめた。そもそも空が見えない時点でアウトだろう。

　しばらく歩くと最初のモンスターを見つけた。腰こし布一枚に棍こん棒ぼうを持ち、赤く、見るからに筋肉質なその見た目はおそらくオーガといったところだろう。

（そーいや『鑑定』でなにかわからないかな？）

　そう思い、『鑑定』スキルを使おうとしたが、あることに気が付いた。使い方がわからないのだ。あいつ教えてくれなかったし。とりあえずいろいろと試ためしてみるしかないか。

「スキル鑑定」発動せず。
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「鑑定スキル」発動せず。

「鑑定スキル発動」発動せず。

「鑑定発動」発動せず。

「鑑定……」発動せず

「だぁああ発動しやがれ！」発動せず。

「なんで発動しねえんだよぉ……」

　大声を出すわけにもいかず、やるせない気持ちでうなだれた。俺は発動してくれないかなーとか思いながら、じっとモンスターを見つめてみた。幸いまだ見つかっていないようだし、いつ仕し掛かけようかタイミングを計る。

『オーガ（オーガ種）』

「うぉお！」

　いきなり視界の右みぎ端はしに現れたその文字につい声をあげてしまった。どうやら『鑑定』スキルはじっと見つめて発動させるらしいな。

　オーガはその声を聞きつけ、こちらに気が付いた。

　俺は慌てて拳を握って構えた。オーガはゆっくりとこちらに近づいてくる。手に持った棍棒をぶんぶんと振ふり回まわしていて、威い圧あつ感が半はん端ぱない。それでも、委縮してしまって固まっていてはただ死ぬだけだと自分に言い聞かせ、無理にでも体を動かす。

　棍棒を振り下おろしてくるオーガに対して、俺は横っ飛びでそれを回避した。そのままの勢いで距きよ離りをとったが、すぐに立ちあがって向かい合う。棍棒は俺がさっきまでいた地面を軽くへこませており、筋力が高いということをうかがわせる。まずはあの武器をなんとかしないといけないと感じ、俺は自分からオーガに向かって行った。オーガは迎むかえ撃うつように棍棒を横に振ってきたが、それをしゃがんでかわし、飛び上がりついでに鳩みぞ尾おちに蹴けりを叩たたき込む。ついでとばかりに棍棒を握る腕を殴ってみるも、びくともせず、蹴りの衝しよう撃げきで多少後ろに下がらせるだけになった。多少後ろに下がったところで棍棒の射程内にいた俺にオーガは棍棒を振るってきた。オーガを蹴った後で体勢の整っていない俺は必死に飛とび退のこうとしたが、できるはずもなく飛ばされた。『体術』スキルのおかげか、受ける瞬間にその方向に跳とぶことでダメージを減らすことができ、すぐに立ち上がれた。オーガを見み据すえると、倒したと思ったのか、仲間を呼びに行くのか立ち去ろうとしていた。

「助かったぜ」

　俺は一気に近づいて、後ろからオーガの首を蹴りで薙ないだ。いい感かん触しよくとともに、ゴキッという音がして、首は変な方向へ曲がった。クリーンヒットというところだろう。オーガの手から棍棒が滑すべり落ち、体が前のめりに倒れた。オーガはピクピクと震えるものの、それ以上は動かなかった。

　俺はそっと自分の顔を腰のあたりにつけた。瞳が熱くなるのを感じて、そのあとに体に痛みがはしった。だんだんと痛みが少なくなっているようで、十秒もかからず痛みは引いた。どうやら喰えば喰うほど痛みは減っていくみたいだ。

『パラメータ：筋力上昇（中）を習得しました』

　今回はスキルはなくてパラメータというものだけが手に入った。能力を数値化とかできるのかな？　そう考えて自分を『鑑定』しようと試みた。一分後に『鑑定』はできた。先ほどの推測はどうやら間違いだったようで、じっと見つめなくても声に出さずに念じるだけでよかった。

『刈谷鳴

　職業：？？？？の勇者Lv１　ビギナーLv２』

「レベル制かよ！　どこのＲＰＧだ！」

　いかん、つい突っ込んでしまった。それより、勇者の前の「？？？？」とはなんなのだろうか。それと、肝かん心じんのステータスだが数値化も得たパラメータの表示もできなかった。残念。

「んー……もう一回戦ってみればどんな感じなのかわかるかな？　まあそうそう都合よくオーガが出てくるわけが」

　ありました。

　普ふ通つうに向こうの方から歩いてくるオーガ二体。装備も見た目も先ほどのとまったく変わらない。群れなのだろうか？　それなら納得もできるな。

「なんにせよ好都合。確かく認にんができればそれでラッキー。できなくても……」

　そこから先の言葉が出かかって俺は口をつぐんだ。俺が言おうとした言葉は「喰える」だった。なぜ自分が無意識のうちにその言葉を発しようとしたのかがわからなかった。地球にいたころの俺なら、思いつくのは戦せん闘とうではなくまず逃とう走そうのはずだ。しかし、今の俺はあれらを喰おうとしている。意味がわからない。

　しかし、これ以上考えていては頭がおかしくなりそうだし、なにも好転しそうにないのでそのあたりでやめた。すでに二体のオーガはまったく隠かくれもしていなかった俺のことに気が付いており、棍棒を振り回して走り出していた。あと数秒後にはあの棍棒の射程範はん囲い内ないだろう。

　俺はさっきのオーガの棍棒を拾っていなかったことを後こう悔かいしながら相手を見据えた。一体が上から棍棒を振り下ろしてくる。俺はそれを両りよう腕うでをクロスして受け止めた。さきほどの筋力上昇（中）のおかげだろう。多少腕にしびれはあるが、それを無視して、もう一体が横から殴りつけてくるのをしゃがんでかわす。急に俺の腕の支えがなくなったことで一体目のバランスが崩くずれた。

　俺はそれを逃のがさずに空いている腹に蹴りを入れた。さっきはちょっと後ろに下げるだけだった蹴りだが、今度は数ｍは吹ふき飛んだ。筋力上昇は予想以上に上がっているようだ。しかし、蹴られたオーガは空中で体をひねって着地していた。

　そんな風に考えていたらもう一体のオーガが棍棒を振り上げていた。俺はさっとその懐ふところに入り、相手が振り下ろす腕をつかんで一本背負いのようにさっきのオーガに向けて投げつけた。その際に棍棒から手が離はなれたのを見過ごさず俺は棍棒を拾い上げた。武器ゲットだ。これで遠えん距きよ離り攻こう撃げきができる。

　俺はピッチングのように大きく振りかぶった。そして手に持った棍棒を無手になったオーガに投げつけた。

「肩かた口ぐちを抉えぐるストレートってとこか」

　投げつけた棍棒は物理的にオーガの右みぎ肩かたを抉り、そのまま近くの壁に刺ささった。

「―！」

　オーガの声にならない悲鳴が響ひびく。相当痛いんだろうな。俺は経験したくないよ。

　しかし、そいつを気にしているうちに、最初に蹴りを入れた方を警けい戒かいするのをすっかり忘れていた。気づいた時にはすぐ近くまで来ており、そいつの振るった棍棒が完かん璧ぺきに左ひだり腕うでをとらえた。ボキッと嫌な音がする。

　殴られた衝撃で飛ばされた俺は、地面を転がってようやく止まった。左腕からは鈍い痛みがするが、完全には折れていないようでほっとした。『再生』スキルが発動して、すぐにその痛みも引いていくが、けっこうな重傷すらすぐに治せるのはすごいな。

「やば、超ちよう逃にげたい」

　俺を殴ったオーガの体の色が若干変化し始めていた。赤から深い緑へ、そしてどす黒い赤へ。その様子から、かなり怒おこっていることが見てとれる。やりたくはないけど、どうしても逃げられるようには見えない。

　俺は色の変わったオーガに向けて駆け出した。

　オーガは向かってきた俺に対して力任せに棍棒を振るった。さっきまでよりそのスピードは増しているし、空振ったときの地面の凹くぼみ方を見るとその威い力りよくが上がっていることがわかった。しかし、それらは脅きよう威いにはなりえなかった。さっきまでと違ちがって力任せな分動きが単調で、基本的に振り下ろす、横に薙ぐ、この二択たくになっていた。振り下ろしはかわして横に薙いできたら受け止めるか足で上に蹴り上げていなすことができ、大おお振ぶりな分隙すきもでかかった。

　俺は横薙ぎの攻撃に合わせてバックステップで棍棒の射程ぎりぎりのところまで引き、地面を蹴って勢いをつけた拳を棍棒を握る手の指に叩き込んだ。何本かの指が折れたらしく変な角度になり、握り切れなくなった棍棒が手から落ちた。それをオーガが反対の手で拾うのよりも先につかみ、低い体勢のままオーガの脚あしめがけてフルスイングした。その結果、想像通りにオーガの脚が折れた。

　悲鳴を上げながら前のめりに倒れこむオーガをかわして、起き上がってくる前に俺は棍棒をオーガの頭に振り下ろした。ぐちゃっという音とともにオーガは事切れた。棍棒に付着した何かを振り払いながら俺は先ほどの肩口を抉られたオーガのところに向かった。

　そのオーガは辛かろうじて生きてはいるようだが、肩からの出血がひどく、うずくまったまま動かなかった。俺はおもむろにそのオーガに顔を付けた。喰らう瞳が発動し、跡あと形かたもなくオーガを喰らうと、わずかな痛みとともに同じように筋力上昇（中）が手に入った。

　残された棍棒を拾い、周りをちらりと見み渡わたした後、俺は頭をつぶしたオーガのもとに向かった。やはり今喰らったオーガとは違うなと感じた俺は何気なく『鑑定』をしてみた。

『ハイオーガ（オーガ種）』

「よく勝てたな……。まあいいか」

　進化してすぐで力の制せい御ぎよがうまくいかなかったからこその単調な攻こう撃げきだったのかもしれないが、運がよかった。俺はつぶれた頭を見ないようにしてハイオーガを喰らった。チクッとしたかな？　と思う程度の痛みしか感じなかった。かなり楽になってきたな。

『スキル：威圧を習得しました』

　ハイオーガを喰らって手に入ったのはパラメータではなくスキルだった。種類ごとに違いがあるみたいだな。

「んー、『威圧』か……たぶん少しくらいなら相手の動きを止められるのかな？　なら最悪止まっている間に喰っちゃえばいいかな」

　戦闘をせずに済む可能性があるスキルを覚えられたのは運がよかった。実際には使い方が違うのかもしれないが関係ない。不戦勝、なんてすばらしい響きだ。そもそも、俺は真那と一いつ緒しよにのんびりと暮らせればそれでいいんだから。その上で帰る手段も探せればなおよい。とにかくまずはこの谷を出て、真那と再会することを第一目標としないとな。

「いつまでもぐだぐだしてても仕方ないよな。とりあえずここを出なくちゃ。……それだけ深いってことかもしれないけど、空が見えないってのはなんでだろう？」

　その時、鳴はまったく気づいていなかった。

　そこが谷底ではなく、迷宮ダンジヨンであることに。
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間章一　悪魔の話　―side真那―







「ぐす……鳴めい……鳴……ぐすん……」

　場所は変わり、昨晩休んでいた「旅の園その」の一室。そこで私はベッドの枕まくらを濡ぬらしながら布ふ団とんにくるまっていた。

　ほんの数時間前、鳴は橋から谷に落ちていった。その場にいた全員が助けられなかった。一番近くにいた騎き士し団長さんでさえも。

　あの時、私はすぐにでも鳴を追って崖がけを降りようとして。それは騎士の人に止められたけど、もし止められていなかったら今いま頃ごろ私も鳴と一緒に谷底だろう。今はそれはそれでよかったかもと考えるくらいだ。

　私だけが生きている。これまでの人生、何をするのもほとんど鳴と一緒だった。ひつ姉がいなくなって、その悲しみに暮れていた時も、それが過去になって前を向き始めた時も。何をする時もいつも一緒だった。それなのに、こんなわけのわからない世界の中で、私は今、鳴の近くにいられない。そもそも鳴が生きているのかも怪あやしい。あの谷は落ちた人が帰ってきたことがないほど深い谷なのだ。実際にこの目で見ても底が見えなかった。そこに落ちていった鳴はもう生きていないのではないか。そんなことが頭によぎる。その度に全力で否定しようと思っても、その材料がない。それがますます私を苦しませた。

「鳴……」

「あらあら、ずいぶんとひどい顔よ。鳴君が見たらなんて言うかしら？」

「!?」

　布団にもぐっていた私に、聞こえるはずのない声が聞こえた。部屋の鍵かぎは閉めてあったし、窓ももちろん閉めた。それでも突如として話しかけてきたこの女性は部屋の中にいる。大きな胸に、それを強調するように体にピタッと張り付いた服装。若干いらっとした。涙を拭ぬぐってよく見てみると、その背中には黒い羽根が生えていた。

「どうもはじめまして。私は悪魔のラフォーレ。あなたは高こう坂さか真那さんね。あなたに『力』の説明をしに来たわ」

　悪魔。そう名乗った女性がいきなり説明をしに来たと言った。なんのこと？

「まず初めにあなたのその顔を変えちゃいましょう。あなたの騎士ナイトさん、たしか刈かり谷や鳴君だったかしら？　生きてるわよ」

「詳くわしく教えて！」

　鳴が生きている。そう聞いた瞬間、私は彼かの女じよに詰つめ寄よった。布団が床に落ちるけど、なりふり構っていられない。もしそれが私を布団から出すための嘘うそだったりしたら彼女を焼き殺す。それくらいの気持ちだった。

「まずは落ち着きなさいな。そこのとこもふまえて説明してあげるから」

「あ……ご、ごめんなさい」

　私は彼女を離してベッドに腰かけた。それでもいつでもつかみかかれるように、完全には力を抜かなかった。

「まず、私は悪魔のラフォーレ……ってこれは言ったわよね。説明ってのはあなたたちに与えられた『力』のことよ。召喚の儀によって呼び出された人間はなんらかの『力』を授かる。例外なくね。ちなみに、この説明が終わるか、それとも説明に来た悪魔に何かが起こらない限りは基本的に無事よ。あんまりひどいのは無理だけど、彼かれも今は生きている」

「あなたたちが私たちを守ってるってこと？」

「あー違うわ。守っているのは『力』そのもの。それに、守るっていうよりは補助をしてるって言った方がいいかしらね。あなたには説明の前に少し話をしましょうか。私たち悪魔は、あなたたち『勇者』にダンジョンを終わらせてほしいのよ」

「ダンジョンを終わらせる？」

「ええ。この世界には、主要ダンジョンが四つと、それ以外が無数にあるの。ダンジョンのモンスターが過去に魔ま王おうとまで呼ばれてたこともあるわ。四つの主要ダンジョンをクリアしたら、ラストダンジョンと呼ばれるダンジョンが現れる。私たちはそれをクリアしてほしいのよ。前回まではこんな説明とかしなかったんだけど、それだと無数にあるダンジョンの方しか行ってくれなくてね。王国とかが『勇者』として無理にでも引き留めちゃうから」

「王国が？」

「そう。まあ主要ダンジョンはどれも難易度が桁けた違ちがい。この世界の人々が主要ダンジョンについて知っているはずもないけど、四つとも他のダンジョンと違って目に見えた危険ってのがないから、王国としてはそこじゃなくて今にもモンスターが溢あふれるかもしれない、目の前の危険を取り除いてほしいのでしょうね。中には主要ダンジョンと知らずに挑いどもうとした人もいたけど、失敗したわ。無数にあるダンジョンにのみ『勇者』は挑む。それで結局主要ダンジョンには気づかない。いつまで経たってもなくならないのよ」

「枝は切っても幹には見向きもしないってこと？」

「うまいこと言うわね。そういうこと。実はね、今回はイレギュラーなのよ」

「どういうこと？」

「そもそも召喚の儀で二人の人間が同時に呼ばれることがイレギュラー。それに、二回も続けてやったこともイレギュラー。そんな状況だから、私たち悪魔は今回三人にそれぞれ説明役が行くことになったわ。悪魔自体は質を問わなければそこそこの数がいるんだけど、そのほぼすべての意見は三人目の『勇者』が終わらせるって言ってる。『力』も戦闘向きのものが多いし、とびきり強力なものばかりだもの。でも」

　そこでラフォーレの話が止まった。そして驚おどろいたような顔をして、少し経つと今度は笑えみを浮うかべた。

「おもしろいことになったわね」

「どういうこと？」

「あなたの友達のところにはちょっと厄やつ介かいなやつが行っていたの。以前、死にかけてた『勇者』から『力』を奪うばったの。しかも、それで強くなったからって調子に乗っちゃってね。今回も奪おうと思ってたみたいなの」

「そんな！　じゃあ鳴は……」

「大丈夫よ。今、他の二人の悪魔の反応が完全に消しよう滅めつした。つまり、鳴君は生きていて、なんらかの方法で『力』を奪おうとしてきた悪魔を殺したってことね。話を戻もどすけど、私を含ふくめて少数派だけど、私たちは三人目が終わらせるとは思っていない。私たちは鳴君こそがすべてを終わらせてくれる存在だと思ってる。それで、そのために必要なのがあなたなのよ」

「私？」

「そう。あなたの『力』、それが鳴君を成長させる。あなたの『力』は魔法の才能、スキルの習得、能力隠いん蔽ぺいよ。魔法の才能は効果がいくつもあるの。魔力の大おお幅はばな上昇だったり、見た魔法が使えるようになったり、魔法の威力を上昇させたりもする。他にもいくつかあるけど、それは自分で見つけてね。あ、あくまで使えるだけだからね。使いこなすのは別よ。そこはまあ努力で補ってね。スキルの習得に関してだけど、この世界にはスキルと呼ばれる能力が数えきれないくらいあるの。『力』とはまた別にね。スキルはレベルが上がるか、それにあった動きをしていれば自然と身に付くこともあるけど、それを習得しやすくなると考えればいいわ。最後のは戦闘用ではないけど、便利なものよ。今の状態でも他人の使う解かい析せきで自分の能力がばれるのを阻そ止しできる。もちろん任意の対象のもね。まあ鑑定となると今はまだ防げないけど、ほぼ使える人はいないから後々でいいと思うわ。でも、あなたがこれらを使いこなせれば間ま違ちがいなく彼の手助けにはなる」

「私が……鳴を……」

「ただ問題があるのよね」

「なに？」

「彼は今四つの主要ダンジョンのうちの一つ、『パイフー』に向かってるわ」

「どうして!?」

「『パイフー』の入口があの谷底にあったのよ。正確には『鬼おにの巣』ってダンジョンがあって、その奥おくに『パイフー』への入口がある。昔と比べて今の『パイフー』は主要ダンジョンの中では簡単な部類になると思うけど、それでも他のダンジョンに比べたら段だん違ちがいの難易度よ。私は担当じゃないから彼の『力』を詳しくは知らないし、なんとも言えないけど、少なくとも今はまだ向かっているところだと思う。もう追えないから今どのあたりなのかは見当もつかないけど」

「そんな……すぐに助けに行かないと！」

「だめよ」

「なんでよ！」

「今のあなたが行ってもただ死ぬだけよ。それより、あなたがすべきことは一つでも多くの魔法を極きわめて、他のダンジョンに潜もぐって、一体でも多くのモンスターを倒して強くなること。再会はそれからよ。今は我が慢まんの時。彼はあなたが死ぬことなんて絶対に望んでいない。少しでも強くなって、彼の隣に立ってあげなさい」

「……そう、ね。わかった。一日でも早く強くなるわ」

「その意気よ。もし彼が『パイフー』を攻こう略りやくできたら、たぶん他の主要ダンジョンにも挑むことになると思うわ。その間に多くのダンジョンに行くかもしれないけど、他の三つの主要ダンジョン『チンロン』『チューチエ』『ショワンウー』に挑むときにまともに戦えるように鍛きたえなさい。まあ上級ダンジョンのボスクラスと一人で戦えるようになるのが最低ラインかしら？　そこら辺は私たちにはわからないけど。じゃあ私は行くわ。彼を射止めなさいよ」

　そうしてラフォーレは去っていった。部屋に残されたのは私一人。でももう涙なみだは出さない。今は強くなる。そして鳴の力になる。そう心に刻んで部屋の扉とびらを開けた。扉の外にはさっき一緒に来てくれていた騎士の一人が立っていた。見張りなんだと思う。

「真那様！　もうお加減はよろしいですか？」

　そう声をかけてきた騎士さんに向かって私ははっきりと言った。

「ええ。少しは整理がついたわ。ねえ騎士さん、この国にいる魔ま法ほう使つかいを全員集めてくれない？　一つでも多くの魔法を習いたいの。ダンジョンを攻略するために」

　今はこの国を利用させてもらおう。私が、鳴とまた会うために……。







第二章　『鬼の巣』







　ハイオーガを倒した後、俺おれは暗い中を進んでいた。暗いといっても、壁や天てん井じように埋うめ込まれている光る石のおかげでまるで見えないというわけではなく、ちょっと暗いかな？　と感じる程度ですんでいた。というかなぜ天井があるのだろう？　ここ谷底のはずだったんだけど。

　俺はその手に握にぎった棍棒を肩かたに担かついで揺ゆらしながら壁に沿ってその中を進んでいた。どれくらい歩いたかはわからないが、生き物の気配はまるでなく、それどころか何も落ちていない。分かれ道もまったくなく、一本道ではあるがうねっていることもあり、一応同じところを進んでいないか確かめるために定期的に壁を傷つけてみたりしているが、その印は見てないからただただ長い道なのだろう。

　のんびりと進んでいると、ようやく分かれ道を発見した。

　左の道には何もなく、右の道には来る者を拒こばむように突つき立たてられた木の棒に人間のものらしき頭ず蓋がい骨こつが載っていた。俺はためらいなく左の道を選んだ。これ見よがしに骨が置いてあるような道に行ってたまるか。

　それから二十分くらいうねった道を進んでいくと、広いドームのような場所に出た。通路よりもふんだんに光る石が埋め込まれており、かなり明るい。奥の壁までくっきりと見えるがだいたい百ｍ以上ありそうな感じがする。その広いドームには奥の方に一本の通路が延びており、その手前には箱のようなものが見える。ここからだと詳しくはわからないが、おそらく木箱だろう。身を隠すものなんて何もない広場なので奥の通路だけを警戒しながら木箱のところまで歩き、様子を確認した。鍵はかかっている様子はなく、蓋ふたはかぶせてあるだけのようだった。俺はできるだけ離れて、棍棒で蓋を開けた。煙けむりとかが出てくることを警戒してのことだったが、杞き憂ゆうだったようだ。

　中に入っていたのは見慣れない草の束が一つだ。六本を下の方でくくってあり、ただの雑草には思えなかったのでとりあえず『鑑定』をしてみた。

『毒消し草：

　すりつぶして水に混ぜると毒を消すポーションになる』

『猛もう毒どく草：

　どのように加工をしても立派な毒となる。即そつ効こう性せい』

　見た目は六本ともなんの違いもないが、一本だけ猛毒草が交じっていた。見つけた人が毒消し草だと思って使うと実は毒でした。というわけか。鬼じゃねえか。俺は猛毒草を取り分けて、毒消し草のにおいをかいだ。特に変なにおいとかはしないな。その時、ふっと手から草の感触が消えた。五本もあった草の感覚がいっぺんに消えたことで、落としてしまったのかと思い下を見てみても何もない。しかし、頭の中に文字が流れた。

『スキル：毒耐たい性せいLv５を習得しました』

「……いや、なんで喰ってんだよ!?」

　新たにわかったこと、それはモンスターじゃなくても喰らえて、スキルも得られるということだ。においをかごうとして近づけただけのつもりだったけど、どこか触さわってたんだろうな……。あともう一つわかったこととしては、スキルにもレベルの概がい念ねんがあることだ。たくさん喰らえばその分レベルも上がるようで、今回は五本喰らったからレベル５なのだろう。改めて自身を『鑑定』して調べてみると、『体術』や『再生』なんかはレベル１だった。一方で『無詠唱魔法』や『アイテムボックス』にはレベルがないようだった。レベルはいくつが最大なのかはわからないが、『再生』のレベル１というのが気になった。体力、魔力はもとより、重傷すらすぐに治してしまう『再生』がレベル１となると、最大ではどうなるのだろう。

「……ほんとこの世界ってゲームみたいだな。職業レベルにスキルレベルとか」

　そんなことを考えながら、持っていても使わないということで猛毒草も喰らってみた。

『スキル：毒耐性Lv８を習得しました』

『職業：薬やく剤ざい師しになりました』

　猛毒草を喰らったら一気に『毒耐性』のレベルが３も上がった。毒消しと毒そのものでは何かしらの違いがあるみたいだ。効果の差かもしれないけど。それと、新しい職業である薬剤師になった。よくわからない勇者に、ビギナーに薬剤師。どんな人間だよ。

　箱そのものはとりあえずアイテムボックスにしまっておいた。アイテムボックスと念じると出現する小さい穴に押おし付つけると、大きさに関かかわらずに入っていく。取り出しも問題ない。そうなると引ひっ越こしとかに便利そうだな。

　まだ先があるということで、目の前の通路に入っていた。さっきまで通っていた通路よりもせまく、オーガ二体が並んだらそれで限界ではないかと思うくらいの狭せまさだった。棍棒も振り回すことはできたし、俺としては何の問題もなかったので警戒しながら通路を進んでいった。しかし、通路に入って五十ｍほど進むと、曲がり角があり、その向こうは行き止まりになっていた。隠しスイッチとかがないか五分くらい調べてみたが、その類のものはなく、結局来た道を戻ることになった。

　そして、俺はその後、分かれ道でこちらを選んだことを後悔することになった。




　広場に戻ってくると、そこは先ほどまでとは様子ががらりと変わっていた。

　広場を埋め尽つくすんじゃないかと思うほどうじゃうじゃとオーガがいたのだ。『鑑定』で見てみると、数は多くないが、オーガメイジ、オーガアーチャー、オーガナイト、オーガシーフとかいう、腰布に棍棒だけではなく、きちんと武装している個体もいた。それにハイオーガもあちこちにおり、あたりを窺うかがっていた。

　あまりの光景に唖あ然ぜんとして身を隠すことをしていなかった俺に気が付いたのか、オーガたちはいっせいに俺の方を見て、大量のオーガが迫せまってきた。

「ちょっ、ま、え？　なんで？　どうなってんのさこれは！」

　とっさに棍棒を振るって、正確に俺の頭を狙ねらって飛んできていたアーチャーの矢を砕くだいた。そして、左右から棍棒を振り下ろしてくるオーガとハイオーガを先に棍棒で殴なぐり、そのオーガの腕をつかんで通路に下がる。吹き飛ぶハイオーガの下した敷じきになっている個体もいるが、オーガたちはそれを無視して通路に殺さつ到とうしてきた。しかし、広いドームとは違って、狭い通路ではその体格のよさのせいで多くは入ってこられない。

　俺はつかんだオーガを喰くらって筋力上昇（中）に変える。正直まともに戦っても勝てそうにない状じよう況きようだ。喰える時に喰って強化していかないと。迫ってくるオーガたちに向かって俺は『威圧』を放つ。元がオーガの上位であるハイオーガから得たスキルだからか、目の前に押し寄せる普通のオーガたちには有効なようで、動きが少し止まった。その隙に近くまで来ていた二体のオーガの腕うでに顔を付けて喰らう。棍棒がなんだか軽くなった気がする。

　しかし、次のオーガに移る前に『威圧』の効果が切れ、立ち止まっていたオーガたちが再び進んできた。俺はもう一度『威圧』を使おうとするが、発動しなかった。『再生』みたいに常時発動しているものと違い、どうも『威圧』はクールタイムが必要らしいな。どれくらいの時間なのかはわからないが、先に検証しておくべきだった。

　動きの止まった俺にオーガたちが棍棒を振り下ろす。持っていた棍棒でそれを払はらおうと振るったら、オーガの棍棒をへし折っていた。しかし、驚いている暇ひまはなく、すぐにその二体のオーガを喰らう。オーガたちはそれを予想していたのか、消えた瞬しゆん間かんに次の棍棒が振り下ろされた。だが、簡単に折れることはもうわかっているし、今度もその半ばあたりをへし折り、その流れで腕を折る。一体を楯たてにしながらもう一体を喰らい、襲おそってきたハイオーガに、あたりに落ちていた棍棒の残ざん骸がいを蹴りつけた。見事に頭に当たり、バランスが崩れたところに棍棒で突きを放って転ばせる。巻き込まれて数体が倒れこみ、通路が狭いことも相まってさらにオーガたちは身動きが取れなくなっていた。俺はその後も棍棒の残骸で山を築きながら次々と襲い来るオーガとハイオーガを喰らっていった。

　それをひたすら続けているうち、通路からオーガたちがいなくなった。ここから広場はよく見えるが、そこには武装オーガたちしか残っていなかった。ハイオーガも全ぜん滅めつしているようだ。

「出てきたところを滅めつ多た打うちってわけか。ただ向かってくるオーガたちだけの方がよっぽど楽だわ」

　そんなことをつぶやきながら今の自分の状態を確認する。襲ってきたオーガたちの棍こん棒ぼうは軒のき並なみ折ってしまたので、まともに使えそうなものは最初に喰らったやつともともと持っていた物の二本、それから『威圧』が効いているうちに喰らった二体の分の合計四本しかない。しかもそのうちの三本は俺の無む茶ちやな使い方のせいでひびが入っていた。

　攻撃するときに折れてしまっても困るので、やむをえずそれらも投とう擲てき用に折って、アイテムボックスにしまった。オーガたちを喰らい続けて筋力だけはかなり上がっているから、これらでも立派な投擲武器になる。アイテムボックスは取り出すのも楽だからやはり使い勝手がいいな。

「さて、次のラウンドに行こうか」

　たくさんいたオーガとハイオーガを喰らいつくしたことで、『威圧』はレベルマックスになっていた。『威圧』はレベル10が最大だった。それ以降はハイオーガをいくら喰らっても何も得られなかったが、筋力上じよう昇しようくらいほしかったな。しかし、オーガたちを喰らい続けて、筋力上昇（中）を大量に手に入れたことで棍棒は羽根のように軽くなっていた。

　俺は通路から広場へ駆かけ出した。さっきは大量のオーガがいたからそれぞれの数はわからなかったが、今見るとそれぞれはそんなに数がいなかったことがわかる。各二体ずつで、アーチャーとメイジは二体が一か所にまとまっており、ナイトとシーフは一体ずつ左右に分かれていた。全身鎧よろいのナイトと、他のオーガと比べてもかなり細身のシーフがペアになって動けるのかとも思ったが、ナイトが前衛でシーフが遊ゆう撃げきと考えればそうでもなかった。

　武装オーガたちの中で一番最初に反応してきたのはアーチャーだった。俺が姿を見せたとたんに矢を射ってきた。さらにその後ろから詠えい唱しようが終わったメイジの火の玉も飛んでくる。俺は矢を棍棒で弾はじき、飛んでくる火の玉は棍棒の残骸を投げつけてかき消す。うまくその火の玉が目め隠かくしになっていたのか、動きの遅おくれたアーチャーの頭と腹に直ちよく撃げきしていた。さすがにそのさらに奥にいたメイジにはかわされてしまったが、アーチャー二体には致ち命めい傷しようになったからよしとしよう。

　しかし、それに喜んでいる暇もなくナイトの剣けんが俺を切ろうと襲ってきた。棍棒で受け止めようとしたが、石を削けずってできた棍棒ではナイトの鉄の剣を受け止められずに棍棒ごと左腕を切られる。『再生』スキルが即そく座ざに発動して少しずつ回復しているが、力の入らない左腕はしばらく使えない上に、残っていた唯ゆい一いつの近接武器を失ってしまった。これで残されたのは投擲と『体術』だけだ。

　俺の事情は気にしないとばかりにすぐに切り返してくるナイトの鎧の上から拳こぶしを叩き込む。鉄を素す手でで殴っているのだから当然手は痛くなったが、鎧は大きくへこみ、後ろにいたシーフを巻き込みながら吹き飛んでいった。筋力が上がっているからこそのことだが、かなり重いナイトを吹き飛ばすのにはかなり力を込めており、その攻撃後の隙をメイジに狙われた。振ふり向むいた時にはもうすぐ目の前に二つの火の玉が迫ってきていた。一発はなんとかかわしたが、もう一発が背に直撃した。しかし、痛みや熱さはやってこなかった。

『スキル：ファイアLv１　火耐性Lv１を習得しました』

　全然顔の付近でもなんでもなかったが、喰らう瞳ひとみが発動してくれたみたいだ。モンスターを喰らう時にはきちんと顔を付けないといけないが、魔ま法ほうはどこでもいいらしい。これはいいことを知った。

　そこから先、メイジの攻撃はかわさないことにした。当たっても平気で、むしろスキルが得られるならよける必要はない。メイジの火の玉に合わせて短剣を突き出そうとしていたシーフの腕をつかみ、顔に付けてそれを喰らう。

『パラメータ：素す早ばやさ上昇（中）を習得しました』

　同じタイミングで仕し掛かけてきていたナイトも腕を蹴けり上げて剣を落とさせた上でシーフと同じ運命をたどらせた。

『パラメータ：防ぼう御ぎより力よく上昇（中）を習得しました』

　メイジの攻撃は気にしなくていいため、俺は先に殴り飛ばしたナイトとアーチャーの方に向かった。アーチャーは両方とも投擲で気絶しており、何の抵てい抗こうもなく喰らうことができた。

『パラメータ：器用さ上昇（中）を習得しました』

　続いてナイトの方に向かう。手を痛めた甲か斐いがあったというべきか、地面に落ちた時に打ちどころが悪かったのか、それとも殴ったことですでにそうなっていたのかはわからないが、ナイトは気絶しており、シーフはその下敷きになっていた。

　ナイトを喰らおうとしたところに火の玉が二つ飛んできて、俺の横を通り過ぎていった。メイジの方を見ると、二体とも肩で息をしていた。力を振り絞しぼって撃うったみたいだけど当たらなければ無む駄だ撃ちだよな。どうせなら当ててくれたらスキルになったのに。

　俺はオーガナイトを喰らって同じように防御力上昇（中）に変える。しかし、完全に油断していた俺はナイトが消えた瞬間に短剣を突き出してきたシーフの攻撃を避さけられなかった。胸に短剣が突き刺さり、そこから血が出てくる。俺はすぐに短剣を持つシーフの腕をつかみ、ヘッドバットを喰らわせてシーフを喰らった。短剣はそのまま胸に刺さったままだが、運よく心臓には刺さっていなかったこともあり、引き抜ぬいたことで血がドバドバと噴ふき出でるが、その穴も『再生』でふさがり、なんとか助かった。悪魔に会う前にあれだけ血を流しても回復したことを考えると血も『再生』がなんとかしてくれるだろう。

　血が大量に出たせいで少しふらつくが、俺はもう魔法も撃てない様子のメイジたちの方を向いた。魔法は撃てなくても俺を迎げい撃げきするつもりなのか、二体とも杖つえを剣を持つように構えてこちらを睨にらんでいる。俺はそれを嘲あざ笑わらうようにアイテムボックスから棍棒の残骸を取り出してメイジたちに向かって投げつけた。

　一発目で一体の杖が折れた。二発目は不発。三発、四発と体に直撃して骨を折る。それで一体は倒たおれた。五発目は外れて、六発目は倒れた方の頭に当たり、べこっとへこむ。おそらく絶命しただろう。七発目がまだ立っている方の脚をとらえ、八発目が頭をとらえた。これで勝負ありだ。

　俺は残されたナイトの剣を拾ってメイジの方に向かった。そして、倒れ伏すメイジ二体を喰らった。

『パラメータ：魔力上昇（中）を習得しました』

　これでオーガから筋力、ナイトから防御力、シーフから素早さ、アーチャーから器用さ、そしてメイジからは魔力を手に入れた。さらに『威い圧あつ』はレベルマックスになり、まだレベルは低いが『ファイア』と『火耐性』も手に入れた。あたりを見渡せば、短剣が四本に剣が二本、弓や杖は折れているが、メイジが着ていたローブやアーチャーの被かぶっていた帽ぼう子し、そしてナイトの兜かぶとにシーフが巻いていたバンダナは残っていた。鎧や腰こし布は一緒に喰われていたのにこれらが残っているというのは少し気になるが、戦果としては十二分だと言えよう。

『職業：ビギナーがLvＭＡＸになりました。

　薬剤師がLv４になりました。

　パラメータ：体力上昇（小）を習得しました。

　三つの職業が解放されます』

『職業：格かく闘とう家かになりました。

　狙そ撃げき手しゆになりました。

　冒ぼう険けん者しやになりました』

　なんか職業が一気に増えた。感じ的にこの三つはビギナーのレベルマックスが条件のようだ。となると他のもレベルマックスになれば新しい職業が解放されるのだろうか？

　しかし、それだけが条件というわけでもないだろう。薬剤師になったのが猛毒草を喰った時だということから考えれば、おそらくこれまでの戦いの中でその職業になるための条件を満たしたのだろう。格闘家は素手の戦せん闘とうだと考えれば最初のオーガとの戦闘かな。狙撃手は最後の投擲だろうし、冒険者は……それっぽいのがないからビギナーのレベルだけかもしれない。もしかしたらこの洞どう窟くつの探たん索さくそのものの可能性もあるかな。

「俺でも使えそうなものがいくつかあるな」

　自分の確かく認にんを終えて、周りに残された装備を一か所に集めた俺は、そっとアーチャーの帽子を被ってみた。

『パラメータ：防御力上昇（極小）を習得しました』

「……え？」

　なんとなくで被ってみた帽子も瞳に喰われてしまった。まさかとは思い、もう一体の帽子も被った。

『パラメータ：防御力上昇（極小）を習得しました』

「……嘘だろ？」

　大きくて俺の頭には合わないサイズの兜を被る。

『パラメータ：防御力上昇（小）を習得しました』

　バンダナを拾い、頭に巻く。

『パラメータ：器用さ上昇（極小）を習得しました』

　あ、バンダナは防御力じゃないのね。

「……って、ざっけんじゃねえぞ!?」

　俺はどうやら呪のろわれた（？）ようで、頭部への装備を禁止されてしまった。

「もしかして他の装備も喰えるのかな？」

　頭の中ではやるんじゃないという警告音が鳴なり響ひびく。しかし、俺の体は興味には勝てませんでした。

　穴が開いていて使わないローブや折れた弓、そして折れた杖を目の近くにつけると、瞳はすぐにそれらを喰らっていった。それぞれ防御力や器用さ、そして魔力上昇に変わったが、どれも（極小）で、ないよりはましという程度にしかならなかった。

　結局手元に残ったのは、シーフの持っていた予備も合わせた短剣四本にナイトの鉄の剣が二本、そしてメイジの着ていたローブだけだ。服がすでにボロボロになりつつあったから、ローブは助かる。ここから出た後に羽織れるからな。

　短剣とローブはアイテムボックスにしまい、鉄の剣は一本を腰に、そしてもう一本は手で持っていくことにした。筋力がこれでもかってくらい上がっているから片手でも軽々扱えるし、いざ戦闘になれば二刀流でがんばろう。

「さて、道を戻るとするか。まさか骨がある方が正解とかねえよ……」

　そして広場から出て、分かれ道に続く通路に入った瞬間、頭の中に文字が流れた。

『職業：盗とう賊ぞくになりました』

「……さーて、さっさといくぞー！」

　俺は何もなかったことにした。普ふ通つうこうなると思うよ？　倒した相手の装備を身に着けたら盗賊扱いってひどいぜ……。




　現実から目をそらしながら俺は分かれ道のところまで戻って来た。そして、今度は骨がある方の道を進む。後ろを警けい戒かいしながら道を進んでいくが、特にモンスターが出たり、宝箱が置いてあったりすることはなかった。ひたすら一本道になっており、少し先がさっきの広場のように明るくなっていた。

　そして、広場の中が見えるところまで来ると、中にいるモンスターが視界に入った。これまで出てきたオーガたちとは大きさが桁違いのオーガと、その取り巻きの強そうなオーガが二体。

『オーガキング（オーガ種）』

『オーガガーディアン（オーガ種）』

『オーガソード（オーガ種）』

　オーガガーディアンはオーガメイジに様相が近く、メイジの物よりもよさそうなローブを着て杖を握っていた。一方でオーガソードはオーガナイトのさらに上位といった感じだ。こちらもナイトよりもよさそうな装備を身に着けていて、背もこちらの方が高い。なんだか強者の風格とでも思えるような感覚がする。

　そして一番やばそうなのがオーガキングだ。巨きよ大だいな玉座に腰かけているのにもかかわらず取り巻きの二体の三倍以上のサイズで、武器もそれ相応の大きさの剣がその隣となりに突き立っていた。棍棒ではなく剣ではあるが、あの大きさなら鈍どん器きとしても使いそうだ。王キングという名を示すかのように王おう冠かんを被っているが、それ以上に左右に生えた鋭するどい角に目がいく。

　俺は現在ある武器から奴やつらとの戦い方をイメージしてみた。

「よし、とりあえずは試ためしてみるか。だめならダメージ覚かく悟ごで一体減らせばいいや」

　俺には最終手段として瞳で喰らうという方法がある。ダメージの有う無むなど一いつ切さい関係なく、どれだけ負けそうになっていても顔さえつけてしまえばそれで勝ちだ。かなりリスクはあるけど。俺は腰にさげていた剣を地面にさし、代わりに棍棒の残骸を手に持った。周りにも二つ置いておき、すぐにとれるようにする。こちらから見えている以上向こうからも見えているはず。先に動いていいのなら存分にやらせてもらおう。




　広場ぎりぎりの通路から俺が投擲を始めたところで戦闘が始まった。

　どうせすぐにオーガソードが攻せめてくると考えて残骸はオーガキングを狙った三つしか投げなかったが、それらはオーガキングに当たることなく、その手前で見えない何かに阻はばまれてしまった。よく見ると、さっきまでオーガソードとともに左右に控ひかえていたオーガガーディアンがオーガキングの前に浮いて両手で杖を構えていた。杖の先が微かすかにきらきらしているところを見ると、何らかの魔法を使用しているのだろう。見えない壁かべ、結界を張る魔法かな。

　オーガガーディアンの魔法について考えていたらオーガソードが剣を振り上げていた。俺はそれを剣で受け止めた。筋力が上がりまくっているから重いとは感じないが、怖こわさは感じる。俺の剣はその上がりまくった筋力に任せてただ振っているだけだが、オーガソードの剣は言うなればきれいな剣だ。型に沿って攻こう撃げきしているという感じがある。オーガナイトの時と違ちがって隙すきが見当たらない。

　何度も何度も相手の剣を折るつもりで剣をたたきつけるが、悉ことごとく受け流されて力が伝わっている感覚がしない。こっちは二刀でオーガソードは一本なのにすごいな。

　らちが明かないと判断した俺は、攻撃の合間で片方の剣を後方に投げ、距きよ離りが開いた隙に短剣を取り出した。同じようにもう片方も短剣と入いれ替かえ、短剣の二刀流にする。鉄の剣と比べると一撃の威い力りよくは下がるだろうが、どうせ筋力任せなのだからそれほどでもないだろう。初めからこっちの方がよかったかもしれないな。

　攻撃が鉄の剣から短剣に変わったことで攻撃の速度が一気に速くなった。素早い回転で攻撃を仕掛ける俺に対して、次し第だいにオーガソードは防戦一方になっていった。少しずつ俺の攻撃がオーガソードの体に当たり始めるが、それもうまく鎧の部分に当たるようにかわされており、なかなかダメージが入らない。右手の短剣で相手の剣を止めている間に左手で俺はオーガソードの腕を狙った。

　オーガソードが使っている剣は両手で扱あつかわないといけないサイズの剣だ。腕が一本使えなくなれば今のような動きはできなくなるだろう。オーガ種である以上筋力はかなり高いだろうが、それでも両手剣を片手でとなるとそうそううまくはいかないはずだ。

　攻撃の中でその狙いがばれないように俺は執しつ拗ように心臓や頭、そして足を狙った攻撃を続けた。狙いに気づいて腕へのガードを固めようとしたら、その時はその時で本当に頭とかを狙えばいい。徹てつ底ていして腕以外を狙った攻こう防ぼうを続けること三十秒。その間にも少しずつお互たがいにダメージが増えていった。

　戦っている中で、一つだけ助かっていることがあった。それはオーガキングとオーガガーディアンが戦闘に参加してこないことだ。防ぼう御ぎよをオーガガーディアンに任せて、オーガソードが攻撃に専念していれば俺の首はとっくに飛んでいただろう。

　そんなことを考えながら戦っていた罰ばつか、オーガソードの剣が俺の頬ほおを掠さらって血がはねた。あと少し下だったら首だったじゃねえか。むこうの考えはわからないが、一対一タイマンを望んでいるのなら俺としてはラッキーだ。オーガガーディアンたちを意識から外して目の前の相手に集中した。一気に決めてしまおう。

　切りかかってきたオーガソードの動きが一いつ瞬しゆん止まった。スキル『威圧』だ。オーガキングにはまったく効果がないだろうが、レベルマックスにまでなったことで効果が上がり、オーガソードに対して一瞬ではあるが有効になっていた。その一瞬でも、動きが止まったことでリズムの崩くずれたオーガソードに決定的な隙が生まれた。ずっと待っていたその隙を逃のがさず、俺は短剣を振るう。これまでの刷り込みでオーガソードは咄とつ嗟さに心臓と足を守ろうと、両手剣を盾たてにし、体をひねって防ごうとしていた。俺は狙い通りに剣からはみ出た左ひだり腕うでを切り落とした。切断面から血が噴き出るオーガソードは後ろに跳とんで俺から距離をとった。俺の足元にはオーガソードの腕が残り、ためらいなくそれを喰らった。

『パラメータ：器用さ上昇（小）を習得しました』

　オーガソードは失った左腕に目を向けた。未いまだに血が出ているが、オーガソードは片手でしっかりと剣を構えて向かってきた。しかし、先ほどまでのようなきれいな剣術には程ほど遠とおい、ただ力で押すだけの攻撃。それを見た瞬間、勝負は決したようなものだった、いくらオーガキングの側近とはいえ、一体の、それも片手で無む理り矢や理り両手剣を扱っているオーガソードの力で数あま多たのオーガを喰らってきて筋力をかなり上昇させてきた俺の二本の短剣を抑おさえられるはずもなかった。

　腕が一本ないとバランスがうまくとれないのか、若じやつ干かんふらつきながらも両手剣を振り回まわしてくるオーガソード。俺はそれを短剣でいなして首を狙った。突き出した短剣は後ろに下がってかわされたが、もう一本の短剣を逆手に持ってオーガソードの太ももを切る。着地と同時にがくっとオーガソードは膝ひざをついた。俺は一気にオーガソードとの距離を詰つめて心臓と首に短剣を差し込んだ。そして短剣を引き抜くと、傷口から血が噴き出してオーガソードは絶命した。

「なんてやつだよ」

　俺は脇わき腹ばらを押さえた。じわじわと服が血で赤くにじんでいく。最後の攻撃の瞬間にオーガソードに切られたのだ。俺を確実に殺すために、最後オーガソードは自分を捨てた。首と心臓に短剣が向かってくる中で剣を振りぬいたのだ。自分が死んでも、オーガキングを守れればそれていいということだろうか。

「ほんとすごいわ。まあやられるわけにはいかないけど」

『再生』によって傷が塞がっていく。かなり深く切りつけられたせいでなかなか塞がらず、結局完全に塞がったのは俺がオーガソードを喰った後だった。

『スキル：剣術Lv１を習得しました』

　オーガソードから得られたのは『剣術』スキル。しかし、特にこれといって何かあるということはなかった。『体術』スキルを得た時は重心のこととか、相手のバランスの崩し方とかが頭の中に入ってきたが、今回は何もなかった。『体術』も『剣術』もレベル１だし、同じような感じならば何かあってもいいのだが、やはり剣を使わないと発動しないのだろうか。

　オーガソードを喰って残された両手剣を拾い、短剣をしまっていると、一つの違い和わ感かんに気が付いた。

（オーガガーディアンはどこに行った？）

　頬ほお杖づえをついて玉座に座すわるオーガキングはそのままだが、その前で杖を構えていたはずのオーガガーディアンの姿がなかった。少なくとも俺がオーガソードと戦っていた時に後ろの通路に消えていったなんてことはないのだが、それでも俺の視界にはオーガキングしかいなかった。

「逃にげたにしろ隠かくれたにしろ、これってチャンスじゃないか？」

　オーガキングを仕留めれば俺の勝ち。これは何も変わっていないのだが、オーガガーディアンと戦わなくていいというのは俺にとってプラスしかないはずだ。あの結界はかなり厄やつ介かいそうだったし、それを攻略しなくていいのはいいし、今度もオーガキングが動かない保証はない。そうなれば負ける可能性も一気に跳はね上がるし、よかったとしよう。

　俺は両手剣を構えた。俺が武器を短剣から変えた理由は単に相手の大きさによるところが大きい。自分よりもはるかに大きなこの敵に対して短剣による攻撃が通るとは思えなかった。

　オーガ種について、これまでの経験で分かったことだが、オーガたちは筋肉の付き方が人間とは異なる。それは筋肉が人間と比べてかなり分厚いことにも影えい響きようしているだろう。筋力上昇でどんどん上がっていったからわかりにくかったが、殴った時、骨に届いている感覚が何度かあったが、そのどれもが完全に拳一つ分肉を凹くぼませたところで感じていた。肉か筋肉かと考えても、おそらくすべて筋肉だ。となると、ただのオーガでそれならばその数倍の大きさのオーガキングならば筋肉の厚さは相当なもののはずだ。

「とりあえず攻めるか」

　俺はオーガキングに向かって駆け出した。両手剣をしっかりと握りしめ、今は玉座に座っているが、立ったときに動きを制限するために俺はオーガキングの足に切りかかった。

（まずは一本）

　キィィイイイン

　剣がオーガキングに当たる前に何かに弾かれた。俺の体の四倍近い太さの足を切ろうとかなり力を入れていたこともあり、つい先ほどまで散々俺の攻撃からオーガソードを守っていた両手剣はあっさりと折れてしまった。

　何が起こったのか理解できずに唖然とする俺の目の前にオーガキングが振るった剣がやってくる。状況を理解した時には既すでに遅おそかった。

　剣が俺の体をとらえた。

　血で弧こを描えがきながら俺の体は後方の壁まで吹ふき飛んでいく。壁に激げき突とつした際に頭を打って血がさらに出てきて、壁が崩れるのとともに地面に落下した。幸いオーガキングの使う大剣の切れ味は悪く、上半身と下半身が離はなれ離ばなれになることもなく、切られた傷と壁に激突して受けたダメージに対して『再生』による回復が極きわめてゆっくりと進む中、俺は剣に当たる寸前に目に入った物を思い出していた。

（あのオーガキングの口元に見えたのって、赤く染まってはいたけど布だよな？　でも、ここにあった布っていうと……）

　いやな予感が頭をよぎった。

「まさか、オーガガーディアンを喰らったのか!?」

　散々オーガを喰らってきた俺が言えることではないが、おそらくオーガキングは俺がオーガソードと戦っている最中に自分を守っていたオーガガーディアンを喰って吸収したのだろう。さっき俺を弾いたのはオーガガーディアンの使っていた結界だ。腹の中でまだ生きていてオーガガーディアンが中で使っている可能性も考えたが、先ほど使うタイミングが完かん璧ぺきだったことを考えると、やはりオーガキングが使っているのだろう。常に使い続けているとなれば、しばらく様子見して魔ま力りよくを使い果たさせれば使えなくなってしまって簡単に攻撃が通ってしまう。それでは意味がないしな。

「ともかく……まずは回復しないとな。『再生』があるからって油断してた」

　俺は体の上の岩をどかしながら体が回復するのを待つ。頭から流れる血は既に止まっているが、防御もできずに受けた攻撃のダメージはなかなか癒いえてくれず、動きにくい。

　動きを阻そ害がいしている岩をどかし切って、その岩いわ陰かげに隠れながらオーガキングを見つめる。岩が動いているのだから俺がまだ生きているということはわかっているはずなのだが、オーガキングは玉座に座ったまま全然動かない。ただ動かないだけなのか、それとも何か動けない理由でもあるのか。

「ちょっとでも可能性が浮ふ上じようしただけましかな……」

　何か理由があるのであればそれを探さぐるために作戦を考える。普通に突っ込んでいったら先ほどと同じように結界に阻まれて終わるだろうからな。

　そもそも、考えてもみればあの結界について俺は何もわかっていない。一定量のダメージ以下の攻撃はすべて防ぐタイプなのか、それとも合計が一定量を超こえるまで防ぎ続けるタイプなのか。物理的な攻撃と魔法では違うのか。

「あ、魔法あるじゃん。試さないと」

　オーガメイジとの戦いで身に付いた『ファイア』のことを思い出した。考えてもみれば俺は『ファイア』を一度も使っていなかった。威力、攻撃速度、範はん囲い、消費魔力と何もわかっていない。『ファイア』の魔法自体はオーガメイジが使っているのを見ているし、『無詠唱魔法』の効果なのか使い方もわかる。フレアとは違う魔法らしいが、一体何が違うのだろう。

　考えてもわからないならば使ってみるしかないという結論に至った俺はさっそくオーガキングめがけて試しに撃ってみることにした。腕を突き出して『ファイア』と念じると、火の玉が飛ぶ。それはオーガキングに当たる前に大剣の腹でかき消されてしまった。しかし、『ファイア』がきちんと撃てて、それがオーガキングまで届くことがわかった。それだけでも作戦に組み込める。届かなかったら近づけばいいだけなんだけどね。

　頭に今ある物をリストアップしてみる。武器としては両手剣が折られてしまったため、もともとの短剣と片手剣だけで、まともにダメージを与あたえられそうにない。あるのはたくさんの棍棒の残骸と、そこら辺に散らばっている石と岩。

「選せん択たく肢しが一つしかない気がする」

　現段階では近接戦闘は論外だ。大剣に対して拳で何かができるとは思えない。筋力任せでも、きちんと殴れればダメージは入るだろうけど、今はその時じゃない。そうなってくると、遠えん距きよ離りから岩と魔法を交ぜて攻めるしかない。それでじわじわと削っていくのが正解だと思う。

　思考タイムも終わり、棍棒の残骸をアイテムボックスから三十ほど取り出して、俺はオーガキングの正面に位置するように動いた。顔を動かして俺を見み据すえてくるオーガキングに俺は棍棒の残骸を投げつけた。そして続け様に『ファイア』を放つが、またもや剣で防がれてしまった。一発一発では同じように防がれて意味はないと判断し、攻撃の手を増やした。

　一発でだめなら二発。二発でダメなら三発と、攻撃を速める。近場の岩を、石を、棍棒の残骸を、『ファイア』の魔法を次々に飛ばしていく。時折わざとオーガキングに当たらない天てん井じようなどにぶつけて上からの落石を狙ってみると、それも結界で防がれてしまう。円柱のように展開されているようだ。辺りには結界に阻まれた際に砕けて小さくなった岩が散らばった。作戦通りに。

　攻撃を続けていた中でわかったことがある。それは結界についてだ。結界には魔法を防ぐ効力はないようだ。岩や棍棒の残骸に対しては悉く結界に阻まれていたが、『ファイア』だけは何度攻撃しても剣で防いでいたのがその証しよう拠こ。何発かは防ぎきれなかったものもあり、若じやつ干かん焦こげ付いた場所も体にはできていた。

　そして、攻撃を続けていた時、ついに残骸のストックがなくなった。追加でどんどん出していたアイテムボックスの中身まで使い果たし、残った武器は剣だけになっていた。

　だが、現段階ですでに仕込みは終わっていた。

　なぜ俺がひたすらに残骸や岩を投げ続けたのか。それには二つの理由があった。

　一つは相手の魔力を消しよう耗もうさせること。大量の投とう擲てき攻撃を防ぎ続けるために結界をかなりの時間維い持じしていたオーガキングにはかすかだが疲ひ労ろうが見て取れるし、これは成功したんじゃないかと思う。もし『再生』がなければ疲つかれて動けなくなっていたのは俺の方だったが。

　そして、もう一つは弾たまをばらまくことだ。円柱状に展開された結界のおかげで攻撃が弾かれ、いい感じにオーガキングの周囲にばらまくことができた。天井の一部を崩したのも効果的だったようで。大きな岩は手て頃ごろなサイズにまで砕けていた。

「つか、考えてみりゃ倒さなくても喰えば終わるし、倒す必要ってないんじゃ……」

『オーガキングの討とう伐ばつは確認されていません。

　オーガキングを喰らうことはできません』

　なんか答えてくれた。え、なにこれ、こんな機能ついてたわけ？

　それはともかく、第二？　いや第三戦といきますか。なんとかこれで終わらせてやる。

　一方的に切られた第一戦、ひたすら正面から岩などを投げ続けた第二戦とまともなダメージはないが、この第三戦で決めるつもりで俺は動き出した。

　オーガキングを中心に、円を描くように周りを走りだす。そして、四十五度走ったところで地面に落ちている岩を拾って投げつける。そして四十五度走ったところで『ファイア』、四十五度走って岩を投げる。それをひたすら繰くり返かえす。

　オーガキングは、突とつ然ぜん『ファイア』を防ぐのに使っていた大剣を玉座の後方に突つき立たてた。一見すると防御をあきらめたのかと思ったが、攻撃してみてそれが違うことに気が付いた。目の前の玉座の背の部分は若干低めに作られており、オーガキングの肩かたより上は隠れていない。なので後方からでも攻撃できるのだが、大剣を突き立てたことで、下から狙うような角度で攻撃する俺にとっては大剣に当たってしまいうまく狙えないのだ。それでも時々うまく避けて当たるときもあるが、正直俺はコントロールがよくない。まっすぐ勢いよく投げるのに精せい一いつ杯ぱいで狙ったところに投げるなんてできない。

　とにかく数で攻めるべく岩と『ファイア』を飛ばす。それを六周近く繰り返したとき、一つの違和感を覚えた。

　それは、オーガキングの突き立てた大剣についてだ。あれは本当に自身を守るためだったのかということ。

　大剣を突き立てたことで後方からの防御はそれに任せて一いつ切さい防御をしないくせに、剣で隠れていない部分、特に左右からの攻撃では玉座も含ふくめて結界で防ぐのだ。前方からの攻撃は素手で防ぐことも多く、結界の温存も考えられるが、いまいち釈しやく然ぜんとしない。まるで自分ではなく、玉座を守るために結界を張っているかのようだ。

　俺は浮うかんだ疑問を解決するために動き出した。

「玉座を壊こわす」

　俺は剣で防がれていない部分を集中して狙うことにした。そもそも、こいつがほんとに玉座を守っているかもわからないが、それでも現状を打開する手て掛がかりになってくれればそれでよかった。

　後ろに回った時には剣で防ぎきれていない部分を、前に来た時には足の間を通すように玉座を狙ねらい、気づかせないようにちゃんと頭も狙う。コントロールが悪いから狙ったところにいかず、『ファイア』のみがちゃんと飛んでいくため、いい感じに攻撃が分散してくれていた。そして、もう一つの仕掛けも始めた。

　円をだんだんと狭せばめていく。それにつれて攻撃の手を速めた。もともと若干追い付いていなかった『再生』がさらに追い付かなくなり疲れが増していくが知ったことではない。そしてしばらく続けて、こちらの足が軽くもつれ始めたころ、ついにチャンスが来た。

　オーガキングが攻撃を防ぐためにそれまでとは違った大きな動作をしたのだ。大きな動作はその分大きな隙を生む。俺は攻撃を止めてダッシュで玉座に近づいた。オーガキングの真後ろ。ちょうど死角にあたる位置だ。しかし、これも後ろから前に出てこないことですぐに気づかれるだろう。その前に少しでも動く。

　俺はアイテムボックスから短剣を二本取り出し、力を入れて玉座を切りつけた。当然、固い玉座の前に短剣はあっさりと折れた。しかし、そこには確かな傷がついた。

「グガァァァァァァアァガァアァアアガァアア！」

　オーガキングの叫さけびが響いた。やっぱり思った通りだ。

「こいつは玉座があることで力を発揮する。だけど、玉座が傷つけばそれは崩れる」

　オーガキングが玉座から立ち上がり、頭を押おさえて苦しがる。苦しがりながらも俺を攻撃するために玉座をまわりこもうと動き出した。しかし、その前に玉座に顔を近づけた。

「悪いな。俺は敵のパワーアップアイテムとかすぐに消すタイプなんだ」

　巨大な玉座が俺の瞳に喰くわれる。

『スキル：不動明王を習得しました』

　意味がわからない。『鑑かん定てい』しておけばよかったと感じつつも、俺は大剣も喰らった。こんな大きいものを持っていても使えないしな。

『スキル：大剣操作LvＭＡＸを習得しました』

　玉座と大剣がなくなり、残されたオーガキングの体表に無数の傷が現れた。どう見ても俺の攻撃でついた傷ではなく、これまで玉座の効果で消えていたものだろう。

「さてと、オーガキング、これで俺とお前だけだ。結界ももうあんまり使えないだろ？　どれくらいで回復するのかは知らないけど。お互い拳これといこうぜ」

　俺はオーガキングに拳を突き付けた。いつからこんなキャラになってしまったのか。さっきまでいかに遠距離から攻めるかとか考えていたのに。これは『不動明王』スキルのせいに違いない。そんなことを考えながらオーガキングを睨みつけた。オーガキングも俺を睨み、応じるかのように吠ほえた。

　その声に反応するようにオーガキングの体が赤く染まっていった。そして、体の大きさがどんどん小さくなっていき、最終的に二ｍほどの大きさで止まった。実は可変式でしたとかじゃないよね？

『真オーガキング（オーガ種）：

　オーガキングが進化した姿。オーガキング亜あ種しゆ』

「まじか。お前やばいじゃねえか。ここに来て進化で、それも亜種とかふざけんなよ？　『再生』が追いつくかな……」

　俺はうなだれながらも拳を強く握にぎって構えた。

「さっきで最終戦にしようと思ってたけどやっぱやめだな。第四戦、本当の最終戦といこうぜ！」

　俺と真オーガキングは同時に駆け出した。二人の拳がぶつかり、衝しよう撃げきが広がって散らばっていた岩や残ざん骸がいが壁まで吹き飛んでいく。正直今ので右みぎ腕うでがかなりきしむような感覚があったがそんなことは知らない。

　お互いの拳がぶつかる。時に骨を砕くだき、時に肉を抉えぐる。

　もうこの戦いに防御ガードなんて存在しない。

　お互いが傷つくのを無視して殴なぐり続ける。やつの拳が俺の腹をとらえた。同時に俺の拳もやつの腹をとらえる。

　お互いに壁かべ際ぎわまで吹き飛んだ。

　それでもすぐに立ち上がり正面を向く。

　目の焦しよう点てんが合わない。輪りん郭かくがぼやけて見える。

　それでも、前に進んだ。

「らぁああああああああああああ!!」

「グガァァァァアアアアアアアア!!」

　お互いに拳を繰り出す。

　真オーガキングの拳が俺よりもリーチで勝っている分先に届く。これまでの戦いで俺はそのリーチの差というのを痛感していた。

　だからなのか、それとも無意識のうちに『体術』スキルが動かしたのか、俺の体はその攻撃をかわした。

　拳圧で生じた風が俺の頬を撫なでる。そして、俺の拳が真オーガキングの顔面に突き刺さる。

「うぉぉおおお！」

　そのまま腕うでを振ふりぬいた。頬を捉とらえる感覚が拳からはっきりと伝わってくる。

　真オーガキングは宙を舞まった。そして、受け身もとらずにそのまま地面に落ちた。それと同時に、俺も緊きん張ちようの糸が切れたのか、地面に倒れてしまった。『再生』がフル稼か働どうで回復していってくれてはいるが、顔を前に向かせるのが精一杯だ。つか全身が痛い。骨とか何本折れてんだってレベルで、疲労も半はん端ぱない。回復あるしって走り回っていた罰かよコノヤロー。

　全身の痛みに襲おそわれながら俺は倒れている真オーガキングを見る。ピクリとも動かない。まあここで動かれたらまずいけど……。とその時、俺の頭の中に文字が浮かんだ。

『真オーガキングの討伐を確認しました。

　ダンジョン『鬼おにの巣』の攻こう略りやくを確認しました。

　称しよう号ごう：ダンジョン攻略者になりました』

『職業：冒険者がLv15になりました。

　格闘家がLv30になりました。

　狙撃手がLv20になりました。

　盗賊がLv10になりました。

　薬やく剤ざい師しがLv10になりました。
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　？？？？の勇者がLv５になりました。

　スキル：マッピング　足捌さばき　集中　受流し　ロックオン　観察　双そう剣けん術じゆつ　ポーション作成　精神耐たい性せいLvＭＡＸを習得しました』

『職業：剣けん士しになりました。

　武ぶ闘とう家かになりました。

　戦士になりました。

　魔ま法ほう使つかいになりました』

　なんだか色々と手に入った。便利そうなスキルも手に入ったからよかった。『精神耐性』だけがなぜかレベルマックスなのが気になるけどなぜだろう？

　そして、レベルが上がったことで防御力とか体力が上がったのか、痛みが引いていき、体が動くようになった。俺は体を起こして真オーガキングのもとへ向かう。そして、おもむろに真オーガキングの体に顔を付けてその体を喰らった。瞳ひとみの中に喰われていき、その全体が消え去った。その瞬しゆん間かん、俺の全身に痛みが走った。

「いってぇえええええ！」

　なんなんだよ!?　痛みはもう来ないようになったんじゃなかったのかよ!?

　そう叫びたい気持ちも痛みで抑えつけられる中、五分ほど痛みが続き、俺の意識とともに消え去った。

『スキル：鬼の一撃　全方位結界　怒いかりを習得しました。

　パラメータ：全上じよう昇しよう（中）を習得しました。

　職業：鬼き人じんになりました』







　そして広場には静せい寂じやくだけが残った。

　広場の中央にて倒たおれる鳴めい。そして数時間後、目を覚ました鳴が見たものは出口につながる扉とびらや穴などではなかった。

　それは地下へ続く階段。

　未だかつて数千年にわたり挑いどまれることのなかった強大な迷宮ダンジヨン。

　世界にある、四つの知られぬ主要迷宮の一つ。

『パイフー』の入口だった。
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間章二　旅立ち　―side真那―







　王都の中にある、とある広場。そこでは数十人のローブ姿の男女がいた。

　時はラフォーレが去った後にまで遡さかのぼる。




「ねえ騎き士しさん、この国にいる魔法使いを全員集めてくれない？　私、魔法を習いたいの。ダンジョンを攻略するために」

　私が鳴めいとまた会うために必要な強さを手に入れられるように、扉の前で待機していた騎士に告げる。この国は王が騎士団を重視しているという事情もあり、魔法使いと騎士では騎士の勢力の方がかなり強いらしい。魔法使いは下手すると数人くらいしかいないかもしれない。もしいなかったらすぐにでも王都を出て他の場所でなんとかして魔法を覚えるだけ。最悪の場合、モンスターが使うのを見て覚えてもいい。それはそれで強力そうだし。

「真那様、それはどういった」

「出来るだけ早くしてね。知っているかわからないけれど、私の『力』は魔法の力。だから一つでも多くの魔法を覚える必要があるの。だったら騎士に習うよりも魔法使いの方がいい。だから騎士の人たちは魔法使いを呼んでくれたらあとは関かかわらないでいいわ。あっちの男のところにでも行ってあげて。たぶんだけど、あいつは剣術の能力が高い。なら騎士と訓練するのが一番でしょ？」

　騎士の言葉を遮さえぎって、止まらずに私は告げた。

「そんなこと出来ません！　私たちにはあなた様をお守りする任務があります」

「鳴を守れなかったじゃない。すぐ隣にいた団長さんですら。それなのに私を守るなんて言わないで。私は前を向くことにしたけど、あなたたちを信じることはもうないわ。トップがすぐ隣にいる人を守れないような人たちに一体誰だれが守れるって言うの？」

　騎士は言葉を失った。そして、少しして真っ赤な顔で腰こしの剣けんに手を伸のばして怒り始める。

「貴様……女のくせして我々を愚ぐ弄ろうする気か！」

「私は事実しか言っていないわ。それに、今の発言で余計に信しん頼らいできなくなったわ。この国の騎士は女のことを見下しているのね。あー怖い怖い。あなたのせいで私はこの国の騎士を信用できなくなった。他の騎士にそう言っておくわ」

　今の今まで真っ赤だった顔は私の言葉で一気に真っ青になった。それからなにも言わずにどこかに出かけていった。このまま魔法使いを集めてくれないかな……。

　それから一時間くらい部屋で待っていると、部屋の扉がトントンとたたかれた。どうぞーと言うと、失礼しますと声がして騎士団長さんが入ってきた。

「先さき程ほどは部下が失礼しました」

「いいわよ。ただ騎士が信用できなくなっただけだから」

「ははは……厳しいお言葉。魔法使いの件ですが、現在召しよう集しゆうをかけておりますので、しばらくお待ちください」

「あら、ありがとう。こう言ってはなんだけど、やってくれると思ってなかったわ。かといって評価が変わるわけではないけど」

「集めはしますが、条件として騎士を数名つけさせていただきます。でなければ彼かれらと会わすわけにはいきません」

「それはいったいなぜ？」

「我々としては、あなた方勇者を失うわけにはいかないのです。集めた魔法使いの中によからぬことを考える輩やからがいないとも限りません。それを防ぐために」

「勇者を失いたくないのなら、なぜ鳴の救出のための部隊を派は遣けんしないの？　まだなんとかして生きているかもしれないのに」

「まさか。あの谷に落ちて生きていた者はいないのです。ですので、そこに騎士を派遣するわけには……」

「なら私のところに派遣しなくてもいいわよ。もう一人の男に全員派遣しちゃってよ」

「そうもいきません」

「さっきの人にも言ったけど、騎士団長であるあなたでさえ、あそこから落ちたら助からないとわかっていても、すぐ隣にいた鳴を守れなかったってことを私は絶対に忘れない。そんな人たちが守るなんて言ってきても信用できないの。それに、あの時は先に行った騎士が安全だと合図を送ったからあなたと鳴が渡わたった。全身に鎧よろいを着ているあなたたちよりも鳴は十㎏以上軽いのよ？　そんな鳴が歩いている時に橋に穴が開いたなんて、先に行った騎士が何も見えていなかった証拠じゃない」

「……彼らには今謹きん慎しん処分を与えております。どうせ何もないと油断していたのかもしれません」

「油断していた。それで納なつ得とくできると思う？　それに、さっきの人の件もあるわ。ただ女というだけで人を見下しているような人たちに守られたいと思わないわ。むしろ何をされるかわからないから怖いわ。騎士団の人たちって見るからに力が強そうな人多いし、襲われたら非力な私にはたまらないもの」

「勇者様を襲うような輩は我々の中にはおりません」

「さっきいたじゃない。腰の剣に手をかけていたわよ？　あのまま切り捨てられるかと思ったわ」

「……」

「で、話を戻もどすけど、どこに集めてくれるの？」

「……最初の広場に」

「わかったわ。ありがとう。じゃあ先に行っているわ。道は覚えているから」

　私は団長さんを置いて歩き出す。廊ろう下かを抜ぬけて、階段を降りていった。




　残された騎士団長、バラーガ・グーテンは誰にも聞こえないような声でつぶやいた。

「小こ娘むすめめ……貴様なぞ国のためにその身をささげていればいいというのに……。もう一人をうまく使う利用するための生いけ贄にえとしてな」

　それからすぐに宿を出ていった。










「結構いるみたい……これはうれしい誤算かも」

　騎士団長を置いて出た私は、一人で広場に来ていた。通路の陰かげからこっそりと見てみると、そこには三十人くらいのローブ姿の男女がいた。私が想定していたのはほんとに数人がぽつんといるだけという状態だったので、多いことはラッキーとしか言いようがない。

　軽く見渡してみて、もう一つあることに気が付いた。それは騎士がいないということだ。私自身がいらないと言っていたのだからその通りになったと考えるべきだろうけど、それは偏ひとえに、何かあった時に私の身を守るのは私しかいないことを意味していた。魔法に関する『力』を持っていても、魔法を使ったのはフレアとヒールで二回だけ。『力』が教えてくれる無詠えい唱しようや連続使用はまだできない。それでも、私は足を止めようとは思わなかった。

　私は通路から出て、彼らの前に立った。パンッと手をたたくと、全員の意識がこちらに向いた。

「えー、皆さんはじめまして。私は高こう坂さか真那と言います。お忙いそがしい中集まっていただいてありがとうございます。皆さんをここに集めてもらったのは、魔法を見せてもらいたかったからなんです」

　私が自己紹しよう介かいとともに集めた理由を告げると、皆がざわつき始めた。まあ突然のことだし困こん惑わくするよね……。

　そんな中、一人の魔法使いが手をあげて意見してきた。

「私はロイトという。魔法を見せてもらいたいとはどういうことなのだ？　ここにいる全員、お嬢じようちゃんが勇者であることは聞いているが、だからと言って突とつ然ぜん魔法を見せろと言われても困るのだが」

　ロイトと名乗った男性の言葉を皮切りに、「そうだそうだ」とか、「なんでそんなことを」とか、批判の声が起こった。そうだよね。突然勇者ですとか言って現れた小娘に魔法を見せてくれなんて言われたら困るもんね。その声を聴ききながら、私はポツリポツリと本心を話し始めた。

「……私には幼おさ馴なな染じみがいました」

　騒さわがしかった魔法使いたちが静まっていく。

「その彼の名前は刈かり谷や鳴。この世界に呼ばれた三人のうちの一人です。私はいつも彼と一いつ緒しよにいました。それこそ家族同然に。いえ、むしろ家族以上に。でも、そんな彼は数時間前、王都の外れにある谷の底に落ちていきました。騎士の人が先行して確かく認にんして、ＯＫだと言った橋を、騎士団長さんと一緒に渡って、その半ばくらいで橋に穴が開き、落ちていきました」

　私の目から涙なみだがこぼれる。

　その姿になのか、それとも別のことになのかはわからないが、数人の魔法使いたちがざわつく。

「私は、ただ、見ていることだけしかできなかった。目の前で、鳴が落ちていくのを、ただ、ただ見ていただけだった……。泣いて、叫んで、騎士の人に抑えられながら、ただ鳴に手を伸ばした。それでも、その手は届かなかった……」

　無意識に下を向いていた顔を上げ、言葉をつづけた。

「私は悔くやしい！　目の前の鳴を救えなかったことが！　その時に行動に移せなかったことが！　ただ見ているしかできなかったことが！　そして何より、……せっかく『力』をもらっていたのに、私は鳴を救えなかった！」

　涙をぬぐって荒あららげた声を戻す。

「でも、私は諦あきらめない。鳴はきっと生きている。鳴が、私を置いていくなんてありえないんだから。私はダンジョンを攻略する。うまくは言えないけど、その先にきっと鳴がいる気がするから。でも、そのためにはまず魔法を覚えないと意味がない。自己満足だってことはわかってる。ただのわがままだってこともわかってる。そのためにあなたたちを利用しようとしていることもちゃんと理解している。それがどれだけ自分勝手かもわかってる。それでも！」

　膝をついてぐっと歯を食いしばった。
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「それでも私には力がいるの！　お願いします。あなたたちの、これまで必死に蓄たくわえた知識を、技術を、経験を、私にください！　どんな魔法でも構いません！　たとえ誰かが使えないと笑っても、私は絶対に笑わない。どんなものでも吸収してみせる！　だから……私に……私に、鳴を救わせてください……」

　頭を下げる。がんと地面に打って痛みがあるけどそんなこと関係ない。

　目を開ければ目の前の地面は涙で湿しめっている。その上に新たな水すい滴てきが落ちる。

　広場はただ静かに時が過ぎる。




　一体何分くらいそのまま泣いていたのかわからないが、そっと私の目の前に一人の魔法使いが立った。私はその影かげを見てその人物を見上げる。

　およそ魔法使いには似つかない、騎士にも劣おとらない、ガタイのいい体にいかつい顔つき。その男は私に言った。

「魔法ならばなんでもよいのだな？」

「…………」コクリ。

　突然の質問に訳もわからず首を縦に振る。男は誰もいない方へと自分の手を向けた。

「『水の流れに飲まれろ』アクア」

　水の塊かたまりが手の平に作られ、それが壁かべに向かって飛んでいく。そして壁に当たる寸前、何か結界のようなものに当たって水の塊は消えた。

　私はそれでもぼーっとしていた。

「何を呆ほうけているんだ。嬢ちゃんが言い出したことだろうが。俺の魔法でよければすべてくれてやる。しっかりと味わい尽つくせ」

「なあ姉ちゃん、作ったやつでもええんか？　ならこの間作った新作の魔法が」

「お前それ失敗してなかったか？　それより俺っちのエンチャントの方がいいだろ。戦せん闘とう向きだしな」

「エンチャントって筋力上昇だけだろ？　効果は高いんだが残念だよな」

「わしの魔法も役に立てればよいのう」

「あーじいさん、無理して腰とかやるなよ？」

「フフフ。ボクの状態異常魔法もオシエテアゲルヨ」

「あのえぐいやつかー。なら解呪の方もいるよな。ラウン、お前使えただろ？」

「解呪なら専門分野だ。騎士どもは使えないとかぬかしやがったがな」

「なんでしたっけ？　たしか、そんなもの掛かかる前に倒すとか言ってましたよね。それより、私の召しよう喚かん魔ま法ほうはいかがですか？」

「それって契けい約やくだーなんだーと面めん倒どうだろ？　ここはゴーレム作成魔法の出番だろ」

　次から次へと魔法使いたちが私のところに来る。

「えっと、あの……」

　一人の魔法使いが地面に座すわり込む私に手を伸ばす。初めに発言していたロイトさんだ。

「別に全員もとより本心であんなことを言っていたわけじゃない。お嬢ちゃん風に言うならば、俺たちの知識を、技術を、経験を、全部持っていけ」

　私はその手を取った。そして起こしてもらうと、周りを見渡す。みんなが笑え顔がおでこちらを見ていた。

「あ、あ、あ……ありがとうございます！」

「よっしゃ、さてお前ら！　この嬢ちゃんに俺らの全部、くれてやんぞ！」

「「「「おぉー！」」」」

「おーし、まずは俺からだ！」

「ずりぃぞ！」

「こういうのは言ったもん勝ちなんだよ」

「なら俺っちの勝ちだな。『大いなる力我わが身みに宿れ』パワーエンチャント！」

　この世界で魔法を使う時は基本的に詠唱が必要になる。『力』を理解した今だからこそわかるが、言こと霊だまとして詠唱をして、頭の中に術式を組み立てる。魔法陣としてそれを表し、そうして初めて発動できる。無詠唱魔法なんかはその過程をスキップして、いきなり発動の段階まで持ってきて行うため、その魔法一つ一つに対して高度な理解が必要になる。

　すっと前に出てきて魔法を発動した男の体が光る。すぐにその光は消えたが、真那にはその魔法の効力がはっきりと見えていた。

　男の筋力が上昇した。数値にしてみれば約1.5倍といったところだろう。それほど長く続くようには思えないが、他の魔法からその部分をうまく持ってこられればこれは使える。

「おま、せめて名乗れよ！　そして順番だろう」

「せめてアクアやらサンダーやら簡単なやつからいこうぜ」

「女心がまるでわかってないわね。二点」

「だから宿屋のマリーちゃんに苦笑いされるんだよ」

「お前ら全員敵か!?」

　皆笑いながら魔法の順番などを話し合う。その様子を見ていると、高校のクラスの休み時間を思い出す。みんな授業中はしーんとして何も言わないが、休み時間になったとたんにうるさくなるんだよね。

　そんな中、一人の若い魔法使いが紙を取り出してなにかを書き始めた。紙をなにもないところから取り出したのもアイテムボックスという魔法のようだけど、スキルとしてアイテムボックスを習得した。何が違ちがうのかはわからないけど、いいのかな？

　その人は書き終えると、エンチャント魔法を使った魔法使いの人に聞いた。

「なあ、今の術式ってこうか？」

「ん？　……あーここが違うな。ちょっとペン貸せ。ここがこうで……こうだ。さっきのままじゃ魔法が発動しなくなっちまう」

「ねえ、それってここをこういじれば素す早ばやさのエンチャントに変わるんじゃない？　他の魔法からの引用だから効率はわからないけど」

「え？　……あー、これがこうなって、ここに作用して……ほんとだぁあああ！」

「おいおい、お前の長年の悩なやみがあっさり解決しちまったな」

「俺っちの苦労は……」

「こうなら魔力になるな。魔法使いには必ひつ須すの魔法になるぞ」

「ならここをこうで防ぼう御ぎよか！　これならいらねーとか言ってきた騎士に一ひと泡あわ吹ふかせられる！」

　なにやら先ほどの魔法から派生して違う種類のエンチャント魔法ができたらしい。

「もしかしてだけど、作った魔法を全員で考え直せば派生とか強化できるんじゃない？」

　一人の女性魔法使いの発言に広場全体が静まり返った。その女性は「私まずいこと言った？」と慌あわてて周りを見渡していた。一方で周りの魔法使いたちはピクリとも動かない。

「「「それだぁああ！」」」

　突然大勢の声が重なった。

「それだよ！　ナイスアイデア！」

「おい、俺の魔法、魔力効率悪いんだけどなんとかならねえか？」

「なぜ私は研究資料をここに持ってきていないんだ！」

「魔法袋に入れている私は勝ち組ね！　この魔法なんだけど」

「それより俺の魔法の威い力りよく上げられないかな？　スライムですら死なないんだけど」

「それはもう諦めなよ……」

「だな……」

「えー」

「なら逆に考えりゃいいんだよ。俺っちの魔法はスライムでさえ殺さない、愛にあふれた魔法なんだって」

「いえ、それ無理あるだろ」

「同感」

「とりあえず黙だまろうか」

「あれ？　やっぱり全員敵か？」

　そんな感じで次々魔法の改良が進んでいく。私に見せる流れで魔法を使い、それをあーでもないこーでもないといいながら改良、改造し、その度に私の使える魔法が増えていく。とてもありがたくはあるんだけど、なぜだろう、普ふ通つうの魔法が少ない。雷かみなり魔法の基本であるサンダーの魔法は使えないのに闇やみ属性の付ふ与よされたダークサンダーは使えたり、その派生で他の属性のサンダーが使えたりするようになった。見ているだけでどんな魔法なのか理解してしまう自分が怖こわい。

　結局、この集まりは夜まで続いた。基本として多く使われている魔法が数種類、誰かが作った魔法がその数倍、そして、この場で新たに作られた魔法がそのさらに数倍くらい覚えられた。おかげで戦略の幅はばがかなり広くなった。










　次の日、私はもっと魔法について学ぶため、書庫を見せてもらうことになっていた。昨日集まっていた魔法使いの中の一人に魔法に関する書物を多く集めているマツヤナさんという老人がいて、その人の家の書庫でそれを読ませてもらう約束をしたのだ。

　それというのも、私はたしかに多くの魔法を覚えたが、それを使うための知識はない。魔力の操作なんかもよくわからない。ラフォーレはたしか、私の『力』では魔法を、使えるというだけで、使いこなすのとは違うと言っていた。そのことはわかってはいたが、どうしようか悩んでいたので渡りに船というやつだった。ちなみに、詠唱に関しては無詠唱魔法とまではまだいかないが、短縮詠唱はできそうなので問題はなかった。

　朝部屋に来た団長さんには、出かけると言ったらそれ以上は何も言ってこなかったし、あまり干かん渉しようしてこないのならそれはうれしい。

「やあ、おはよう！　いい朝だね！」

　教えてもらったマツヤナさんの家に向かおうと、宿の廊下を歩いていたら声をかけられた。三人目の勇者、天てん上じよう院いん古こ里さと。自分こそが正義だと信じており、自分に反対するやつは悪みたいな持論を持ち、国王から世界を救ってくれとか頼たのまれてホイホイと魔王討とう伐ばつのために動こうとしているらしい。私としては鳴のことを一方的に殴りつけて傷つけた大だい嫌きらいな男だ。あと、説明に来た悪あく魔まを殺したせいで自分の『力』のことも、主要ダンジョンのことも聞いていないらしい。ラフォーレから聞いた話だけど。

「……」

　私は他人のフリをして横を無言で通り過ぎようとする。

「もう、挨あい拶さつくらい返さないと」

　しかし回り込まれた。なんでかこいつはすごい笑顔だ。私は嫌いやそうな顔を隠かくさずに向けた。

「……なんの用？　私、今からいくところがあるからどいて。邪じや魔ま」

「王様に呼ばれてるんだ。なんでも勇者に大事な話があるんだって。だから一緒にいこう」

「私は呼ばれてないし、そんな話も知らない。そういうことだから失礼」

　すっと横を抜けて廊下を進む。

　しかし、数歩進んだところで肩をつかまれた。

「痛いんだけど。何をするの？」

「勇者に話があるって言っただろう？　僕ぼくも勇者だけど、君も勇者だ。僕たち二人だけなんだから一緒に」

　私は肩に置かれた手を強く払はらった。

「勇者は二人じゃない。三人よ。いえ、私にとっては勇者は一人、鳴だけよ。私ははっきり言ってこの国の騎士を信用していない。当然その騎士を操あやつる国の上層部も信じない。私は魔法使いの皆さんのことを選ぶわ。私は騎士とじゃなくて彼らと強くなる」

「その鳴って男は死んだんだろう？　谷底へ落ちていったと聞いたよ。まったく、騎士団の人たちが安全を確認してから渡ったらしいのに、穴に落ちるなんてなんとも間ま抜ぬけだよね。よっぽど悪いことを」

　そこから先は聞かなかった。私はそいつの頬ほおを思いっきりひっぱたいた。

「鳴は悪くなんかない！　それと、二度と鳴が死んだなんて言わないで」

　そしてその場から駆かけ出だした。




「……なるほど、こうすればいいのね」

　それからしばらく、怒りを落ち着かせるために時間を使ってからマツヤナさんの家に向かった。約束よりも少し遅おくれてしまったが、マツヤナさんは笑って許してくれた。

　マツヤナさんは王都にいる魔法使いの中でもかなり高こう齢れいの方で、集まった魔法使いの中にもお世話になった人がたくさんいた。私と同じように書物を読ませてもらったり、いろいろと教えてもらったりしたらしい。既すでに六十を超こえており、新しい研究などはしていないそうだ。若いころは冒ぼう険けん者しやとしてダンジョンに潜もぐっていたそうで、二十年ほど前に王都で奥おくさんと結けつ婚こんして、それからはずっと王都で魔法使いの育成に携たずさわっていたそうだ。大量の書物もその関係で集めたものが多いらしい。

　マツヤナさんと奥さんに挨拶をした後、すぐに書庫に案内してもらい、早読のモノクルという魔ま道具を貸してくれて、書物を読み始めた。早読のモノクルは、一方の目に装着し、反対の目を閉じている間書物をすごい速さで読めるという道具だ。どういう原理なんだろう？

　マツヤナさんの書庫に集められた書物は、何も本だけというわけではなかった。本としてまとめられていない紙の束や、巻物に書かれている物、珍めずらしい物では木に彫ほられた術式の資料なんかもあった。冒険者時代のエルフの友人が故郷から持ってきた資料らしく、まだどんな魔法の物なのか解明はしていないとのことだった。『力』のおかげでなんとなく理解できたが、触ふれた木を武器として、葉っぱを飛ばすという魔法のようだ。かなり使える場所が限定される上に消費魔力は多く、威力は低く、付ふ与よ魔法の一種に該がい当とうするみたい。

「どうじゃ？　参考になっておるかな？」

　読むのに集中しすぎて気づくのが遅れてしまったが、そばにマツヤナさんが来ていた。手には紅茶の入ったカップを二つ持っており、近くのテーブルにそれらを置いた。

「はい。やっぱり基き礎そがわかるだけでだいぶ変わりそうです。応用が利ききそうな要素がいくつも出てきました」

「そうかそうか。役に立ててなによりじゃ。どれ、ここらで一つ休きゆう憩けいにしてはどうかのう。紅茶は飲めるかな？」

「いただきます」

　マツヤナさんとどの書物がおすすめ、とか、あの書物の表現がわかりにくいなど、たわいない話をしながら紅茶をいただいた。若じやつ干かん甘あまめな気もするけどとてもおいしかった。

　休憩を終えて、再び書物を読み始めてしばらくすると、時間は既にお昼時になっており、お礼を言って帰ろうとリビングに向かった。すると、リビングにはマツヤナさんと奥さんがいた。

「あら真那ちゃん、どうかしたのかしら？」

「実は、そろそろお昼時ですし、これで失礼しようとお礼を言いに」

「それならうちで食べていけばいいじゃない。うん、それがいいわ。あなた、食器をもう一人分出してくれる？　真那ちゃんにも食べて行ってもらいましょう」

「それはいいのう。ぜひ食べて行っておくれ」

「でも、そこまでお世話になるわけには……」

「よいよい。わしらには子供が生まれんでなぁ。二人で食べる食事というのも寂さびしいのじゃ」

「遠いところから来たんでしょう？　うちを我が家やと思ってくれていいのよ。私たちも娘むすめができたようでうれしいし」

「……じゃあ、お言葉に甘あまえて……」

「よろしい。じゃあ今日のお昼は張り切らなくちゃね！」

「わしも手伝うとするかの。真那ちゃんはゆっくり休憩しておってくれ。直にできる」

　それからお昼をごちそうになり、午後からも書物を読ませてもらった。時にいろいろなことを教えてもらいながら早読のモノクルで読み続けたが、すべてを読み切ることはできなかった。予定が合えば明日も来ていいかと尋たずねると、笑顔でいいよと言ってくれた。いい人たちだなぁ。

　そして、その日は宿に戻った。










　次の日、昨日と同じようにマツヤナさんの家に向かうと、その方角から煙けむりが上がっているのが見えた。その時はなにやら焚たき火びでもしているのかなと思って特になんとも思わなかったが、それは間ま違ちがいだった。




「…………なに……これ？」

　マツヤナさんの家までたどり着き、目に飛び込んできたのは、庭先でゴウゴウと燃え盛る炎ほのお。そして、それに書庫にあった書物を次々に投げ込んでいる騎士たち。そしてさらに奥に見えたのは……。

「マツヤナさん……」

　マツヤナさんと奥さんの無残な死体だった。木の柱に括くくり付つけられ、何度も殴なぐりつけられたのか体は青あざだらけ。そして何か所も刺さされた痕あとがあり、年老いてしわくちゃだけどやさしそうなあの笑顔はもう見られそうになかった。

「おい、急げ！　あんまり時間をかけるな！　さっさと書物は全部燃やせ！」

　この場にいる騎士たちの隊長と思われる人物が大声で指示をとばす。私は腹が立っていた。マツヤナさんが長年かけて集めた書物を燃やしたことを。しかし、それ以上に腹が立ったのは、私によくしてくれたマツヤナさんと奥さんをいたぶって殺したことだった。

「『水の流れに飲まれなさい』アクア」

　私はアクアの魔法を放ってその火を消した。

「なにをする！　……と、勇者殿どのでしたか。なにをなさるのですか？　作業の邪魔をしないでいただきたいのですが」

「なにをするってのはこっちのセリフよ。なんでマツヤナさんと奥さんが殺されて、マツヤナさんが集めた書物が燃やされているわけ？」

「この二人は国家反逆罪です。悪魔の力で国を潰つぶそうと画策していました」

「マツヤナさんはそんなことをする人じゃない！」

「勇者殿がこの男たちの手にかからないでよかったです。勇者殿は我々騎士団がお守りしますのでご安心ください」

　私はこの時直感した。

　これがこの王国のやり方だと。

　これが騎士団だと。

　自分たちの意志に沿わない者は無む理り矢や理りにでも潰す。それがこの国なのだと。

　そしてもう一つ。もしかしたら自分が昨日王のところに行かなかったからこうなったのかもしれないと思ってしまった。私が、王の意志に背そむいてマツヤナさんの家に来たから。だからマツヤナさんを殺した。そう思ってしまった。

「……帰るわ」

　私は頭の中でマツヤナさんと奥さんに精せい一いつ杯ぱいの謝罪をして宿に戻った。結局、午前中には書物も家もすべて焼き尽くされたらしい。

　私はその日、宿の部屋から出ずに、何も食べられずに死んだように眠ねむった。










「……」

「やあ、おはよう」

　次の日、さすがにお腹なかが減って、下の食堂に行けば何か食べるものをもらえるかもと思って宿の廊下を歩いていたところ、また天上院に会った。

「今日も王様に呼ばれているんだ。一緒に行こうじゃないか」

「……いいわ。今日は行ってあげる。ただ、お腹がすいているの。後からでいい？」

「なら朝食を王様のところでもらおう。行くよ」

　断りたい思いを抑おさえて肯こう定ていの意思を見せると、天上院は私の腕うでをとって歩き出した。正直痛いが、今は耐たえなくちゃ。きっと断れば、あそこにいた魔ま法ほう使つかいの誰かがマツヤナさんと同じようなことになる。それは絶対にだめだ。

　そして天上院に腕を引かれながらしばらく歩くと、王城までやってきた。

　お城の中にあった食堂でご飯を食べ、それから天上院と一緒に王の間に向かった。天上院は王城に向かう間も、朝食をとっている間もひたすら自分のことを自じ慢まん気げに話してきてなんだかうざかった。騎士を百人同時に相手しただとか、本気の騎士団長さんと引き分けたけど次は勝てるだとか、どうでもいいし……。

　王の間の扉とびらの前で少し待たされると、執しつ事じと思われる男性がやってきて、大きな扉が開かれた。

　王の間は、なんというか豪ごう華かの一言に尽きるって感じだった。壁や柱のあちこちに宝石が埋うめ込まれ、ばかでかいシャンデリアが部屋中を照らし、床ゆかは地球でいう大理石のようなものでできており、良く見ればそこにも宝石が埋め込まれていた。そういえばこっちにも大理石はあるのかな？

　そして極きわめつけは玉座だった。王様が座っているから一部しか見えないけど、向こう側が透すけていて、なおかつ若じやつ干かんながらも魔力を感じる。巨きよ大だいな水すい晶しようを削けずり出して作り出した玉座なのだろう。なんだかすごいお金の無む駄だな気がする。

「おお、よく来てくれた勇者たちよ。歓かん迎げいしよう」

「お招きありがとうございます。それで、話とは何なのでしょうか？　昨日は結局聞けなかったので気になっていたのですが」

　天上院が王に頭を下げて尋ねる。昨日は話さなかったらしい。私にかまわず話をしておけばよかったのに。

「そうじゃな。だが、勇者の二人がそろわなければできん話だ。お主だけにしても意味がないであろう？」

「そうなのですか？」

「……」

「うむ。率そつ直ちよくに言おう。お主ら二人にはこれから先、王国より派遣する三人とパーティを組んでダンジョンに挑いどんでもらう。そして、魔ま王おうを討とう伐ばつするのだ」

「その三人というのは？」

「それぞれ弓、剣、回復魔法のスペシャリストとも呼べる者だ。といっても、一人はお主らもよく知っておる。騎士団長のバラーガ。あやつはこの国でも一、二を争あらそうほどの実力者だ。戦力として不足はあるまい。まあ他の者の顔合わせは明日でいいとして、まずは二人で行動をともにしてもらう」

「わかりました。じゃあ、これからよろしく真那！」

　私が何も話さないことをいいことに、どんどん話が進んでいった。結局こいつと行動を一緒にして、王国が決めたダンジョンを攻こう略りやくしろってことだ。冗じよう談だんじゃないわ。我が慢まんしていたけれど、さすがに嫌だったので私は天上院が差し出した手を払った。はっきりと拒きよ絶ぜつの意思をこめて。

「何をするんだい？　これから一緒に行動する仲間なのに」

「勝手に決めないで。私はあなたと行動を共にする気なんてさらさらないし、この国のために動く気もまったくないわ。私は近いうちにこの国を出る。今日来たのはそれを言うためでもあるわ」

「何を言っているのだ勇者真那よ。そなたは魔王を討伐するためにこの世界に」

「それなら別にパーティを組む必要はないわ。私は一人でいい。誰もついてこさせないで」

「真那！　バカなことを言うんじゃない！　僕らは協力して魔王に挑まなきゃ！」

「呼び捨てにしないで。というか名前を呼ばないで。挑まないとどうなるの？　世界が滅ほろぶ？　それともこの王国が滅ぶ？　どっちでもいいわ。昨日読んでいた書物の中に過去の勇者について書かれたものがいくつもあったけど、その中で共通点があったわ。それは勇者は常に一人だということ。仲間はいるけれど、その人たちは勇者じゃないわ。それに、一人で動いていた勇者も過去にはいたみたいだし、私が一人でも問題ない。そういうことだから、もう会うことはないでしょうね。ごきげんよう」

　私は王の間を後にした。昨日読んだものの中に勇者に関するものがあったというのは事実だけど、一人で動いた勇者の話は嘘うそ。そんなものはなかった。それでも反論がなかったところを見ると、本当にいたのかもしれない。ただ言う暇ひまがなかっただけかもしれないけど。ほんとはもう少しこの国で学んでからのつもりだったけど仕方ない。諦めよう。

「とりあえず準備しないと……。お金は……まあなんとかなる……かな？」

　私はその日のうちに寝ね袋ぶくろだけ用意した。正確にはそれ以外は用意できなかった。だってお金……足りなかったもの……。










　次の日、私は昨日買った寝袋とマツヤナさんと奥さんの遺品である、こっそりと持ってきた早読のモノクルをアイテムボックスにしまって、朝早く宿を出た。できる限り人に出会わないルートを通っているし、もし解かい析せきの魔法を使われても能力隠いん蔽ぺいの『力』で別人だと表示されるようにしてある。宿には『体調が悪いので寝ねかせてください。すぐに治ると思います』という書置きを扉から紙が若干はみ出るように置いておいて、ベッドには丸めたシーツに布ふ団とんをかぶせて布団の中に私がいるように見せかけておいた。数日となると厳しいだろうけど、一日くらいなら騙だませるはず。

　特に行くあてとか先立つものとかはないけど、とりあえずはダンジョンを目指すことにした。ダンジョンに潜ればいろいろと売れる素材もあるだろうし、探せば生活に便利なアイテムもあるかもしれない。まあ宝箱とかがあるのかはわからないけど。

　それに、食料に関してもこの世界にはモンスターがいるから問題はない。この世界において、モンスターというのは脅きよう威いであると同時に大切な食料なのだ。その最たる例としてあげられるのがラフラビットだ。初心者の女性冒険者でも、素す手でで一分も殴れば狩かることができ、剣けんなんかを当てられればほぼ一いち撃げきで倒たおせるモンスター。逆にやられてしまったという事例はほとんどないらしい。味はそれほどよいわけではないが、栄養価がそこそこ高く、非常食として好まれているそうだ。お肉ばかりになってしまうのが若干の気がかりだけど、そこはたくさん動くから大だい丈じよう夫ぶだと思えばいい。たぶん太らない……といいな。

　お肉ばかりとはいっても、この世界にはホッピングキャロットだとかフライコーンとかいう野菜型のモンスターも出現するらしく、市場には豊富な種類の野菜が並んでいるとマツヤナさんの奥さんが言っていた。なので頑がん張ばってお金を集めればその点も解決できるだろう。

　ダンジョンに向かうにあたり、とりあえず初めに挑むダンジョンは決めてあった。王都から一番近いダンジョンではなく、もう二つほど遠いダンジョン。一日くらい歩けばつくような場所にある。

　なぜそこを選んだのかというと、なんとなくとしか言いようがない。人がそこまで多くなく、ダンジョンに出るモンスターも奥に入らなければ十分に対処できる……はずの場所。入口付近に川が流れており、水の確保もできそうだ。

　しかし、人がそこまで多くないというのは同時にリスクもあった。王都から近いダンジョンが他に二つもあるから人が少ないという話だが、それはつまり何かあった場合に助けを求められる人がいないということでもある。私としては大きな問題ではないが、他の冒険者には問題なのかな？

　ちなみに、このあたりには過去に他にもダンジョンがあったらしい。それらは『勇者』によって攻略され、当時はダンジョンを支配下に置くための技術がなく、ダンジョンそのものを破は壊かいしてしまっていたそうだ。今となってはダンジョンコアというダンジョンを形成する上で欠かせないものを制せい御ぎよすることが可能になっているらしく、今から向かう『スライムの巣そう窟くつ』と、王都から二番目に遠い『フレグランス』は制御されているダンジョンのようだ。

　一方で、王都から一番近いダンジョンである『タイラン』は未まだ制御されていない。それは純じゆん粋すいに攻略ができないからなんだとか。いつからあるかはっきりしないほどの歴史あるダンジョンで、初代の勇者が来た時にはすでにあったとか、人類の誕生の時にはあったとか、かなり様々な説が展開されている。『タイラン』はこれまでの研究から全五十層からなるダンジョンだとわかっていた。しかし、冒険者が入れるのは二十五層まで。そこから先はモンスターの強さが極きよく端たんに変わるようだ。二十五層のモンスターを一撃で倒せる魔法使いがいたが、二十六層で、二十五層にもいたライトホーン一匹ぴきに歯が立たず、パーティは一人を残して全ぜん滅めつしたらしい。余談だが、その生き残りは冒険者をやめて農民になったそうだ。そして成功して、きれいな奥さんをもらってそこそこ裕ゆう福ふくに暮らしたらしい。

　私は平野を歩きながらいろいろなことを頭の中でまとめていった。そうでもしていないと寂しいのだ。魔法使いから教わったエンチャント魔法のおかげで多少楽に移動出来ているが、それでも半日以上かかる。地球にいたころはそんなに歩いたことはないし、一人で黙もく々もくと歩くのは骨が折れる。かといってパーティを組んでいくわけにもいかなかったし、おしゃべりをする相手なんかいない。鳴がいてくれたらと頭に浮うかぶのを必死に抑える。鳴は今一人で頑張っている。それなのに自分がへこたれてどうするんだと自分を奮い立たせ、一日でも早く鳴の隣となりに立てるように頑張らねばと決意を固める。

「でも……寂しいよぉ。鳴ぃ……」

　それでも寂しいものは寂しいのだ。人間、一人でいると不安になるものだ。不ふ謹きん慎しんだが、モンスターに襲おそわれて困っている行商人でもいないかなーとか思ってしまう。当然いないけど。

　そのとき、視界の端はしに何かを捉とらえた。私はさっと側の茂しげみに身をひそめる。

　私が視界の端にとらえたのは白い体で長い耳を持つ、体長八〇㎝ほどの生物、ラフラビットだ。ラフラビットはこちらに気づいておらず、もりもりと草を食べていた。ラフラビットは、ラビット種のモンスターの最下層に位置するモンスターだ。スライムと並んでぶっちぎりのランクＦ最下位。攻こう撃げき方法は体当たりのみで、その体当たりも自身のふわふわな体毛のせいでダメージがかなり軽減されてしまうという、何とも言えないモンスター。ちなみに、上位であるラブラビットやさらにその上のラプラビットになるとその弱点はなくなるらしい。ラプラビットまでいくと、ランクもＣまで上がり、ラフラビットと間違えて先制攻撃をしかけて返かえり討うちにあうこともあるらしい。森の奥おく底そこでは。

　チャンスだと思った。

　私は動かない的に魔法を撃うつことはしたが、動く相手に撃ったことはない。それに、いくら弱いといっても相手はモンスターだ。油断はしない。

　まずはあたりを見み渡わたした。ラフラビットの仲間が近くにいないか確かく認にんする。でかい個体とか現れたら怖いし。

「周りにはいないか……。まだ気づいてなさそうだしいけるかな？」

　ラフラビットはもりもりと草を食べている。それはもう一心不乱に食べている。何がラフラビットをそこまで駆り立てるのか、わき目もふらずに食べ続ける。

　私はラフラビットに狙ねらいを定めた。あいにく、杖つえやスタッフなどの武器は用意できなかった。マツヤナさんの家の書物によると、武器があると魔法が安定するらしい。命中率が上がるんだってさ。たぶんだけどそれは武器にそういう能力が付いているんだと思う。魔力操作とかそんな感じかな？

（ファイア）

　私の『力』の一部である無詠唱魔法。それを使ってファイアを放つ。まだ頭の中で唱えないといけないし、ファイアしかできないけど、それでも普通より速い。術式が瞬しゆん時じにくみあがり、私の掌てのひらから火の玉が飛び出す。それは、こいつ大丈夫かってくらいに草をもりもり食べているラフラビットに迫せまる。ラフラビットは当たる寸前でようやく気が付き、顔を上げるがもう遅おそかった。

　こんがりと焼けました。当たると同時にラフラビットの体は炎に包まれて動かなくなった。火が消えて、確実に死んでいることを確かめると、ラフラビットにさらなる魔法を使う。

「分解」







[image: ]







　そう唱えて手でラフラビットに触れる。

　ラフラビットは微かすかに光ると、ポンッと音を立てて煙となった。そして煙が消えると、そこにお肉が残った。

「鑑かん定てい」

『ラフラビットの肉：

　ラフラビットの肉。栄養価はそこそこ。食用可』

「よし、成功。これ便利だなー」

　分解と鑑定。これらは書物にあった古代の魔法だ。書庫の中では一番奥の方に置いてあった本に載っていた魔法で、現在解明されている術式では再現が難しいらしく、実際に使ってみるのはこれがはじめて。うまくいってよかった。二つとも、同じ効果をもたらす魔道具があるそうだけど、あまり使う人は多くないそうだ。鑑定に関してはかなり前に一人の魔法使いが開発した解析という魔法が出回っているから、めったに使われない。鑑定ほど細かく情報を知ることはできないけど、名前とだいたいのレベルはわかるらしい。モンスターだと名前だけになるんだとか。マツヤナさんの持論だけど、レベルの概がい念ねんがどこまで適用されるのかわからなかった結果じゃないかとのこと。

　分解に関しては、もったいないという思いから使われないそうだ。時間がかからずに解体できるが、残る物は何か一つ。ラフラビットだと肉か皮かのどちらかになる。でも、手で解体すれば、時間がかかるが両方が残る。お金になる物をわざわざ捨てる理由はない。時間も技術もない私にはできない芸当だ。

　私はご飯がゲットできたことを喜びながらアイテムボックスに肉をしまう。野菜は……あきらめよう。私はどういう風に調理しようか考えながら先を急いだ。




　そして、後になって調味料も調理道具もないから丸焼きしかないと気づいてからは進むペースが目に見えて落ちてしまった。







第三章　『パイフー』の守護者たち







「……」

　痛みによって意識を失ってからかなりの時間がたった。ようやく意識を取とり戻もどした俺おれは、目の前にある物に対して若干の怒いかりを覚えていた。いや、別にダンジョン攻略したら外に出られるとか期待していたわけじゃないよ？　だってそもそもいつダンジョンに入ったのかが謎なぞだもの。それでもさ、せっかくボスを倒したんだから、たとえば宝箱とか用意してくれてもいいじゃない。

「なんだって地下への階段なのさ……」

　ここに来るのに通ってきた道の入口は、戦いの中で壊こわれてしまった。俺の投げた岩がぶつかったり、棍こん棒ぼうの残ざん骸がいがぶつかったり、オーガキングの攻撃で飛ばされた俺がぶつかったりした結果だ。そうなってくると、俺に残された選せん択たく肢しはここでじっとし続けるか、どこにつながっているのかわからない地下への階段を降りるか。それはもう選択肢は一つしかないと言っているようなものだった。

　俺は行きたくないという思いを抱かかえながらも階段を下った。

　そして、目の前が光で包まれた。





◇◇◇◇






　ダンジョンの奥、広いドームのような場所に一体の生物がいた。

　そいつはずっと眠り続けていた。ある時から眠りにつき、気が付けばそれから九百年もの年月が経たっていた。

　その巨きよ体たいの重たい瞼まぶたがゆっくりと開く。

「……長い眠りであった。ふむ、ようやく二人目の挑ちよう戦せん者しやが現れたか。……そうか、悪魔が……。まあそれでも実際にここにたどり着くのは容易ではない。我を失望させてくれるなよ？」

　それは、己おのれのもとに挑戦者が現れるのを期待して気配の把は握あくに努めることにした。





◇◇◇◇






　光が俺を包んだ瞬しゆん間かん、どこかに転移したような感覚に襲われた。そして、目の前の光が消えて、ようやく目が慣れてきた。そしてそれは俺の視界に現れた。

「……森？」

　それはあたりを覆おおう木々だった。先ほどまで確実に洞どう窟くつにいたはずの俺がなぜこんなところに飛ばされたのか疑問ではあったが、とりあえず無視することにした。さっきの階段が転移用の物だったのだろう。てっきり地下に潜ったと思ったら地上でした。という訳のわからない状じよう況きようではある。

　まずは久しぶりの日の光を味わいながら大きく伸のびをした。青々と茂る木々の葉の隙すき間まから漏もれてくる太陽の光。うん、気持ちいい。そして太陽の位置で気が付いたのだが、谷底や洞窟にいたせいで日にちの感覚があまりないが、それなりの日数が経過しているようだ。一日だけということはさすがにないだろう。

「んー眩まぶしい」

　眩しいということに若干感動しながら、とりあえず木々を『鑑定』する。毒とかある木だったらまずいし、いるのかわかんないけど木に化けるようなモンスターがいたら気も休まらない。

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通でない木：ただの木ではない』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『麻ま痺ひの木：痺しびれる木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

『普通の木：ただの木』

　うん、普通の木ばっかり……って

「なんか交じってたよ!?　普通でない木ってなんだよ！」

　すげえ気になるものが交じってた。どれだ？　どれが普通でない木なんだ!?

　俺はあたりを見渡してみるも、見た目には何の違ちがいもない。とりあえず一番近くに生えていた木にそっと触れてみた。

　瞬間、俺は雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを感じた。しっかりとしていて、意外と丈じよう夫ぶそうな木だ。見上げてみれば葉もしっかりとついていて、どれも鮮あざやかな緑色。その素す晴ばらしさに感動を……というわけではなかった。

　体が痺れる。そのまま地面に倒れこんでいた。慌あわてて俺は視線だけを向けて『鑑定』した。

『麻痺の木：痺れる木』

　普通ではない木に気を取られて気づかなかった。体はまだ痺れているためうまく動けない。それでもなんとか体をよじり、木の方へと頭を向けた。そして、額で木に触れて瞳ひとみで喰くらった。木の根ごと喰らったため、木があった場所には少し穴が空いた。

『スキル：麻痺耐たい性せいLv１を習得しました』

　よし。痺れが取れた。木でも特とく殊しゆなものなら喰えるのか。さすがに普通の木は無理だろうな。もしできるのなら石だって喰えるはずだ。

　俺は体を起こして、少し動かして体の調子を確かめる。腕を回す……問題なし。体を捻ひねる……問題なし。足を動かす……問題なし。

「大丈夫だな。あー焦あせった」

　今はまだ見かけていないが、もしここでモンスターとかに襲われていたらひとたまりもなかったと思う。動けなくなったところを襲われるのは困る。それを思えば耐たい性せいスキルはいくらとっておいてもいいな。よし。と、膝ひざを叩たたいて立ち上がった俺の次の行動が決まった。




「おっここにもあった」

　それから約三十分後、ところどころに同じくらいの大きさの穴が点々として開いている地面と、その原因を作った俺がいた。

『鑑定』スキルを使って麻痺の木を探し、それを喰って耐性をつける。それをひたすら続けていたのだ。時々喰らう前に手で触れてみてどれくらい耐性が付いてきたのか調べながらやっていたから時間がかかったが、数はそれほど多くなかった。生えている場所に統一性とかも一いつ切さいなく、見た目も変わらないため、ここに来る人は大変だろう。一度麻痺してしまえばそれが木が原因であることがわかる。そうなれば木にばかり注意を向けてしまい、辺りへの注意は散さん漫まんとなる。そこを狙われる可能性もあるのだ。現に先ほどから、木を喰った後に見える空に、鳥型モンスターが飛んでいた。その数はどんどん増えているようにも思える。まあ襲ってこないけど。

　それからも麻痺の木を喰いまくる。途と中ちゆうでレベルはマックスになってしまったが、それでも俺は喰い続けた。まあ襲われたときになんかの拍ひよう子しで触れてしまってももう麻痺しないから別に構わないんだけど、衝撃だけはなぜだか健在だから面めん倒どうだ。動きが乱れたらやばい。いくらオーガキングを倒せたからといって油断なんかできない。ここのモンスターがどれくらいの強さなのかもわからないし、そもそもあいつの強さがこの世界でどれくらいなのかもわからない。基準なんてあってないようなものだ。

　そして、それからしばらくして『鑑定』できる範はん囲いの麻痺の木をすべて喰い尽つくした。得られたものは三つ。『麻痺耐性LvＭＡＸ』と『麻痺再生Lv１』。そして達成感だ。これで麻痺を伴ともなう攻撃を受けると回復するという素す敵てき仕様。麻痺は効かずに回復とかやばいな。

　俺は道なき道を歩き出す。獣けもの道みちっぽいところもなく、本当にただの森だ。結局、結構移動したが普通でない木は見つからなかった。『鑑定』である程度どの辺なのかはわかったつもりだったが、特定することは敵かなわなかった。理由はわからないけど、なんだか壁かべっぽいものがあるのだ。見えはしないけど。

　しばらく歩くと、森を出てしまった。森の向こうは草原で、草の高さがあまり高くないためところどころにモンスターも見えた。警けい戒かいしているのか、それともただ気づいていないのか、俺の方に近づいてくるものはいない。奥おくの方には岩山が見えるから草原自体はそこまで広いわけではないんだと思う。

　しかし、俺が草原に出て数秒後、頭上を飛んでいたモンスターたちが一いつ斉せいに襲ってきた。

『ブロンドオウル』

『クルーイーグル』

『ハイイーグル』

『デビル』

『妖よう精せい蜥蜴とかげ』

『黒鳥』

　なんかいろんな種類が交じっていた。スピードの違いから自然と順番に攻撃が飛んでくる。俺はアイテムボックスから武器を取り出そうとしてふと思い出した。

「……武器ないじゃん」

　オーガキングとの戦いですべて使い果たしたのだ。剣はすべて折れ、棍棒の残骸もただのごみの山に。さすがに岩をアイテムボックスに入れて持ち歩くのも面倒だったのですべてその場に置いてきてしまった。今思うと、あの時の俺を張はり倒してやりたい……。オーガたちから奪うばったものだけでなく、オーガキングの使っていた大剣は使えなさそうだったから喰ってしまった。その結果、手元に武器になりそうなものはない。

「また素手に逆ぎやく戻もどりかよ……」

　俺は若干落ち込みながらも向かってくるモンスターたちに意識を向けると、息つく暇もなく先頭の黒鳥が襲い掛かかってきた。名前に違たがわない漆しつ黒こくの嘴くちばしが迫る。それを横に跳とんでかわし、少し遅おくれてきたハイイーグルを殴りつける。まさか殴られるとは思っていなかったのか、ハイイーグルは急きゆう遽きよ翼つばさを大きく羽ばたかせて上に退たい避ひしようとする。しかし、そこには多くのモンスターがいたため、数体が巻き込まれて地面に落ちる。すぐに起き上がってきたがハイイーグルは羽を動かしても動けていなかった。よくみると翼に穴が開いていた。どうやら他のモンスターの嘴か爪つめが刺さったらしい。まあ減ってくれたことは素す直なおに喜べばいいや。

　数体が地面に落ちたが、それでも空を舞まう多くのモンスターがいる。攻撃をかわしつつ殴りつけて数体をいっぺんに落とす。それを繰くり返すうちにそこそこ数が減ってきていた。考えなしに突っ込んでくるモンスターが減ってくる中、デビルの動きが変わった。

　デビルはこれまでのように接近戦を挑もうとせず、ダークランスという魔法で攻せめてきていた。デビルの前に作られた黒い球体から黒い槍やりが飛び出してくる。それは射線上にいたブロンドオウルやクルーイーグルを貫つらぬきながら俺に迫る。もはや敵とか味方とか関係ないらしい。いや、そもそも味方なんかいないか。現状は、モンスターたち対俺に見えるが、実際には違う。一対一対一対一対一対……と、個人戦のバトルロイヤルだ。

　現に今の攻撃で怒りを覚えたのか、残っているモンスターの中にはデビルを狙い始めた個体もいた。エアロの魔法でデビルを攻めるやつや、他のモンスターと共きよう闘とうしてデビルを狙うやつまでいる。妖精蜥蜴なんかはブレスの範囲を広げて一体でも多くに攻撃しようとしている。大乱戦になってきたな。これは俺にとってはいいことしかない。お互たがいに殺しあってくれるから疲ひ労ろうも減るし、自然と俺に向かってくるモンスターは減る。それでも多くは未だに俺を狙ってきていて、ダークランスやエアロが俺の瞳に喰われていく。

『エアロ』は『ファイア』のように球体の風を撃ち出す、基本的な初級魔法だ。しかし、『ダークランス』の方は同じく初級ではあるのだが、かなり上の方の魔法で、それなりに威い力りよくは高い。さらにレベル１の状態でも同時に数体に攻撃ができるとか嬉うれしすぎる。

「『ダークランス』」

　俺の目の前に球体ができる。つい先ほどデビルが使ったのよりは少し小さめだったが、それでも普通に使えた。勢いよく黒の槍が飛び出す。球体が小さいからか、槍自体もなんだか小さいものになってしまった。しかし、数は変わらず、一本一本が正確にモンスターたちを射い貫ぬく。

「……想像以上に操あやつりにくいな……。でも、なんとなくはわかった」

　攻撃を受けたモンスターたちは次々と落ちていった。しかし、当たらなかったモンスターたちはデビルを狙っていた個体も含ふくめてすべてが俺に狙いを変えた。危険だと判断したのだろうか。

　俺の目の前に再び球体ができる。今度も大きさは変わらない。

「さて……『ダークランス』」

　再び槍が飛んだ。先ほどの倍の数で。

「二つを同じ場所で同時に使えばいっぱい飛んでいくんじゃないかと思ったけど案外うまくいくものだな」

　そう、俺は同じ魔法を二つ使ったのだ。なんとなくでやってみたがうまくいった。思えば、オーガキング戦でも適当だったとはいえ同時に『ファイア』をいくつも撃っていたのだから、他の魔法でできないことはないよな。どうせなら『威い圧あつ』も連続で使えればよかったのに……。

　ただ、コントロールは無む茶ちや苦く茶ちやになった。数があるから当たることは当たるが、当たらずに空に消えていくのがいくつもある。次々とモンスターを貫き落としていく。そこから先、敵が近づくことはなかった。同時に発動できることを知った今、躊ちゆう躇ちよする必要はない。俺は次々と魔法を発動していく。コントロールは適当でいい。とにかく今は数だとばかりに発動していた。そして、途中から数えるのをやめたから詳くわしい数はわからないが、連続で使用した魔法が三十を超こえたころ、空に残るモンスターはいなくなった。そのかわりに草原はあちこちが血で赤く染まり、死し屍し累るい々るいとしていた。まだかすかに息があるのかぴくぴくとわずかに動くものもいる。うわぁ……これはきつい……。

　そんなことを思いながらも俺は一体一体きちんと喰らっていった。まず最初に、死んでいるハイイーグルのかぎ爪づめをはぎ取った。まあ念のための飛び道具だ。まだ息のあるやつはその爪を投げて、しっかりととどめを刺さしてから喰らう。『再生』があるからダメージを受けても大丈夫だと思うけど、痛いのは嫌いやなんだよな。

『スキル：鋭するどい爪Lv３　闇やみ耐たい性せいLv２　風耐性Lv３　ブレスLv２を習得しました』

『パラメータ：素す早ばやさ上じよう昇しよう（小）を習得しました』

　ハイイーグルがクルーイーグルの上位種だったためか、デビルから得られた『闇耐性』よりも『風耐性』の方がレベルが高かった。つっても、俺魔法効かないしな……。でもそういった属性の付いたスキルもあると思うし必要か。というか、数十本でレベルマックスまでいった『麻痺耐性』に関して思うところがある。ただただ上がりやすい耐性だったのか、それともあの麻痺の木の効果がそれだけ強かったのか。どちらにしても今回の風と闇の耐性がレベル２、３というのは不服だ。もっと高くてもいいじゃん！

　俺は戦利品として手に入れた飛び道具（？）のハイイーグルやクルーイーグルたちの爪をアイテムボックスに入れてあたりを見渡す。残っているモンスターはもういない。ところどころにモンスターの細かい残骸が落ちているけど、さすがにそれもすべて喰おうとは思わなかった。面倒だし、どちらにしても草原の一部がよく染まるほどの量だ。あんまりここに居続けていてもろくなことにはならないだろう。なので、俺は奥に見える岩山へと足を向けた。




「うわー、これは登れんな。つか登りたくないわ」

　草原を抜ぬけた先には数本の木が等とう間かん隔かく数十ｍほど並んでいて、その先に岩山があった。遠くから見た時はそこまで高いように思わなかった岩山だが、実際に近くまで行ってみるとその考えは一いつ瞬しゆんにして覆った。山というよりは壁なのだ。頂上も見えないくらいの。角度的にはほぼ九十度。

「でも、洞窟があるってことはこの奥に何かあるってことだよな……」

　目の前には高さ二ｍほどの小さな洞窟があった。目の前の壁は奥の方まで続いているが、洞窟はこの目の前の一つだけだ。

　しかし、さっきまでいたダンジョンとは違って壁に光る石があったりすることはなく、完全に真っ暗だった。そこで、手近にあった木の枝に『ファイア』で火をつけて松たい明まつ代わりにすることにした。おお、これで中が見える。

　俺は洞窟の中へと入っていった。




　そして五分後、洞窟は行き止まりだった。奥まで行ってみてあったものはボタン一つ。え？　そのボタンはどうしたかって？　当然押おしたよ。ゴゴゴッて音だけで何もなかったけど。

　がっかりしながら洞窟を出た。すると、麻痺の木がたくさん生えていた森の方に光が見えた。光は空に昇のぼっていって、すぐに消えてしまったが、場所はたぶんだけどさっきの普通じゃない木があるあたり。俺はそこまで戻ることにした。




「なんかいるよ……」

　草原まで戻ると、なにやらそこそこ大きなモンスターが、俺が喰い残したモンスターを食っていた。『鑑定』でそいつのことを調べる。

『パラウルフ（ウルフ種）』

　パラウルフ、パラってどんな意味だろう？

　そんなことを思っている俺に気づいていないのか、パラウルフは未だにモンスターを食べていた。俺はばれないように遠えん距きよ離りから魔法で仕留めようとした。まあ近づかなきゃ攻撃も受けないだろうしね。

　先ほども使った『ダークランス』を放つ。二つを同じ場所に発動して数を増やした。下手な鉄てつ砲ぽうも数撃ちゃ当たるって言葉をモットーにしようかな。百発百中は無理だし、百発一中でも一万回打てば百当たるんだし。だからとりあえずたくさん撃てばいい。

　しかし、パラウルフは俺が魔法を撃つのと同時に俺の方を見た。あれ？　もしかして気づいてた？

『ダークランス』はあっさりとかわされて地面を穿うがつ。パラウルフはそのまま俺の方に走り出す。まじでやめてほしい。あっという間に俺のもとまで来たパラウルフは、今の今まで食事をしていたためか血が滴したたる牙きばで俺の首を噛かみ切きろうとしてくる。やられるわけにもいかないので後ろに下がってかわす。すぐに追つい撃げきをかけてくるが、それを『全方位結界』で防いだ。牙が結界に当たり、パラウルフが一いつ旦たん距きよ離りをとろうとして後ろに跳んだ。そこを狙って俺は魔ま法ほうを乱射する。『ファイア』と『エアロ』を織り交ぜて弾だん幕まくを張り、その後ろから『ダークランス』を放つ。パラウルフは着地直後にもかかわらずそれらをすべてかわしきった。さらにかわしてすぐに俺に向かってくる。躊躇とかねえのかよ。

　再び首目がけて牙を突つき立ててくる。それを半身になってかわし、そのまま顎あご目がけて足を振ふり上あげる。しかし、パラウルフも反撃として爪を振るってきた。俺の足は顎を掠かする程度で、バランスを崩くずしながらもパラウルフの爪は俺の横腹を切り裂さいた。『再生』により回復していくが、痛みに腹を押さえた。一方でパラウルフは俺の蹴けりの影えい響きようでわずかにふらついていた。それをチャンスとばかりに『ファイア』を放つ。すぐにかわそうとしたパラウルフだが、二発、三発とかわしたものの、四発目が後うしろ脚あしを捉えた。足を引きずりながらも俺を睨にらみつけるパラウルフ。もはや先ほどまでの動きはできないだろう。俺はとどめを刺すために『ダークランス』を放った。槍がパラウルフの全身を貫いた。そして、槍が消えるのと同時にパラウルフは崩れ落おちた。

「危ねえ……」

　戦いの中、いつのまにか額に浮かんでいた汗あせをぬぐい、その場にしゃがみこんだ。そしてすぐに腹の傷が治る。

『スキル：再生Lv２を習得しました』

　レベルが上がった。喰う以外でもレベル上がるのか。あ、あれか。たくさん使うことで熟練度的な何かが上がったとかそういうことか。

「……今いま更さらだけど、『再生』ってレベル１だったんだよな。回復力半はん端ぱないのに」

　疲労や魔力、そして致ち命めい傷しようレベルの傷まで幅はば広ひろく回復してくれるスキル。スライムから得られるようなスキルなのに……。

　俺はそんなことを考えながらパラウルフを喰らった。死んでもなお俺を睨んでいる気がしてなんか怖こわかったけど、何事もなく喰った。

『スキル：鋭い牙Lv１を習得しました』

　爪に続いて牙も鋭くなった。まあ牙なんかないけどね。しいて言えばこのたいして長くもない八や重え歯ばだけだ。

　そんなことを考えていると、ふとあることに気が付いた。それは今喰ったパラウルフが一体しかいないはずがないということ。血の匂においにつられてやってきたのはこいつだけではないはずだ。ウルフというだけあって狼おおかみなのだから、普通に考えれば群れがいるはず。俺のとる行動は一つだ。

「さっさと森に逃にげ込めぇぇええ！」

　逃とう亡ぼうあるのみ。あんなのを何体も相手にしてられない。なんで何十本も同時に様々な角度から飛んでくる槍をかわせるのさ。結果的にあいつを倒したことで『再生』のレベルは上がったけど、痛いのは嫌だ。

　森に入ってすぐ茂みに隠かくれる。そして草原の方を振り返ってみると、数すう匹ひきのパラウルフが草原を跋ばつ扈こしていた。逃げて正解だった……。

「さて、あの木はどこだっけ？」

『鑑定』スキルであたりを探さぐる。麻痺の木はもう喰いつくしたはずだから気にしなくてもいい。見渡しながら歩いていると、割と早く見つかった。さっきまで見えない壁に阻はばまれていたのだが今はもうなく、普通に触さわることができた。

「見た目的にも感かん触しよくもなんも変わんないんだけど、特別な隠し効果でもあるのかな？」

『普通でない木：ただの木ではない』

　いくら『鑑定』してみてもそれだけしか情報は得られなかった。そっと頭をつけてみても喰らう瞳は何の反応も示さない。グルッと一周しても何も起こらない。ゆすってみても軽く葉っぱが落ちてくるだけ。

「んーわかんねえなぁ……。考えるのは俺の仕事じゃねえだろうに」

　嘆なげいたところで何も始まらないのだが、自然と口に出る。

　次は何を試ためそうかと悩なやんでいると、地じ響ひびきがした。方角的にはたぶん岩山の方からだ。落らく盤ばんか落石でもあったのかとそちらに目を向けるが、ここからでは当然見えなかった。しかし、砂ぼこりとかも何も上がっていないところを見ると、落盤とかじゃないのかな？

　それでも、なんだかやばい感じがして警戒は強めた。

　しかし、しばらく経っても何も起こらなかった。気にしすぎかと思いながらも警戒は解かないでいると、斜ななめ上うえの方からバキバキと枝をへし折りながらなにかが落ちてきた。すぐそばに落ちたそれを見ると、それはついさっき見た物だった。

「パラウルフ？　なんでこいつが飛んでくるんだ？」

　見た感じからして、全身の骨が折れているようで血まみれだしすでに死んでいるようだ。しかし、その辺は問題ではなかった。問題はこいつをおそらく草原からここまで投げたやつがいるということ。もしくは攻撃によって飛ばされてきた可能性もあるが、それは少ないと思う。骨の折れ方がおかしいのだ。四本の足はすべて内側に折れていた。攻撃を受けて飛んできたならこうなるはずがない。つかんだときの関係でこうなったのだと思う。

　パラウルフの様子から分ぶん析せきしていると、俺が歩いていた方角から木が折れる音がした。もしかしなくてもそいつが森に入ってきたらしい。取りあえずパラウルフを喰って『鋭い牙』をレベル２に上げつつ、音がした方を『鑑定』で調べる。まだ反応はない。『鑑定』できる範囲にはいないらしい。だんだんと音が大きくなり、それにつれて次し第だいに空を舞う木が視界の端に現れ始める。木を抜いたり折ったりしながら投げ捨てて進んでいるようだ。
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　そしてついにそいつの影かげが見えた。まだまだ遠いが、『鑑定』を試してみる。

『プラチナコング（コング種）』

　種類はわかったけど、結局どうすればいいのだろうか。逃げるにしてもどこに行けばいいのかわからないし、勘かんがこの木だけは守らないといけないと言っている気がする。俺の勘なんてあてにならないと言ってしまえばそこまでだが、なぜか今は自分の勘を信じてみようという気になった。俺はプラチナコングの方へと走り出す。そんなに遠くはない。

　大きさは二ｍちょいくらいで、見た目はまんまゴリラ。ただ、色は普通のゴリラとは違ってシルバーだ。おそらくパラウルフのものだろう赤い血がところどころについている。

　プラチナコングは俺に気づかずに手て当あたり次第に木を捨てていた。一見、ただ当たり散らしているだけのようにも見えるが、やつが通ってきただろう道を見るとそうは思えなかった。若じやつ干かん右往左往してはいるが、それでもまっすぐあの木を目指してきているのは間ま違ちがいない。つまり、プラチナコングの狙いはあの普通ではない木だ。なんであれを狙うのかとかはまったくわからないが、狙ってきているのだからしょうがない。

　俺はアイテムボックスを確認した。あいつに対して武器になりそうなものはない。しいてあげてみても三本のハイイーグルの爪だけだ。

「魔法と近接格かく闘とうだけ。これからは武器っぽいのはとっておこうかな」

　心からそう思った。

　今使えるスキルを思い浮うかべてどう攻撃するか考える。意外と攻撃方法はたくさんあった。俺はプラチナコングを見み据すえる。まだ気づかれてない。

「さて、まずは先手必勝でいくか」

　目の前に『ダークランス』の球を五つ作り出した。ほんの少しの遅れで数十本の黒い槍がプラチナコングに迫る。しかし、その半分はプラチナコングの腕うでによって弾はじかれてしまった。当たる少し前に気づき、腕で迎げい撃げきしてきたのだ。それでも、いくつかは間に合わずにその体に直ちよく撃げきする。しかし、一滴てきの血も流れていなかった。

「固すぎんだろ……一応さっきまでいろんなやつを貫けてた魔法だぞ？」

　俺はプラチナコングの固さに呆あきれた。『ダークランス』はパラウルフのようにかわすことができたやつはいても、ここにいたモンスターたちを簡単に貫いてきた魔法だ。それをまともにくらってもノーダメージ。むしろ弾くくらいの強度なのだ。他の魔法はわからないが、これで一つ攻撃方法が減ってしまった。

　プラチナコングは胸をたたいて威い嚇かくしてきた。体が少し痺しびれるがすぐに元に戻った。別に静電気でバチッとなった感じくらいだったが、これが威嚇による麻痺ってやつか。『麻痺再生』があっても若じやつ干かん痺れるのだから相当強いな。これって麻痺じゃなくて恐きよう怖ふで体が強こわ張ばっているだけじゃないかとも思うが、一瞬でも体が動かなくなったらやばい。

　プラチナコングは俺が止まらないことなど気にせず突っ込んできた。

「意外と遅い」

　さっきの『ダークランス』を弾いた反応速度を考えればパラウルフくらいのスピードはあるんじゃないかと覚かく悟ごしていたのだが、普通に走るのと変わらないくらいだった。それでも一応警戒はしておく。少なくともパラウルフを捕つかまえられるだけの速度はあるはずなのだ。

（反応速度だけが速いのか？　まてよ……そういうスキルがあるんじゃないか？）

　考えだしたら　止まらなさそうなのでやめておいた。走ってくるプラチナコングに『ファイア』をぶつける。一瞬ひるんだものの、止まらないで襲おそい掛かってきた。次の『エアロ』はまったく効果がなさそうだった。一番効果がありそうなのは『ファイア』か。やっぱり動物って火が怖いのかな。

　腕を振りかぶって殴なぐり掛かってくるプラチナコングの拳こぶしを横に跳んでかわした。後ろにあった木に当たり、その木が簡単に折れた。何あの威力？

　俺は攻撃を魔法主体から体術主体に切り替かえた。プラチナコングとの距きよ離りを一気に詰つめて殴りつける。さんざんオーガを喰らって身に付けたバカみたいな筋力で襲い掛かるが、プラチナコングは腕でガードしてきた。大おお振ぶりの直後で完全に入ったと思った状態だったのに防がれてしまった。それでも少しは距離を空けさせることには成功し、俺自身も後ろに跳んで距離を広げる。

「やっぱ反応速度だけが速いっぽいな。パラウルフが攻撃してきたところを捕まえたってことか。ガードの上から殴り飛とばせば問題ないか」

　なんか俺、脳筋みたいになっている気もするがキニシナイ。

　プラチナコングが俺をつかもうと腕を伸ばす。それを手のひらで上に弾いて再び殴る、殴る、殴る。全部腕で防がれてしまったが、最後の一発で防いだ左腕が折れたような感触がした。これで左腕は使用不能になったはずだ。俺はそのまま畳たたみかけるべく一歩踏ふみ込んだ。

　が、俺の体は後方へ吹ふき飛ばされた。木を二本折り、三本目にひびを入れたところで止まる。俺は何が起こったのか理解できなかった。わかるのは何かに弾き飛ばされたということだけ。木にぶつけた頭から血がどくどくとあふれ出る中、痛みがだんだんと『再生』で引いていくにつれて頭も働き始め、視界に入ってくる情報から何が起こったのかわかった。

　俺はやつに殴り飛ばされたのだ。折れたはずの左腕で。プラチナコングの腕は殴ったはずみなのか、向いてはいけない方向を向いている。やはり痛いのか、右手で必死に左腕を押さえているが、変に力が加わって逆におかしな方向に向いている。普通折れてる腕で殴るか!?

　そう思う反面、正直折れた腕で助かったとも思っていた。もしあれがまともな攻撃だったら……俺はまだ起き上がれなかっただろう。

　完全に痛みが引く。でもなんかまだ感覚が残っているような気がする。『再生』はまだ続いているっぽいし。

　俺はそれを我が慢まんしながらプラチナコングの方を見据える。

　痛みは諦あきらめたらしく、左腕はだらんとさせたまま、向こうもこちらを睨んでいた。まだ痛がっていればいいものを……。

　向こうが近づいてくるのに合わせてこちらも近づいた。右腕で殴りつけてくるのに合わせて俺も拳を放つ。若じやつ干かん俺の方が押していたが、あえて腕を引いて懐ふところに潜もぐり込み、反対の腕で殴りつけた。まともに攻撃が決まって結構なダメージが入ったようで、プラチナコングは俺から距離をとる。そのまま少しずつ下がり始めた。

「逃げる気か？　それもまた一つの手だが……」

　腕に力をこめる。

「今の俺は逃がさねえよ」

　腕から禍まが々まがしいオーラがあふれ出る。そしてそれが腕を模かたどり、俺本来の腕よりも一回り大きな腕が出来上がる。それを見た瞬間、プラチナコングは背を向けて走り出した。

　それを力強く踏み込んで追いかける。そして届く射程範はん囲いに入ったところで腕を振り上げる。

「『鬼おにの一いち撃げき』」

　腕を振り下おろした。

　ドォォォオオオオオオオン!!

　轟ごう音おんを響ひびかせ、プラチナコングが地面にめり込んだ。

　地面が五十㎝ほど凹くぼみ、そこにピクリとも動かないプラチナコングが埋うまっている。

　俺の腕はすでに元に戻っており俺は疲労から座すわり込んでいた。

　スキル『鬼の一撃』。圧あつ倒とう的てきな破はか壊い力りよくを一撃だけ与あたえるスキルだ。ただ、今はまだ加減ができずに一回使ってしまったら体力のほとんどを持っていかれてしまう。かなり使いづらい能力だ。

　だが、正直なぜかはわからないけど確実に当てる自信が先ほどはあった。もし急に向きとか変えられたらよけられたが、それはないとの判断だ。まあ当たってくれてラッキーってやつだな。

「とりあえず回復するまで待たないと」

『再生』によって疲労が取れるのを木を背もたれにして座って待つ。その間、プラチナコングを食べるために出てきたっぽいモンスターは例外なく『ダークランス』で串くし刺ざしにした。それは俺おれのだっての。

　結局、完全に回復しきるまでに十分くらいかかった。うーん、少し使い道を考えないとな……。




「さてと、たくさんいるなぁ……」

　二十分間で意外と多く来たモンスターたち。一分に一体以上は確実に来たのでそのせいで回復が遅れたんじゃないかとも思うが、それにしても多い。もう少し考こう慮りよしてくれないかなって思う。近いものから順番に、先ほどの反省を活いかして喰らっていった。まず最初に爪や牙などの使えそうなものを全部回収し、あとは喰らう、喰らう、喰らう。

『スキル：鋭い牙Lv３を習得しました』

『パラメータ：素早さ上昇（小）を習得しました』

　同じものとかレベルが上がらなかったものはなんか省略された。この瞳も成長してんのかな？

　あたりにいたモンスターを全部喰いつくした俺はプラチナコングに手を付ける。といってもよく考えてみればこいつには武器になりそうな部分はなかった。爪……なし、牙……少しあるけど無む駄だ。結論……見た目に反して意外と毛触ざわりがよかったから少し体毛を刈かっていこう。俺は三束くらいまとめるとアイテムボックスに入れた。これと他の組み合わせでハンカチでも作ろうかな。

『スキル：威嚇Lv１を習得しました』

『職業：剣けん士しがLv５になりました。

　武ぶ闘とう家かがLv５になりました。

　戦士がLv５になりました。

　魔ま法ほう使つかいがLv10になりました。

　冒ぼう険けん者しやがLv20になりました。

　盗とう賊ぞくがLv20になりました。

　薬やく剤ざい師しがLv20になりました。

　鬼き人じんがLv２になりました。

　スキル：剣けん術じゆつLv２　ためるLv１　防ぼう御ぎよLv１　ファイアLv２　ダークランスLv２　薬剤調合　怒いかりLv２を習得しました』

　なんだか一気にいろいろと手に入った。たが、いくつか気になったことがあったので自分を『鑑かん定てい』する。

『刈かり谷や鳴めい：

　職業：ビギナーLvＭＡＸ　冒険者Lv20　格かく闘とう家かLv31　狙そ撃げき手しゆLv23　盗賊Lv20　薬剤師Lv20　剣士Lv５　武闘家Lv５　戦士Lv５　魔法使いLv10　？？？？の勇者Lv５　鬼人Lv２』

　いっぱい出てきた。よく見れば、さっき表示されなかった格闘家などもレベルは上がっていた。なんか表示されない条件でもあるのかな？　オーガキングを倒たおしたときは新しい職業が増えたりしたけれど、今回は新しくは増えず、レベルの上がり方もその時と比べたら少なかった。やっぱりボスは違うのかな？

　その後、俺は普通でない木のところまで戻もどると、なんか光っていた。微かすかにだけど、木は確かに光っていた。

『階層踏とう破は条件を満たしました。次層への階段が出現します』

　なんかアナウンスがあった後、木は縦に割れて階段が現れた。条件って何だったんだろうか……。俺は細かいことは気にせず階段を降り、そして再び光に包まれた。










　光に包まれた俺はやっぱり転移していた。

　今度転移されたのは洞どう窟くつの中。もとの洞窟に戻ってきた感じがする。やっぱさっきのところがおかしかったのかなー。でも日差しが恋こいしいなぁ……。

　洞窟内はところどころに光る石があり、意外と明るい。ちなみに、この石を見つけたのが躓つまずいてこけたからだとは誰だれも知らない。いや、そうじゃなくても誰も知れないけどね。

　洞窟はさっきのところと違い、かなり入り組んだ迷めい路ろみたいになっていた。伝家の宝刀、右手伝いも効かず、あっさりともとの場所に戻ってきてしまった。その後も行き止まり、元の場所、前に通った場所と、なかなか進まなかった。しかし、『マッピング』スキルのおかげである程度はこの迷路が把は握あくできてきた。そして、ある時急に変化が起こった。

「あれオーガソードだよな……」

　目の前数十ｍ先の角から現れたのはオーガソード。一応『鑑定』する。

『真オーガソード（オーガ種）：

　オーガソードの上位種』

　真の方でした。いや、なんで真がいきなり徘はい徊かいしてんだよ。

　こっちも驚おどろいているが、向こうもどこか驚いているように感じた。なんでかわからないけど、「えっ？」って言っている気がする。

　そんな感覚を抱いていたがすぐに切り替えた。半身になって拳を握にぎりしめると、向こうも剣けんを構えてきた。

　俺はアイテムボックスから爪や牙などをとりだし、即そく座ざに投げつける。『ロックオン』スキルで真オーガソードに狙ねらいを定めて五つ投げつけて様子を見る。これで一つくらいは当たってくれるだろう……と思っていた時期が俺にもありました。全部普ふ通つうに弾かれたんだけど!?　バックステップしながら一つずつ切り落とすとかありえねえよ。

　真オーガソードは地面を強く踏み、下がった事実なんかなかったかのように距離を詰めてきた。そのまま肩かた口ぐち目がけて振り下ろしてくる剣をバックステップで下がってかわし、『ファイア』を放つ。剣を下ろしきったところに放たれた『ファイア』は防ぐことができずに真オーガソードを捉とらえた。プラチナコングと違ちがって弾かれたりすることがなかったからそこそこダメージを与えられたと思う。

　すぐに俺の方を向いて構えた真オーガソードに対して『ダークランス』を放つ。時間差で二つだ。二十本の黒い槍が真オーガソードに向かう。真オーガソードは先ほど同様バックしながら切り始めた。これを待っていた。

　二十ｍくらい開いた時、『ダークランス』の陰かげから『エアロ』を飛ばす。真オーガソードは『ダークランス』と同時に来た『エアロ』への対処が遅れて手に当たった。そして、手から剣がこぼれ落ちた。これで守る術のなくなった真オーガソードに数本の槍が刺さる。貫かん通つうこそしなかったものの、うち一本が喉のどに深く刺さっていた。残りも腹や足などにしっかり刺さっている。真オーガソードはこひゅー、こひゅーと喉の穴から息を漏もらし、そのまま動かなくなった。

「ふぅ……うまくいったな。上で何発か使った甲か斐いがあった」

　今俺が使ったのは魔法のスピード差だ。現在俺が使える魔法のスピードは『ダークランス』『ファイア』『エアロ』の順に速くなる。その分威力は逆だ。現状、十本の槍を飛ばす『ダークランス』は一本一本の威力はもちろん、全部含めた威力はかなり大きい。しかし、『ダークランス』は発動してから実際に攻撃が始まるまで短いがラグが存在する。球体ができてから槍を飛ばすのだからしょうがないけどね。

　もし仮に今『ダークランス』を撃うって、一本目の槍が出てから『エアロ』を撃ったとする。するとどうなるか？　答えは『先にエアロが当たる』だ。まあ距離にもよるが、さっきみたいに二十ｍくらいなら確実に『エアロ』が先に当たる。撃つ角度によっては、さっき真オーガソードが対応できなかったように死角からの攻撃になり、けっこう便利だ。

　ただ、デメリットももちろん存在する。それは、俺が撃つ角度を誤ると『ダークランス』に当たってしまい、無駄になってしまうことだ。なので完ぺきに操り切れていない今、しっかりと注意して使わないといけない。もっと操作を上達させないとなー。

「ともあれ、武器ゲット！」

　俺にとって生きていく上での生命線である武器を手に入れるのに成功したから良しとしよう。真オーガソードの落とした剣はけっこう重量があった。まあ俺からしたらかなり軽いが。その振り心ごこ地ちを少し確かめた後、真オーガソードを喰くらった。

『スキル：剣術Lv３を習得しました』

　オーガソードの上位種だけあって、得られたスキルは『剣術』だった。でも、この場合新しいスキルを得るより都合はいいかもしれない。剣を手に入れてもそれを扱あつかうだけの力量がないと話にならないからな。まあスキルに頼たよりきりの俺に言えたことじゃないけど。

　剣はアイテムボックスにしまっておくことにした。さっきこいつが歩いてきたのはまだ行っていなかった道だった。そちらから歩いてくるということは、つまりそこが正解の道であるということではないだろうか。俺は警けい戒かいしながら通路を進んだ。

　それから四回ほど行き止まりを体験して進んでいくと、今度は歩いてくるのではなく、堂々と道の中央に仁に王おう立ちしたオーガがいた。体の色から見てハイオーガだと思うが、一応『鑑定』を使っておいた。

『ハイオーガ（オーガ種）』

　正解だった。今度はさっきと違って真ではないし、これはいける！

　ハイオーガは俺の姿を捉えると、二本の棍こん棒ぼうを構えた。さすがにこれは少し驚く。棍棒の二刀流とか聞いたことねえよ。ハイオーガは驚く俺にお構いなしに突っ込んできた。多少驚いたとはいえ、結局身体能力はハイオーガのそれを超えないこともあり、左右から薙ないできた棍棒を両手で止める。そのまま前蹴りで後ろに飛ばした。武器二本ゲットだ。

　武器を失ったハイオーガは仲間を呼びに行くのか、それともただ逃げるだけなのかはわからないが、通路の奥おくに走っていった。

「いやいや、逃がさないから」

　その背中に向けて『エアロ』を放ち、『ロックオン』で狙いを定めて牙を投げつけた。『エアロ』が足に当たって倒れこむハイオーガ。『ロックオン』スキルのおかげでその背中に向かって牙が自動的に方向修正してしっかりと命中した。どうも貫通しているらしく、牙の根元があんまり見えない。

　ゆっくりとハイオーガに近づいて、棍棒でちょんちょんとつついてみて死んでいることを確かめると、瞳ひとみで喰らった。その時、体に刺さった牙を抜くのを忘れたせいで投とう擲てき武器が一つ減ってしまった。爪つめよりもまっすぐな分投げやすくてよかったのに……。

『スキル：偽ぎ二に刀とう流りゆうLv１を習得しました』

　ハイオーガだったから『威圧』かなぁと思ってたけど、二刀流かぁ……。

「偽？」

『鑑定』で自分のスキルを調べる。間違いなく二刀流という文字の前に『偽』の文字がある。何が偽なんだろうか。詳しく見たいなーって思ってたら詳しよう細さいが出てくれた。最初は使い方すら謎なぞだったけど、わかってくると『鑑定』って便利だな。

『スキル：偽二刀流

　剣のような感じの武器を二本装備したときに筋力がごくわずかに上昇した感じがする』

　わけわかんねえ!?　結局なんにも起こらないってことじゃねえか！　なんだよ、感じがするって！

「もしかして他にもこんなやつがあるんじゃあ……」

　俺は慌あわててスキルの一覧を見る。まだ使ったことのないスキルはいくつかある。『鬼の一撃』とかは鬼人の職業の影響かわからないけど習得と同時に理解できたけど、まったくわからないやつもいくつかある。この際全部調べよう……。




　五分かけて気になるのを調べつくした結果、いらないのがいくつかあった。

『観察：対象をよく見えるようになる』

　見えたからどうなるってわけでもないっぽい。

『集中：心が落ち着いてよく集中できる』

　それはスキルなのか？

『防御：がーーーーーーーど』

　説明が意味わかんない。




　なんなのこれ？　全部名前だけ聞いたら使えそうなスキルなのに。なんか用よう途とあんの？　そして最後のやつは馬ば鹿かにしてんの？　説明のはずなのに結局どういう効果なのかが全くわからない。『防御』なんか調べるまではガードしたときに防御力が上がるだとかそんなのを期待していたのに……。ただ、『観察』と『集中』と違って『防御』だけレベルが存在する。レベルが上がった時に期待しよう……。

　かなり落らく胆たんさせられたが、一方で本当に使えそうなものもあった。これはどうしてやろうか……。

　何はともあれ、俺は通路を奥へと進んだ。この先に何かがいるはずだ。




　通路を進み始めてから直に若干広い場所に出た。

　そこには、オーガキングこそいないものの、オーガナイト、オーガソード、オーガローグ、オーガアーチャー、オーガメイジ、オーガガーディアンと、二十匹ぴきほどのオーガたちがいた。オーガやハイオーガはおらず、上位種しかいない。ソードやローグはそれぞれナイトとシーフの上位種だし、ナイトは下位種と言えなくもないのかな？

　おそらくさっき遭そう遇ぐうした真オーガソードと二刀流のハイオーガは見張りとか偵てい察さつであの通路を回っていたんだと思う。ハイオーガの方はなにかしらあって俺のことを知り、あえてあそこで待ち構えてたんじゃないかな。

　すでに全員が臨戦態勢に入っていた。まじやめて。弱い者いじめとかかっこ悪いよ。

　前衛としてナイトとソードがおり、ローグが遊ゆう撃げき、メイジとアーチャーが後方支し援えん、そしてガーディアンがどこのフォローもできるようにそれぞれの部隊の後方に一体ずつ。抜かりはないってか。

　先手必勝とばかりに相手が動き出した。ファイアを隠れ蓑みのにして弓矢が飛んでくる。さらに他のオーガたちも動き出していた。

　正直、ファイアだけならそのまま喰らってもよかったけど、弓矢はそうもいかない。もしかしたら頭に当たったやつはダメージもなく喰ってくれるかもしれないけど、そんなことはしたくない。リスクが高すぎる。そこで、俺は『全方位結界』で自分の周りに結界を張る。今は攻撃は前方からきているだけだから後方は必要ないかもしれないけど、これしか使えないのだから仕方ない。この結界は、さっき調べたことでわかった弱点が二つある。まず消費魔力が大きいことだ。発動するのに魔力が必要なだけでなく、維い持じするのにも相当の魔力が必要なのだ。『再生』スキルで回復しながらの仕様になるため、普通に使うよりは少ないが、ずっと使っていれば魔力が空になるのはそう遠いことではない。そしてもう一つ、魔法には効果がないことだ。まあ本来なら致ち命めい的てきな弱点だが、俺にはこれは問題にならない。

　結界にファイアが迫せまる。そして、結界はファイアを防ぐことなく素す通どおりさせ、俺の瞳に喰らわれていった。一方で矢は結界に阻まれて地面に落ちる。

『スキル：ファイアLv３を習得しました。

　火耐たい性せいLv５を習得しました』

　これが二つ目の弱点が問題にならない理由だ。魔法は俺には効かない。今後、俺に効く魔法が出てこないとも限らないが、現状、魔法はすべて喰えるものだ。なら放置してしまえばいい。魔法の種類やレベルも増えるし、場合によっては今回のように耐性スキルが身につくこともある。視界が覆おおわれてしまうという欠点もあるけど、結界の中にいれば近づかれないし大だい丈じよう夫ぶだと思う。

　結界を解いて周りを確かく認にんする。ソードたち前衛組が割と近くまで来ていた。後衛組も既すでに次の攻撃の準備に入っているようだ。ローグだけは慎しん重ちようなのかあまり動いていなかった。

　俺は『威い圧あつ』を放つ。ほとんどのナイトがひるんだ。そこに追加で『威嚇』を放つ。ひるんでいた個体は軒のき並なみ『威嚇』が効果を発揮して麻ま痺ひして動けなくなっていた。他のソードたちは動きがわずかに止まる程度だ。どうも『威圧』が効いている相手には『威嚇』の麻痺発生率が高いらしいな。コンボとして使った方がいいかも。

『威嚇』にも耐たえきったソードたちが切りかかってくる。俺も右手に剣を構えた。

　真っ先に切りかかってきたソードの剣を受け流して、至近距離から『ファイア』をぶつける。そいつは後続二体を巻き込んで後ろに飛んだ。『ファイア』を放つ寸前に結界を張ったのが見えたが、ガーディアンの結界も魔法には効果がないというのは変わらないようだ。なら剣は最低限にして魔法を使っていけばいい。後続を巻き込んだおかげで少し時間ができた。その間に俺は後衛に向けて二発『ダークランス』を撃った。メイジはとっさに準備していたファイアを放って槍やりを相そう殺さいしていた。ファイアなら範はん囲いの関係で一発で数本の槍にぶつけることができる。一か所を狙っているのだからなおさらで、俺の『ダークランス』に威力が劣おとるファイアでも、三体のメイジが放ったのならばなんとか相殺できる。俺には『無詠えい唱しよう魔法』があるから連続で魔法が使えるが、本来は詠唱が必要なため、連続で魔法は使えない。なので本数の多い『ダークランス』は結構有効なのだ。

　無事相殺しきったメイジたちと違い、アーチャーの方は俺の予想通りだった。ファイアと違って弓では一発につき一本しか相殺できず、自然とこちらが数で勝まさることになる。相殺しきれなかったうちの一発がガーディアンに当たり、さらに二体のアーチャーも倒れた。他の種もカバーできるような状態にはさせていなかった。

　後衛組に『ダークランス』を撃った後、俺はすぐに麻痺で動けないナイトたちや、起き上がって再び仕し掛かけようとしていたソードたちに『ダークランス』を撃っていたのだ。これにより、ナイトたちは全ぜん滅めつ。対処が遅おくれたソードを一体仕留めたが、残る三体は無傷だった。それでも、盾たてにした剣にひびが入った者もいるようだ。

　いつの間にか後ろに回り込もうとしていたローグに『エアロ』を放つも、あっさりとかわされてしまった。やっぱ素す早ばやいんだなー。

『ダークランス』を耐えきったソードたちが切りかかってくる。それを剣で防ごうと思い、剣を払はらおうとしたとたん、剣が弾かれた。

「っ!!」

　一いつ瞬しゆん理由がわからなかったが、後ろにガーディアンがいるのを見てピンときた。先頭のソードに結界を張っていたのだ。面めん倒どうなことをしてんじゃねえよ。剣を弾かれて体勢が崩れた俺に剣が振りぬかれる。一体目の攻撃が腹を切きり裂き、二体目の攻撃が迫る中、なんとか『全方位結界』が間に合い、弾くことができた。それにより向こうの体勢が崩れた隙すきに後ろに飛んで距離をとる。結構深く入ったこともあり、なかなか血が止まらない。

　だが、休ませてくれるなんてことはなかった。上からなんだか色が違う矢が降ふってくる。と思ったら空中でその矢が分ぶん裂れつした。二本だった矢があっという間に十にも二十にもなる。張ったままだった結界ですべて防いだが、結界にはひびが入っていた。これはまずい。

　それでも猛もう攻こうは終わらなかった。ローグが正確にひびが入ったところを順に流れるように攻撃してくる。不意打ち気味に『ダークランス』を放つと、ちょうど攻撃しようとしていた一体は仕留められたが残りにはかわされた。すぐに次のソードが切りかかってくる。剣が弾かれようと、多少体勢が崩れようと止まらなかった。やられっぱなしではやばいので『エアロ』と『ダークランス』で攻撃する。『エアロ』がひびの入っていた剣を折り、『ダークランス』がソードを貫つらぬいた。これであと二体。そいつらにも『ダークランス』が襲い掛かかり、腕と頭、それから腹を貫く。あと一体。そいつも二本で頭を貫いた。前衛組の全滅だと口元が緩ゆるむ。すぐに次に意識を切り替えるが、それは間違いだった。

　一番多く残るメイジに狙いをつけると、視界の端はしで何かが動く。慌ててそちらに意識を向けなおすも遅おそかった。血まみれでふらつくソードが剣を振ふり上あげていた。さっきまでと違って剣が光り、勢いよく振り下ろされる。

　一刀両断。

　隙は大きいが威力は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　それはソードが死の間ま際ぎわになって本能からか覚かく醒せいしたスキル。だが、それを放つ体力は頭を貫かれたソードにはもはや残っていなかった。だから……命を捨てた。

　ソード自身のすべてを込めた剣が振り下ろされる。パリィィンと音を立てて結界が砕くだかれる。そして、細くてそこそこ長い何かが飛んだ。俺は一瞬それが何かわからなかった。が、それから飛び散る赤い液体を見てからの行動は速かった。右腕で宙を舞まう左腕をつかんで切り口に当てる。大きく魔力が減る感覚がある。そして、遅れて腕に痛みが走った。

「ぐあぁぁぁああああ!!」

　腕が結界ごと切り裂さかれた。ついでに言えばすぐ後ろに迫っていたローグも一いつ緒しよに。その一撃を放った本人はすでに事切れていた。オーガたちはこのソードが文字通り命がけで作ったチャンスを逃のがすまいと攻せめに来る。メイジはファイアを、アーチャーは先ほどと同じ攻撃を、ローグも一気に距離を詰めてきた。

　俺は結界を張って防ごうとする。が、結界は発動しなかった。

「くそ！　壊こわれたらしばらくはダメとかそういうことかよ！」

　まずいと思った俺は迷わずファイアに向かって走り出す。魔法なら俺はいくら喰らっても問題はない。だがローグはくらえば相当のダメージがある。そのため、ローグは足を止めていた。実際には俺がすべて喰らっていったから攻めてきても大丈夫だったのだが、止まってくれたのならちょうといい。

『スキル：ファイアLv４を習得しました。

　火耐性Lv７を習得しました』

　今はどうでもいい。ファイアを喰いつくした俺はその足でアーチャーのもとへ走る。すでにガーディアンも前衛組もいない。丸まる裸はだかだ。

　俺は『ダークランス』を二発撃つ。黒い槍が残っていたすべてのアーチャーを貫いて仕留めた。あとはローグとメイジだ。ローグを次の標的に決め、そちらを向いた時、腹に矢が刺ささった。視界にはアーチャーの撃った矢を持つローグが見える。それを投げたらしい。すぐにそれを引ひき抜ぬくとぷしゅっと血が噴ふき出でたが、だんだんと止まっていく。腹の切り傷も既に元通りだ。

　オーガローグは残っていた三体がそれぞれ矢を投げてきた。俺は『ファイア』を放って矢を焼き落とす。今いま更さらだが、アーチャーの使う矢は木製で、先せん端たんに鉄の鏃やじりがついているくらいのものだ。なので炎ほのおで簡単に焼くことができた。『ファイア』はそのままローグを襲うも、かわされてしまった。そこで、『ロックオン』で一体に狙いを定めて『ダークランス』を二発撃った。そして、黒の槍が放たれると同時に俺も走り出した。槍がローグを襲うが、それらはかわされる。しかし、『ロックオン』で狙った個体はよけたところを軌き道どう修正した槍が貫いた。残すは二体。

　ローグたちは最後の勝負とばかりに距離を詰めてくる。対して俺は剣を捨てて拳を握った。短剣を突つき出してくるその腕をつかんでもう一体に投げつける。そして固まったところに『ファイア』を放った。かわされたが、逃にがさないとばかりに距離を詰めてその足をつかんだ。そして地面にたたきつける。ボキッという嫌いやな音が聞こえたが、動きを止めずにそいつの頭を潰つぶした。そして、すぐ近くまで来ているだろうもう一体のローグに『威嚇』をぶつけた。さっきは距離が開いていて効かなかったけど、今はほぼゼロ距離だ。案の定麻痺した。力を抜いて近づき、そいつの首を折る。そして近くの三体をすべて喰らった。

『パラメータ：器用さ上じよう昇しよう（中）を習得しました』

　残るはメイジだけになった。とりあえずアイテムボックスから牙きばを取り出して一体に投げつける。すると、なにやら残った三体が一か所に杖つえを向けて呪じゆ文もんを唱え始める。

「「「バーストショット」」」

　炎系中級魔法。

　ファイアとは大きさがまるで違う炎の塊かたまりが飛び出した。それは一直線に俺に向かってくる。メイジたちは全員が膝ひざをついて肩かたで息をしている。魔力を根こそぎ使ったらしい。

　俺はそれをかわさない。そのまままっすぐに飛んできたそれを受けた。その瞬しゆん間かん、洞窟全体を揺ゆらさんとするほどの爆ばく発はつが起こった。

「ギィギギグギガギー！」

「ゲゲ、ゴゲグギガゴ？」

「ガァーガガゲギグゴゴグ！」

　メイジたちは彼かれらの言語でなにやら騒さわぐ。しかし、その騒ぎは不意に止まった。

　爆炎が一点に集まりだした。その中心にあるのは俺の瞳。そして、完全に喰いつくした。

「ゲホッゴホ。ふぅ。いかん、完全に油断してた。魔法自体は喰えても爆風とかは喰えねえのかよ。体中が地味に痛い」

　そうぼやいた後でメイジたちを見る。全員の表情を一言で例えるなら『絶望』だろう。

「生かしとく理由はないし、返すよ」

　俺の目の前に少しずつ炎の塊ができ始める。そしてそれは大きな塊になった。

「『バーストショット』!!」

　ついさっきやつらが三人がかりで使った魔法がそのままやつらを襲う。

　ドォォォォオオオン

　再びの爆音。そして煙けむりが上がる。

「あれ？」

　俺は体から力が抜けた。なんとか顔面強打は防いだが、地面に倒れこむ。『再生』されるにつれて力が戻っていく。まあつまるところ魔力切れだ。本来メイジ三体がかりで撃つ魔法を、戦いの終しゆう盤ばんでかなり体力を使い果たした状態で撃ったのだ。それで倒れない方がおかしい。

　俺の体に力が戻ったのと煙が完全に晴れたのはほぼ同時だった。爆ばく心しん地ち（？）には二体の死体があるだけだった。もう一体いるはずなのだが、周りを見み渡わたしてみると、離はなれたところにいた。爆発で飛んでいったらしい。結構強いな。

　俺はとりあえずまだプスプスと音のしているメイジは後回しにして他のオーガたちを一か所に集めた。その時、きちんと武器は全部回収しておいた。反省は活かすタイプです。

　集め終わった時にはもうメイジも冷めていた。そして、一体一体しっかりと喰った。

『スキル：防御Lv３　ファイアLv５　一刀両断　ダークランスLv３を習得しました』

『パラメータ：筋力上昇（中）　素早さ上昇（中）　器用さ上昇（小）

　魔ま力りよく上昇（中）を習得しました』

『職業：狙撃手がLv25になりました。

　剣士がLv15になりました。

　武闘家がLv10になりました。

　戦士がLv10になりました。

　魔法使いがLv15になりました。

　鬼人がLv３になりました。

　スキル：分ぶん裂れつ弾だんLv１　一いつ閃せん　兜かぶと割り　ファイアバレットLv１　反動軽減Lv１

　鬼の一撃Lv２を習得しました。

　パラメータ：筋力上昇（大）を習得しました』

　パワーアップ完かん了りよう。

　全員を喰い終わると、奥の壁かべに亀き裂れつが入った。あれ、これ洞窟ごと崩くずれるんじゃね？　とか思ったけどそうではなかった。縦にまっすぐに入った亀裂から左右に壁が開いていく。その奥に豪ごう華かな装そう飾しよくの付いた扉とびらが現れた。

「うわー、これってたぶんボス部屋とかそういう類のやつだよな……」

　いかにもな感じのする扉。それを前にして俺がとった行動は一つだ。

「よっと」

　壁際までいって休きゆう憩けいを始めた。だってさ、ダメージあるし疲つかれもあるのにボス戦とかいやじゃん。ゲームじゃないし、『再生』のおかげでほっておけば回復してくれるしな。腕うでなんかもうついさっき切断されたなんて誰も信じないよ？

　念のため結界を張り、ひと眠ねむりすることにした。これありゃ寝ねてても平気でしょ。
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第四章　『パイフー』の主







「んーよく寝たー」

　時計がないのでどれくらい寝たかは正確にはわからないけど、感覚的には五時間くらい寝ていた気がする。起きてからとりあえず周りを確認してみても何もなかった。気配を察知！　とかできないから目視だけど広場だから十分だよね。

　それから、まずは壁に向かって新しく手に入れたスキルの試ためし撃ちをすることにした。どれくらい魔力をもっていかれるかなどを調べるのが目的だ。だってオーガソードは一刀両断を使って死んだじゃん？　俺もそうなったらまずい。




　結果、魔力消費は結構多いけど問題ないレベルだった。『再生』のおかげで少し経たてば回復しきるくらいだ。もしかすると『反動軽減』も効果があるかもしれないけど、これがある時とない時でどう違うかなんて今更調べられないのであきらめる。

　それから、アイテムボックスの中身を整理しながら休憩して、体力も魔力も完全に回復させた俺は扉に手をかけた。少し押おすと扉は手を離しても開いていく。扉の向こうにあったのはこれまでより暗いものの、光る石のついた通路だった。

「『ファイアバレット』」

　先の見えない通路の奥に向かって撃った。なんでかと聞かれればなんとなくとしか言いようがない。

『エアロ』よりも少し速い炎の弾だん丸がんは通路の奥まで行って、何かに当たった音がした。もう一回撃つ。またも同じくらいで音が鳴った。たぶん壁なんだろうな。

　俺は通路を進み始めた。アイテムボックスから取り出した剣をしっかりと握っていつでも攻こう撃げきできるようにする。どっからでもかかってこい！　……ごめん、嘘うそ、やっぱ来ないで……。




　しばらく通路を進むと、先ほど音がした辺りまでやってきた。てっきり曲がり角があって壁に当たったのだと思っていたのだが、当たったのはどうやら扉だったらしい。焦こげた跡あとが二つある。

　今度はすぐに扉を開けた。二発分の『ファイアバレット』の魔力はすぐに回復しきっていたから問題はない。そして俺が中に入ると急に扉がしまる。というか扉がただの壁になってしまった。もう帰さないというわけだろうか。

　扉の中は通路と違って真っ暗で、松たい明まつを用意しておけばよかったと若じやつ干かん後こう悔かいしていたが、すぐに光が灯ともった。光る石の光とは違ったまばゆい光だ。天てん井じよう全体が光を放っていて、このドーム全体を明るくしていた。大きさはざっと半径百ｍはあるだろう。そして、中央に大きな虎とらが眠っていた。

　眠っている今でさえ三ｍはありそうなサイズの虎。脚あしも尻しつ尾ぽもかなり太く、上の階にあった木なんかよりもよっぽど太い。体表は白い毛で覆われており、するつもりはないがあのお腹なかを枕まくらにして寝たらすごい気持ちよさそう。ここよりも上の階の木こ陰かげとかでやったらなおよさそうだ。

　俺はとりあえず起きる前に『鑑定』することにした。

『白びやつ虎こ：？？？？』

　なんか情報のところが『？』しかなかったんだが……。

　俺は『鑑定』を諦あきらめた。寝ているのなら今のうちに『鬼おにの一いち撃げき』とか高火力の一撃をくらわせれば有利じゃないか。俺はそんな浅い考えで白虎に一歩近づいた。その時、白虎の瞳が開いた。そして、すくっと立ち上がると伸のびをして周りを見た。あ、目が合った。

「お主がここの踏破者か？」

「上の階なら全部クリアしたはずだよ」

「そうか。ようやくか」

　なんかこいつすごい話せるんだけど。

「我の名は白虎。ここ『パイフー』の守護を司つかさど　っている」

「ここ『パイフー』って名前だったんだ」

「昔は百層にもなる巨きよ大だいなダンジョンだったのだがな。まあやつらのおかげというかせいというか、ここのダンジョンに来るやつがいなかったからな。気づけばたったの二層になってしまった。ほとんどのやつらは種族をまとめて他のダンジョンに行ってしまった。やつらだけは心から忠誠を誓ちかっておったから残ってくれたがな」

　白虎の言う『やつら』とはおそらくオーガたちのことだろう。白虎の瞳の端に涙なみだのようなものが見える。

「思えばやつらには苦労させたものよ。我がボスとして君臨し始めた最初期の頃ころより長く戦ってくれた……。いずれ弔とむらってやるとしよう。さて、お主はなぜここを訪おとずれた？　そして何を望む？」

「なぜ、と言われても……谷に突き落おとされたからじゃないか？　望むも何も、真ま那なを捜して旅でもするかな……。あとはもとの世界に帰る方法を探すか、ここで暮らすかだな」

「ふ、ふはははははは。おもしろいやつだ。ならば我は高こう揚ようを望もう。九百年ぶりの訪問だ。さらにあやつらを超こえる実力もある。頼たのむから我を楽しませてくれよ？」

　戦せん闘とう狂きようかよ！

「できれば戦いたくないんだけどな」

「無理だ。我は既に戦いたくてうずうずしておる。ここにはコアなどというものはない。クリアするためには我の討とう伐ばつが必要不可欠。ならばお主も戦わざるをえないだろう？」

「俺おれとしては別にここをクリアしなくてもいいんだけど」

「ならば外には出られんぞ？」

「……まじ？」

「うむ」

「……」

　少し考える。一つ上の層って外だったよな？　ならばあそこから逃げ出せば……

「無理だな。そもそもここから出してくれないよな？」

「もちろんだ。なに、我を殺せねばお主が死ぬ。それだけだ」

「ここって暴れても平気なわけ？」

「ここは固定化が効いておる。どれだけ岩を抉えぐったところで崩れることはない」

「すげえな。なら思いっきりいけるよな」

　俺は両手に剣を構える。二刀流だ。『偽二刀流』が発動しているのかわからないけど、本当に感覚だけ筋力が上昇している気がする。数値にしてみたらまったく変わっていないのだろうけどな。

「懐なつかしい。懐かしいぞ、この感覚。さあ思う存分に暴れようぞ！」

　白虎は高らかに笑い、俺と対たい峙じする。

　こうして俺対白虎の戦いバトルが始まった。

　白虎は堂々と佇たたずんでいる。まずは様子見かな。

「ダークラン――」

　あと少しで発動というその瞬間、俺は嫌な予感がして魔法を中止し、地面を蹴けって右に跳とんだ。そして、さっきまで俺の体があった部分を白虎の鋭するどい牙が噛かんだ。

「む、不意打ちをかわすか。楽しませてくれそうだ。安心するがよい。不意打ちは一度の戦せん闘とうで初手しか使えん。あとは普通にやろう」

　白虎が何かを言っていたがそんなもの耳に入ってこなかった。動いていなければ今ので即そく終わっていたという感覚が強く残る。

　一度距きよ離りをとることにした。下がりながら魔法を使って牽けん制せいもする。『ダークランス』の黒い槍が白虎に襲おそい掛かる。

「はっはっは！　ぬるいわ！」

　しかし、それは白虎の雄お叫たけびにかき消される。俺の体までビリビリと震ふるえるほどの叫さけびだったが、それで止まるわけでもなく俺は『ファイアバレット』を放つ。今度は雄叫びには消されなかったものの、腕を振った風圧で消える。

「闇やみ魔法に火魔法か。まだ力が弱いのが残念であるな。まあ遠えん慮りよはせんが」

　少しくらい手加減とかしてくれないかなーとか思うのも無む駄だっぽいので俺は戦い方を変える。魔法は基本止めた方がいいだろう。使ったとしても目くらましか至近距離からの攻撃。でないと魔力を無駄に消費するだけだ。まあ『再生』があるからあんまり関係ないけど……。それでもいざって時に足りないとか困る。さっきの『バーストショット』の時みたいに倒たおれている余よ裕ゆうはない。それを防ぐためにも、ここは我が慢まんだ。

　俺は左手の剣をしまい、両手持ちに切り替かえた。距離は十分ある。なんとか対応はできるだろう。白虎は後ろ足で地面を強く蹴って向かってきた。太くてでかい前足が降りぬかれる。それを『受流し』を使ってなんとかいなし、剣の構えを変える。狙いは現在無防備な胴どう。

「『一閃』！」

　白虎の横腹を軽く切り裂く。だがそれも表面だけで、肉まで届いた感覚はなかった。そこに尻尾による薙ぎ払いがくる。とっさに『全方位結界』で多少ダメージを防ごうとした。しかし、尻尾は軽々と結界を破り俺の体を捉とらえる。壁際まで吹ふっ飛とばされ、なんとか空中で体勢を直して、地面に剣けんを刺してブレーキ代わりにして止める。休む間もなく白虎が迫る。俺は剣を上段に構えた。

「こいつなら『一閃』よりはいいだろ？　『一刀両断』」

　迫りくる白虎の中心線を通るように剣を振り下おろす。白虎は危険を感じ取ったのか突とつ如じよとして後ろ足で方向を変えてよけようとした。が、尻尾が半ばあたりから切り落とされた。切られた先から血が噴き出す。

「ぐゎぁぁあああ！」

「さすが俺の腕を切り落とした技わざだ。ボスといえどこれはきついだろ？」

「我の尾おが……やはり楽しめそうだ」

　少しも動じなかったんだけど……。でも、今ので『一刀両断』なら大きなダメージを与あたえられることがわかった。ただ、

　パキン

　剣がその攻撃に耐えられなかった。『反動軽減』によって俺に来る反動は少なくなっているが、剣自体には変わらずに衝しよう撃げきが来る。あの巨きよ体たいの『受流し』から『一閃』に続いて、ブレーキ代わりにして、そこからの『一刀両断』にはさすがに耐えられなかったらしい。

「剣を失ったか。これでつまらなくなるということはないよな？」

「当然」

　アイテムボックスから次の剣を出す。今度は二本だ。もし剣がなくなっても最悪棍棒がある。何をするにしても使い捨てになるだろうけど。

『ファイアバレット』と『ダークランス』を広こう範はん囲いに放ち、俺自身もその中に突っ込んだ。今度は向こうが待ち構え、前足を振り下ろしてくる。俺は今度も受け流せばいいと剣を構える。

　すごい勢いで上から振り下ろされる前足を爪の部分を弾はじきがてら流す。その際、左に持っていた剣が折れた。さっきは折れなかったんだが……どうもダメージが蓄ちく積せきしていたみたいだな。それで今弾いたのがとどめになったようだ。俺はすぐに折れた剣を捨てて次を出す。あと三本しかない。これは剣で戦うのを諦める必要があるかもしれないな。

　なんとか流した前足を切ろうとしたが、すぐに反対の足が俺を狙ねらっていたので距離をとる。振りぬかれた足は空をきった。再び正面を向き、白虎と向き合う。

「そろそろ我もスキルを使わせてもらおうか。お主相手ではちともてあますだろうからな」

　そういえば初めの不意打ち以外はただの攻撃だったなーと思い出す。こっちはスキル攻撃ばっかり使ってるのに。

　白虎の雰ふん囲い気きが変わったのを感じて俺は気を引き締しめなおす。

　白虎は大きく口を開いた。鋭い牙が見える。噛みついてくるのかと思い、剣を前に交差させて構えるが、白虎はその場で口を閉じた。次の瞬間、俺の背中に牙が刺さった。正確に言えば刺さってすぐに消えたのだが、体から血が噴き出す。剣は何かに当たったように折れたが、そのおかげか体の全面からは血は出ていない。『再生』で傷はふさがっていくがかなり痛い。まあ痛いで済むだけましか。

「む、怪け我がが治っていく。自然回復か。人間にしては珍めずらしいスキルを持っているな」

「自然回復じゃなくて『再生』だけどな。それ厄やつ介かいだな。攻撃の場所を変えるスキルか？」

「一度でそれに気づくか。まあ簡単だわな。だが……気づいたところで防げるか？」

　再び口を開く。そして再び空を噛んだ。俺は残りの一本の剣を出して白虎の方へ突っ込む。その途と中ちゆうで半はん透とう明めいな牙が現れたがジャンプしてそれをかわした。この攻撃を防ぐ方法はいくつか浮うかんだ。最も単純なのは移動することだ。不安だったのは牙が現れたらその場で留まるのではなくて俺の動きに合わせて動くかどうかだったが、それは杞き憂ゆうに終わった。俺が使う場合だと『ロックオン』を使ってやれば違ちがうんだろうけど、白虎は『ロックオン』スキルは持っていないらしい。

　牙をかわして自身に向かってくる俺を見てにやりと笑った白虎は連続して噛みつく。それをひたすらかわしながら白虎に迫る。噛みつきと一緒に前足による攻撃までするようになってきたがそれもなんとか防ぐ。

「『一閃』！」

　白虎の足を切る。しっかりと近づき、向かっていく勢いも利用したため、今度は肉を切る感覚があった。先ほどの表面だけを切った時とはあきらかに違う量の血が出る。白虎も痛みに顔をしかめる。隙を逃さずに『ファイアバレット』で顔を狙う。白虎は地面を蹴ってかわした。そのかわした先にも『ファイアバレット』を放った。白虎は俺の周りを旋せん回かいするように回ってかわす。近づかれないように俺もそれに合わせて魔法を放つ。前足を怪我しているはずなのだがなかなか当たらない。若じやつ干かんテンポを変えて相手の前方に撃うっても当たらず、さらに前方にすると白虎もスピードを変えて対応してくる。『ロックオン』した状態でも白虎のスピードに魔法が追いつけずにかわされてしまう。これ以上やってもらちが明かないと思い、魔法を切り替える。スピードは遅いが広範囲に攻撃できる魔法だ。

「少し不安だけど……『バーストショット』」

　白虎の少し前あたりを狙って爆発を起こす。スピードを出していたために白虎は方向を変えようとしても間に合わずに爆発に巻き込まれる。中心こそ外れたが、けっこう威力の高い一撃だ。爆炎の中から若干毛先が焦げた白虎が飛び出してくる。あの威力でも焦げるくらいなのか。やっぱり離れたところからの魔法はやめた方がよさそうだ。

　最後の一本になった剣をしっかりと両手で握にぎる、一気に決める気で力強く地面を蹴って白虎を襲う。『一刀両断』を使って剣を振り下ろした。が、白虎はすでにそこにはいなかった。

「は？」

『一刀両断』の反動で体が重くなるのと同時に体の右側から衝撃が伝わってくる。白虎の前足がそこにあった。俺の体を確実にとらえており、俺に抗あらがう術すべはなかった。

　剣が手から離れて俺の体は吹き飛ぶ。

「がはっ」

　壁にたたきつけられて口から血を吐はく。壁にひびを入れて俺の体は止まった。そのままデジャヴを感じながら重力に従って地面に落ちる。『再生』によって怪我が治っていく。ある程度動けそうなまでに『再生』すると、俺は立ち上がって白虎の方を見た。

「お前の瞳ひとみって黒じゃなかったか？」

　白虎の瞳の色は変わっていた。

　今の白虎の瞳は黒とは程ほど遠とおい赤。その赤い瞳が俺を見ていた。

「反応なしか？　さっきまであんなに饒じよう舌ぜつにしゃべってたのによ」

　そう言っても白虎には何の反応もない。そうこうしているうちに完全とはいかないが回復した。

　ちらっと落ちている剣に視線を向けた。ここから見た感じだとひびとかは入っていない。しかし、あれを取りに行くには白虎の横を抜けていかないといけないし、使うのは諦めた。

　白虎の様子を見るも、どこか様子がおかしかった。瞳の色が変わってからというもの、俺のことを見る感じが変わったのだ。これまでは俺のことを明確な『敵』として見ていた。それは間ま違ちがいなかった。しかし、今の白虎は俺を『敵』だと見ていなかった。

「グ……グワゼ……グワゼロ……」

　今の白虎にとって俺はただの『餌えさ』だった。俺はそれに心から腹が立った。

「さっきまで散々楽しませろとか言ってたくせに結局餌かよ。なんなんだよまったく……。俺はさ、谷に落とされてから初めてまともに話せるやつに会えたって嬉うれしかったんだぞ？」

　この時既にあの悪あく魔まのことはほぼ頭から消えていたのは俺のせいじゃないと信じたい。

「たとえ戦闘狂だとしてもまだ話せるからさ。なんとかして叩たたきのめして話し相手になってもらおうと頑がん張ばってたのに……お前、瞳の色が変わったと思ったら急に餌えさ扱あつかいだろ？　お前が俺を食くらう気ならさ……」

　俺の瞳が赤色に怪あやしく光る。

「お前が食らう前に、俺が喰くらってやるよ！」

　俺の叫びと白虎が動くのは同時だった。

　白虎が俺を喰うべく大きな口を開いて俺に噛みつこうとする。

　が、それは俺の腕一本に軽々と止められた。

「スキル『不動明王』」

　俺は白虎の牙を左手でつかみ、その動きを封ふうじていた。

　スキル『不動明王』。動くことを完全に封じる代わりに圧あつ倒とう的てきな防ぼう御ぎよ力りよくを得るスキルだ。動きを封じると言っても、その場に足止めされるだけなので足はピクリとも動かないが手は動かせる。これはもともとはオーガキングの座すわっていた玉座に備わっていたスキルだった。座った者の足を玉座に固定する代わりに圧倒的な防御力を与えるというスキルだ。

「はぁはぁ、これかなり体力を使うんだな……。だいぶ疲れてる今じゃ結構きつい。でも頼むからこれで終わってくれよ」

　俺は腕を振り上げる。そして小指から順に指を曲げていく。その間も白虎は俺を食らおうと力をかけてくる。それでも俺の強化されまくった筋力と『不動明王』による強化でピクリとも動かない。俺は牙をつかむ手に力を入れた。

「楽になれ。『鬼の一撃』」

　右腕が白虎の顔に突き刺さった。

　つかんでいた牙は折れ、体が飛んでいく。殴なぐられたところから血が吹き出し、それが虹にじのようにアーチを描えがく。

　飛ばされて一度は倒れた白虎だったが、ふらつきながらもすぐに起き上がる。しかし、その瞳の色は元の黒色に戻もどっていた。

「……こんなにも早くあの状態から戻されるとは」

「俺を食おうとするからだ。もう終わりでいいのか？　ならさっさと俺に喰われてくれよ」

「そうはいかん。まだ我はやられていないからな！」

　すぐ目の前に白虎の爪つめが来ていた。あれ、これまでと速さが違

「あぶな！」

　とっさに後ろに飛んでかわすも前まえ髪がみが数本宙を舞った。

　白虎はすぐさまこちらに攻撃を仕掛ける。『不動明王』を使って回復しきれていなかった俺はひたすらかわすのに徹てつした。しかし、速さが格段に上がった白虎の前に反はん撃げきの隙も見つけられずにただされるがままだった。なんとか致ち命めい傷しようは避さけているが、どんどん後ろに追いやられていく。

　それがしばらく続いて、俺の体のあちこちに傷ができては治ってを繰くり返かえしているうちに白虎の動きが急に止まった。さっきの『鬼の一撃』のダメージが足にきたのだろう。それをチャンスと見て一気に距離をとろうと後ろに下がった。が、足元にあったなにかにつまずいてこけてしまった。急なことで対処できずにしりもちをついてしまい、何に引っかかったのかを理解した俺は、座ったままそれをつかんで白虎の方を見た。すると、すでに白虎は攻撃開始寸前だった。

　噛みつきと両前足による攻撃が同時に来る。白虎の顔は勝利を確信していた。




　そして血が舞った。

　白虎の目から。

「ぐぁぁぁあああああ!!」

　前足で目を押さえながら少しずつ後退していく白虎。俺はそれを見て言った。

「運がよかった」

　俺は手に持つ剣が折れるのを確かく認にんしてアイテムボックスに入れる。あの時俺がつまずいたのは少し前に落とした剣だった。それを拾って咄とつ嗟さに目を狙って『一閃』を使ったのだ。攻撃による勢いがあったのと、俺を仕留めるために両足ともに攻撃に回していたのもあって剣はばっちり白虎の目を捉えた。そして今の状態になったのだ。

「お前も結構限界だろ？　俺もそろそろ決めないときついんだ。だからさ」

　俺の体中の血管が浮き上がり、体の色が赤く変わっていく。心なしか顔も怖こわくなった気がするがたぶん気のせいだろう。俺には見えないから判断のしようもない。

　スキル『怒いかり』。防ぼう御ぎよと引き換かえに攻撃力を高めるスキルだ。『攻撃は最大の防御！』とか、『攻めて攻めて攻めまくれ！』とか『俺の辞書に守りなんて文字はねぇぇええ！』とかを地でいくようなスキルだ。白虎ほどの力があれば『再生』が発動する間もなく死ぬ可能性が飛ひ躍やく的てきに上がる一種の賭かけだ。相手の攻撃をくらわずに攻撃を当てられるか、くらって死ぬか。かなり分の悪い賭けだが、今はそんなことを気にしている場合ではないと判断した。今はとにかく一撃の威い力りよく。そしてそれを実行するにはもってこいのスキルだ。

　俺は白虎を睨にらむ。白虎は低く唸うなると雄叫びをあげた。それは威い嚇かくだった。たぶん俺の動きを止めて確実に仕留めるつもりだったのだろう。だが、ここで白虎にとって予想外の事態が起こった。威嚇で動きが止まったと思い攻撃を仕し掛かけたのだろうが、俺はそれをあっさりとかわした。白虎はこれまで自分の威嚇を完ぺきに防ぐ相手に出会ったことはなかったのかもしれないな。そのことが大きな隙すきを作ってしまった。

「悪いな。上で麻ま痺ひへの耐たい性せいはつけてきたんだ。動きにくいが動けないわけじゃない」

　今でも威嚇を『麻痺耐性』で防げる理由はわからないけど、こっちのプラスになるんだから気にしない。

　俺は白虎に殴りかかった。『鬼の一撃』が白虎の顎あごをうつ。白虎は宙を舞った。放物線を描き、奥おくの壁に激げき突とつして、重力に従って地面に落ちる。今度こそ勝ったと笑えみを浮かべる。正直体力があんまり残っていない。『怒り』は常時体力と魔力の両方を消費していく。そこに消費魔力の多い『鬼の一撃』が加われば一気にもっていかれるのだ。

　そんな時、白虎が急に立ち上がった。

「まだだぁ！　まだ我は負けておらん！　ふは、ふはははははは！　こんなに楽しいのはいつ以来だろうか!!」

「まだ立つのかよ……」

　白虎は体中から血が出ており、パッと見ただけでも白い体毛が赤く染まっていた。その状態でも立ち上がって向かって来ようとする白虎に俺は恐きよう怖ふした。

　だが、このまま黙だまって白虎の攻撃を受けるというわけにはいかなかった。

「今からやるのが俺の全力だ。お前も今の全力でかかってこいよ。力比べといこうぜ」

　俺は『怒り』を維い持じしたまま力を込める。

　スキル『ためる』。攻撃の前に力を込める時間をとることで攻撃力を高めるスキルだ。攻撃までの時間も増えるし、ためている間無防備だから隙も大きく、普ふ通つうの戦闘では『全方位結界』で防御を固めてから使うつもりだったが、案外使わなくてもいけたから今まで使ってこなかった。ただ、今求めているのはあいつを確実に倒すための攻撃力。『怒り』と『鬼の一撃』のコンボで、完かん璧ぺきにとらえたと思ったさっきの攻撃でもダメだったのだからさらにスキルを合わせるしかない。

「これで俺は準備完了……と。さてやろ……お前どうなってんの？」

　俺の向けた視線の先。そこにはどす黒いオーラみたいな何かをまとった白虎がいた。体の中央から湧わき出る黒いオーラが流れる血を吹き飛ばし、元の真っ白い毛と相まって一層黒が際きわ立だっている。

「ふは、ふははははは！　すごい、これはすごい！　なんだ、これほどの力がまだ我の中に残っていたなんて。瀕ひん死しに陥おちいることで初めて顕けん現げんする力とでも言おうか。リスクは大きいが、おもしろい。おい、例を言っておこう。お前は我の予想をはるかに超えてくれた。だから、この一撃で決めてやろう！」

　黒いオーラは白虎の体を覆おおいつくし、ただでさえでかい体が一回り大きくなった。

　俺の腕にも力がたまりきる。暴発しそうなほどにあふれる力を抑えてこぶしを握った。

「逆に決めてやるよ！」

「かかってこい！」

　両者がお互たがいに向かって駆かけ出す。




「『鬼の一撃』！」

「黒衝ブラツクバース拳トインパクト！」




　俺たちの攻撃が激突し、その衝撃で舞まい上あがった土ぼこりがあたりを飲み込んだ。

　土ぼこりが収まった時、俺は……。

　地面に倒れていた。

　地面にうつぶせの状態で倒れる俺と、それを見下ろす白虎。白虎の体からは黒いオーラは既すでに消えており、もとの白い毛並だけだった。

「ふふふ、この力は恐おそろしいものよ。二度と使えんな」

　倒れている俺に向かって白虎が淡たん々たんと話しかける。

「本来我は白虎。やはり黒の力というのはいまいち合わんな。さて、お主、名前は何と言ったか？」
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「……刈かり谷や……鳴めいだ」

　俺は顔を上げて名乗った。俺は死んではいなかった。疲ひ労ろうと痛みで体が動かないだけだ。

「ふふ、鳴か。お主に会えてよかった」

　そういうと、白虎の巨体が揺れたかと思うとそのまま横に倒れた。それとは対照的に、俺はふらつきながら立ち上がる。

　この勝負、勝ったのは俺だった。

「……白虎、お前、いったいいつから食ってない？」

　俺は純じゆん粋すいな気持ちでそれを聞いた。戦っていて思ったことだ。どうにも力が弱いように感じていた。白虎自身が言っていたが、ここのダンジョンはもともと百層を超えるレベルの巨大ダンジョンだったらしい。それを統すべていたこいつが、本来俺を一撃で殺せないことがおかしいのだ。今俺がこの場で立っていて、白虎が横たわっているこの状態もありえないはずのものだ。

　そこで初めに考えたのは年ねん齢れいによる衰すい退たいだったが、それはすぐにないと判断した。だって年齢で死んでしまうようなやつだったら後こう継けい者しやを育てるのとかも行っているはずだ。というか数百年でこれだけしか衰おとろえないとか寿じゆ命みよう何年なんだよ……。

　それで、俺が思い至ったのは空腹だった。

「なんの話だ……」

「とぼけるなよ。途中で目の色が変わった時のがお前の素だろ？　あれこそがお前の本心。違うか？」

「それも気づかれるとはな。……八百年だ。我は八百年何も食べていない」

　想像以上に長かった。そりゃ力も出ねえよ！

「つかお前オーガたちに食料をとってこさせればよかったじゃねえか」

「やつらにもやつらの都合がある。そもそも自分たちを養うので精せい一いつ杯ぱいだったはずだ。餌なんかないからな」

　そこで俺は思い出した。俺がこの『パイフー』に入る羽目になったのはその上にあったダンジョンに入ってしまったからだ。その入口は間違いなくあの谷底。そんなところに餌なんかあるはずがないじゃないか。

「なら一つ上の階のモンスターは？　あそこの鳥とかなら」

「我に我を守る物を喰らえと申すか？」

「……すまん」

「まぁよい。だからこそ我は出ていくものを止めなかったのだからな。む？　どうやら我もここまでのようだ。……刈谷鳴」

「ん？」

「お前は今後他の三つにも行くかもしれん。その時のために我から贈おくり物ものをしてやろう」

　俺の体が光る。なにかが体の中に入ってくる感覚がある。

「我の加護だ。この世でこれを授さずけたものはお前を入れて二人。光栄に思うがいい」

「かなり力が上がった気がする。……ありがとな」

「ふっ。これで我も逝ゆける。……オーガたちよ……長い間本当にありがとう。死んだあとも願わくは共……に……あら……ん……こと……を……」

　そして白虎は息絶えた。

「最後の最後で感動するようなことを言ってんじゃねえよ。お前の力は俺がもらう。オーガたちもあらかた喰らってきたんだ。俺がお前らの墓になる。せめて安らかに眠れ」

　俺は白虎のもとへ行き、そっと瞳で喰らった。そして悪魔だとかオーガキングを喰ったとき以上に全身に痛みが走った。意識を保つのも無理だ。あっという間に気を失った。




『加護：西方の神の加護を得ました』

『ダンジョン『パイフー』を攻こう略りやくしました。封ふう印いんが解除されます。

　冒ぼう険けん者しやがLv40になりました。

　格かく闘とう家かがLv40になりました。

　狙そ撃げき手しゆがLv32になりました。

　盗とう賊ぞくがLv30になりました。

　剣けん士しがLv28になりました。

　武ぶ闘とう家かがLv23になりました。

　戦士がLv23になりました。

　魔ま法ほう使つかいがLv28になりました。

　薬やく剤ざい師しがLv30になりました。

　鬼き人じんがLv５になりました。

　？？？？の勇者がLv７になりました。

　スキル：小規模ワープLv２　近接格かく闘とう威い力りよく上じよう昇しようLv１　鷹たかの目Lv１　気配遮しや断だんLv１　剣けん術じゆつLv５　コンボ２　硬こう化か　アクアボールLv１　調薬成功率上昇20％　怒りLvＭＡＸ　鬼の一撃LvＭＡＸ　反動軽減LvＭＡＸ　自動回復Lv１を習得しました。

　スキル：鬼の一撃がLvＭＡＸになりました。

　武器への付ふ与よが可能になりました。

　スキル：反動半減Lv１　ブレイクショットを習得しました。

　職業：狙そ撃げき主になりました。

　獣人になりました。

　パラメータ：全上昇（大）を習得しました。

　スキル：眷けん属ぞく召しよう喚かん（白虎）を習得しました。

　スキル：不意打ち　ファングショットを習得しました』

　薄うすれゆく意識の中、俺の頭の中をそれらの文字が流れていった。




　それから一時間ほどが経ち、目を覚ました俺はやたら増えたスキルなどのステータスを確認していた。

「改めて見ると職業多いな……」

　現在の俺の職業は冒険者、格闘家、狙撃手、盗賊、剣士、武闘家、戦士、魔法使い、薬剤師、鬼人、獣人、狙撃主、？？？？の勇者の十三種類。レベルが既にＭＡＸになっているビギナーも合わせれば十四種類だ。この感じから考えると、今後もさらに増えていくことになるのだろう。もはやよくわからなくなってきた。そもそも鬼人と獣人って同時に存在できるものなのか？　人であり、鬼であり、獣である。意味がわからない。それに、？？？？の勇者も謎なぞが多すぎる。なんで文字が隠かくれているのかわからないしな。

『鑑定』し終えた俺は部屋の奥へと目をやった。目が覚めて、気が付いたらできていた扉とびら。たぶん白虎を倒すことがあの扉を出現させる条件だったのだろう。これまでのでかい扉とは違い、二ｍくらいの高さしかなく、白虎はおろかオーガたちも通れるかどうかという大きさだ。あの扉の向こうに何があるのかはわからないけど、とりあえず他に行けるところもないから向かうことにした。

　いざ扉の前に立ってみても特に威い圧あつ感とかはなく、ほんとにただの扉って感じだった。それこそ民家の玄げん関かんにある扉と変わりないくらいだ。手をかけてみると、何の抵てい抗こうもなく扉は開いた。

　中は割と殺風景で、奥に通じる扉があるだけ。光る石とかの光源はないがなんとなく中の様子はわかる。さっきまで戦っていた場所とは違い、壁かべも床ゆかも天井も凹おう凸とつはなく、きれいに平らになっている。

　そんな部屋の中を奥の扉に向かって歩いてい――カチッ――

「ん？」

　部屋の中央を超えたあたりで何かを踏ふんだ感覚があった。足元を見ると地面がへこんでいる。というか隠れていたスイッチを踏み抜ぬいていた。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ

「なに？　なんなのこれ？」

　部屋全体が揺ゆれる。俺は何があっても対応できるように周囲に目を向ける。

　すると、上から二つの何かが降ふってきた。それは地面に突つき刺ささり、土つち煙けむりがあがる。唖あ然ぜんとしながら見ていると、土煙が晴れていった。

　そこにあった物は二つの棺かん桶おけだった。白と黒の二つで蓋ふたの部分にそれぞれ『ＭＥ』と『Ｉ』が書いてある。両方意味的には『私』だが、なんか他に意味があるのかもしれないな。英語じゃなくて他の言語かもしれないし。

「って観察している場合じゃないか。棺桶ってことはゾンビとかか？　それとも吸きゆう血けつ鬼き？　まあどちらにせよ白虎より強いとはこれっぽっちも思わないが……」

　警けい戒かいしていたら『Ｉ』と書かれた棺桶の蓋が開く。俺はそこにいた人物を見て完全に動きが止まった。驚おどろきすぎて頭が回らない。

　腰こしくらいまである黒くて長い髪かみで、真那よりも少し背の低い細身の女性。

　その女性が棺桶の中で眠ねむっていた。

　俺にはその女性に見覚えがある。というか長い間見てきた女性の姿だ。最後に見たときよりも少しだけ成長しているようにも見えるが、その姿は記き憶おくに残るそれと変わらない。なにかにつけて俺と真那を引っ張りまわして、大変だったけどなんだかんだ楽しませてくれた女性。俺たちを困らせることも何度もあったが、楽しかったから良しとしていた。

「なんで、なんであんたがここにいるんだよ…………姉さん」

　九年前に行方ゆくえ不明になった俺の姉。刈谷柩ひつぎがそこにいた。

　目の前で眠っている人物は紛まぎれもなく俺の姉さんだった。実際には姉さんと容姿がそっくりな別人という可能性もあるが、俺にはその人物が姉さんにしか見えなかった。

　俺の姉さん、刈谷柩はとにかく面おも白しろいことが好きな人だった。行方不明になった次の日に机から『面白いことをしてくる』という書置きが見つかったくらいだ。なにか面白そうなことを見つけると、その度に俺と真那の二人を引き連れて見に行き、巻き込んでいた。別に俺はそれが嫌きらいじゃなかったし、姉さんのことも好きだったから問題はなかった。問題が起こったとしても姉さんがあっさりと解決していたし。だからこそ、姉さんが行方不明になってからは二人とも面白いことが減った。ただ、そのかわりなのか俺が何かをやる横で真那も何かをするということが増えた。

　俺は思い出の中にいる姉さんを思い浮かべながら目の前の人物を見る。九年も前の俺の記憶と変わらずにない胸が上下しているし、ただ寝ねているだけなのはわかる。その動きに合わせて腰まである黒のロングヘアもともに動く。身長が低いせいで棺桶はスペースが余りまくっている。

「とりあえず起きてもらうか」

　俺はその人物の方に手を当てて前後に揺らす。頭ががくがくなっているけどなかなか起きる気配はない。面めん倒どうだな……。中指を親指にかけて、そいつの額から少し離したところに構える。何がやりたいのかって？　それはもちろん決まってる。

「起きろこら」

「いふぁ!?」

　デコピンです。筋力が強化されまくっていたことを忘れて力を込めたので相当な威力だったらしいけど、ようやく起きてくれた。

「もーせっかくいい夢見てたのに誰だれよ」

「あんたに一つ聞きたいことがある。何者だ？」

「何者って……どれくらい寝てたのかわからないけど……眠り姫ひめ？」

　イラッ。

　再び指を構える。今ならもっと強くいける気がする。

「ストップストップ！　冗じよう談だん、冗談だから。私の名前はヒツギよ」

　俺はその名を聞いて涙なみだが出た。そして目の前の女性を抱だきしめる。

「ちょっなんで泣いてるの!?　だ、だめたって！　私には心に決めた弟が」







[image: ]







「なんでこんなとこにいんだよ……姉さん……。心配させんなよ……」

「え？　姉さん？　もしかして鳴？　え？　ほんとに鳴？」

「ああ。俺だよ。柩姉さん九年も経たってるからわかんないかもしれないけど」

「ほんとに鳴だ！　懐かしい！　わ、動いた！」

　それからしばらく俺たちは再会を喜び合った。




「で、結局なんで姉さんはここにいるわけ？」

「私は『召しよう喚かんの儀ぎ』で呼ばれてねー。その当時は魔ま王おうもいないらしかったし、ダンジョンを捜さがし歩あるいてたんだ。それでなんだか曖昧なんだけど、気づいたら寝ちゃってたみたい」

「姉さんも『召喚の儀』で？　なら姉さんにも力はあるのか？」

「私はこれだよ」

　そう言って姉さんは後ろにある棺桶を指さす。

「この二つが私の武器。私からレベルやスキルみたいな概がい念ねんをなくす代わりに、この二つにレベルがついて、能力を得ていく棺桶なの。えっと……レベルは１になっちゃってるけどね。それと、鳴、刈谷鳴って名乗るのはもうだめだよ。ここでは私はただのヒツギで、鳴はメイ。そして、私とメイは姉弟ではない」

「なんでだ？　別に名前くらい」

「私たちみたいな名前の人はこの世界にはいないの。だからすぐに召喚されたってばれる。そうなっちゃだめ」

「まああの王国に連つれ戻されたら次こそ殺されるからな。それと、なんで姉弟じゃないわけ？　そっちはいいじゃん」

「それじゃ私がメイと結けつ婚こん出来ないでしょ！　私がこの禁じられた恋こいにどれだけ苦しんだことか……」

「いや姉さん当時九歳さいじゃん。そんな頃ころの恋とか言われても」

「今の私はピチピチの十八歳！　問題ないわ。あとヒツギ！」

「いや俺姉さ、ヒツギと結婚するわけじゃ」

「この後既き成せい事実作るから大丈夫」

「何一つ大丈夫な要素が見当たんねぇ!?」

「それは後にするとして、これからどうするの？」

「とりあえずあの奥の扉を調べる。なにかあったらそん時はそん時だ」

　俺は奥の扉を指さしながら答えた。

「あそこかー。敵はいないっぽいけどね」

「なんでわかるんだよ」

「勘かん」

「いやいや、なんじゃそりゃ」

　俺は呆あきれてヒツギを見る。すると、ばっちりと目が合った。

「どうしたの？」

「い、いや、何でもない。それより、とりあえず開くぞ」

　俺たちは扉の前まで移動すると一応警戒しながら扉を開ける。

　扉の向こうにも部屋が続いていて、床一面に広がる魔ま法ほう陣じんがあった。この魔法陣がどういう魔法のものなのかはわからないけど、たぶん転移系の魔法陣じゃないかと推測する。だって他に出口なかったもの。部屋に踏み入ってはいないため魔法陣は怪しく光るだけだが、踏み入った瞬しゆん間かん岩の中に転移とかそんな悪質なものでないことを祈いのろう。

「んー、で、どうする？」

「どうするって……俺が決めんの？」

「そりゃリーダーだし」

「俺が？」

「メイが」

　いつの間にかリーダーになっていたらしい。

「んー……選せん択たく肢しとしては二つかな。一つは今すぐにでもこの部屋に入ってどこかに転移すること。と言っても、この魔法陣が転移魔法陣だと決まったわけじゃないけどな。もう一つはここでスキルとかの確認をしてから部屋に入ること。さっき白びやつ虎こを喰った時にいくつかスキルを手に入れてたから確かめておきたいってのはあるけど、ヒツギが暇ひまになる」

「私もこれが今どれだけ弱体化してるか確認しなくちゃだし、二つ目の方でいいと思うよ」

「ただ、そうなるとヒツギの飯がないんだ。俺は『再生』もあるし、瞳でたくさん喰らっていたからかわからないけど腹が減ってない。ほんとこの瞳どうなってんだか」

「ちなみに、確認ってどれくらいかかるかな？」

「スキルの内容によるな。特に試ためしておきたいのは『眷属召喚（白虎）』と『コンボ２』、それから『ファングショット』に『ブレイクショット』か。あ、『小規模ワープ』も見ておきたいかな」

『眷属召喚（白虎）』って、白虎を召喚できるだろうが、あんなバカでかいのを呼んだらまずいし、何体呼べるのかもわからない。『鑑かん定てい』である程度調べることはできても実際にやってみなければ使えない。『小規模ワープ』に関しても、小規模ってついているくらいだから少ししか移動できないと思うけど、具体的にどれくらいの距きよ離りを移動できるのか測りたい。逃にげるのに有効なのかどうかもな。

「結構あるね。私のは二分もあれば終わるから……三十分で終わる？」

「短いな……一つ一つを短くしていけば終わると思う」

「なら決まりだね。戻ろっか」

　俺たちは白虎と戦った広場まで戻った。ヒツギは鎖くさりでつながれた二つの棺桶を鑑定し始めた。ヒツギには細かく見えているみたいだが、俺が『鑑定』しても『ＵＮＫＮＯＷＮ』としか表示されない。こんなこともあるんだな。

　俺はヒツギに影えい響きようが及およばないようにヒツギに背を向けてスキルを試す。『鑑定』で大おお雑ざつ把ぱに調べてからやっていこう。




『ブレイクショット』……『鬼おにの一いち撃げき』の強化技わざ。鬼人のレベルが上がったこともあり、武器に力を付与することも可能になった一方でこちらは遠えん距きよ離り攻こう撃げきが可能になった。散さん弾だんタイプと一点集中タイプに分けられるみたいだ。半はん透とう明めいな鬼おに瓦がわらみたいなものが飛んでいく。正直怖い。

『ファングショット』……噛かみつき攻こう撃げきを飛ばす、白虎が使っていた技だ。制限はあるものの、任意の場所にガラスの牙きばみたいなのが生まれて噛みつく。これは牙があれば普通に噛んでもいいらしいが、なぜか腕うでをワニの顎に見立てて噛みつくような動作をやっても使えることが発覚した。これでも変わらない効果を示すどころか、こちらの方が魔ま力りよくの消費は大きいみたいだが、できた牙のサイズが大きかった。

『コンボ２』……スキルによる攻撃後、即そく座ざにスキルによる攻撃を放つことができ、二撃目は威力が上がる。今は二つしか繋つなげられないが、今後スキルが成長すれば三つ四つと繋げられるのだろう。『一刀両断』のように使用後の隙が大きい技の隙を他のスキルで埋うめられるというのは大きいんじゃないかな。

『小規模ワープ』……さすがに小規模と言えるくらいしかワープできない。目測にして二ｍ。これはレベル２だから二ｍなのだろう。連続でのワープは一応可能だけど、連続だと消費魔力が回数によってどんどん倍になるから使いどころは考えないと。




　結論から言えば一部を除いて使いやすく応用の利くものばかりだ。ここに魔法とかも組み合わせることを考えるとなんだかワクワクしてきた。

「メイー終わった？」

「あと『眷属召喚』だけだ。待ってくれ」

　気づけば三十分以上過ぎていたようで、ヒツギは棺桶に座ってユラユラしていた。それを見ながら、俺は最後に『眷属召喚』を発動した。

　俺の前にそこそこ大きな魔法陣が現れる。さきほどの床一面に広がる魔法陣と比べるとそれほど大きいようには感じない。それはゆっくりと回転し始め、次し第だいに速くなる。それでも魔法陣に浮うかんでいる紋もん様ようが見えなくなるほどではないからそこまで速くはない。

　そして魔法陣の周りでバチバチとスパークが発生し始めた。そのスパークはだんだんと激しさを増していき、そして突とつ然ぜん魔法陣が眩まばゆく光った。

　その光が消えると、魔法陣の回転やスパークはすでに止まっており、その中心にはこのダンジョンの主をしていた巨きよ大だいな白虎には及ばないものの、それでも三ｍはあろうかという大きさの獰どう猛もうな目をした白虎が現れ、俺たちに襲おそい掛かかる……なんてことはなかった。

　そこに現れたのは……五十㎝ほどの小さな体で、かわいらしい瞳でこちらに向かって、今にもとびかかってきそうな白虎の姿だった。あまりの小ささに俺とヒツギは二人とも唖然としていた。俺の想像としてはせめて一ｍほどの大きさくらいはあるものだと思っていたので、あまりにも小さくてびっくりした。ちなみにヒツギはかわいくてびっくりしていたらしい。

　白虎改めプチ白虎（命名俺！）は、現れた瞬間からずっと俺のことを見つめていたが、ついにとびかかってきた。自分ではタックルのつもりだったのか、それとも甘あまえるだけなのかはわからないが、それなりのスピードでぶつかってきた割に音はモフッて感じだった。少なくともドン、とかゴン、とか痛そうな音はしなかった。咄嗟に抱かかえ上げたものの、プチ白虎は俺の体を器用によじ登り、頭の上につくと腹と顎をそこに乗せ、四本の足をだらーっとしてなにやら誇ほこらしげになった。ここは自分の特等席だとでも言いたげだ。そこがまたかわいい。

　顔がにやけそうになるのをこらえながら頭の上からプチ白虎を下ろす。そして視線が同じ高さになるところまで持ってきて、こちらを向かせた。

「なあ、お前……白虎なんだよな？」

「かう！」

　右の前足を上げた。肯こう定ていってことでいいんだよな？

「お前、俺の言葉を理解してる？」

「かう！」

　再び同じ動作。完全に理解してるみたいだな。

「俺がお前を召喚したわけだけど、お前あの白虎の子供かなにかなわけ？」

「がうう」

　首を振ふった。ということは違ちがうってことか。つまり、白虎という種族には変わりないがダンジョンのボスの白虎とは関係ないということだ。

「そっか。俺が主でいいの？」

「かう!!」

　これまでより元気に返事をした。癒されるなこんちくしょう！

「ね、ねえメイ、私も、私もギュッとさせて！」

　目を爛らん々らんと輝かがやかせて、にじり寄ってくるヒツギ。頭の上に戻したプチ白虎も震ふるえている。

「プチ白虎が怖がってるだろうが。とりあえず落ち着け。大丈夫だぞプチ白虎―」

「かぅぅぅ」

　プチ白虎は俺の頭に強くしがみつく。それでも全然痛くない。今すぐに撫なでまわしたくなるヒツギの気持ちもわかる気がする。

「じゃあ、メイが抱えたままでいいから頭撫でさせて。それで我が慢まんするから」

「それなら……」

　俺はしぶしぶといった感じで頭の上からプチ白虎をはがして胸で抱く。それをヒツギはゆっくりと撫でた。プチ白虎も気持ちよさそうだからよしとしよう。

　その後、ヒツギと交代してしばらく撫でてプチ白虎の頭から手を離はなすと、もう少しといった表情を向けてきたプチ白虎に逆らえずにまた撫でた。さすがに今度は満足したのか、頭の上に戻すとあくびをして寝てしまった。ほんとかわいいなぁ。
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「さて、プチ白虎はこのまま寝かせておくとして、俺はスキル確認は済んだけどヒツギはもういいんだよな？」

「うん。私のはレベルと現在の能力を確認するだけだったからね。レベルは１に戻ってるし、頑がん張ばってつけたスキル系もほとんどなくなっちゃったけど、もう一度やり直せると思えばいいかなって。前は全体的に上げてどんなのがあるのか確認ばっかりだったし、いらないものもあったから今度はもっと強くなれそう」

「ちなみに、前はどんな能力があったんだ？」

「攻撃に対して自動で反撃に魔法を撃うったり、近接攻撃なら槍やりが飛び出したり、自動移動システムっていうのがあって、私が中に入って目的地の座標を指定すると、ゆっくりだけど自動的に行ってくれたりかな。他にもたくさん機能がついてたんだ。最後のやつは中から外の様子も見えたし、大だい迫はく力りよくの３Ｄ映画みたいで楽しかったんだよ」

「今あげた中で残っているのはなかったのか？」

「えっと、近接攻撃への反撃だけかな。あとは攻撃系のやつが一部だけ。今はまだ弱いけど、それなりに使えるのが残ってたよ」

「そっか。ならモンスターが出てきても大丈夫だな」

「うん。ボスクラスだときついけど、普通のやつなら平気かな」

「じゃあそろそろあの魔法陣を使ってみるか。どうなるかわからないけど」

「たぶん転移魔法陣であってるとは思うけど……どこに飛ばされるのかわからないんだよね」

「このダンジョンにあったやつはよくわからない森に飛ばされたぞ。麻痺の木ってやつがたくさん生えてた。まあ全部喰くって『麻痺耐性』に変えたけどな」

「麻痺の木がたくさん……ってまさかメルゼル林!?　あそこ、危険度Ｂのはずだけど」

「メルゼル林ってのがなんだか知らないけど、そこにいたプラチナコングを倒たおしたら出られたよ」

「プラチナコングって危険度Ａ＋のモンスターだよ!?　いるのはたしかギラの岩山だったはずだけど、あそこはかなりメルゼル林から離れてるはずだし……」

「普通に森に出てきたぞ？　たぶん草原の向こうにあった岩山にはぐれて住んでたんだろ」

「……メルゼル林の周りは一面砂さ漠ばくで草原も岩山もないはずだけど？」

「あったんだからしょうがない。たぶんメルゼル林じゃないんだろ」

「そもそも麻痺の木はメルゼル林の特とく殊しゆな土地にしか生えないんだよ。だからそこはメルゼル林だと思う。どうなってるんだろう……とにかくまずはエルミーナ帝てい国こくを目指そう。そこなら私の伝つ手てもあるし、いろいろと調べられると思う」

「そりゃいいな。俺たちだけじゃ調べきれないことも絶対あるし」

「何か調べたいことがあるの？」

「ああ。というか今の一番の目的って言った方がいいかな」

「目的？」

「真那を捜すことだよ」

「え!?　真那ちゃんもこっちに来てるの？」

「ああ。俺は谷底に落ちてこのダンジョンに来たけど、真那は王国に残ってるはずだ。この世界で暮らすにしても、まずは真那と再会しないと何も始められない」

「そっかー。真那も来てたんだね……。私も久しぶりに会いたいなぁ……」

「俺はこうしてヒツギに会えたけど、真那はこの世界に知り合いとかもいないし、王国が真那に対して何もしないとも限らない。一日でも早く見つけ出ださないと」

「そっか。頑張らないとね！」

「おう」

　俺たちは魔法陣のある部屋の方に歩き出した。

「あ、忘れてた」

「何か確かく認にんし忘れたのか？　なら今からでも確認しよう」

　俺はヒツギに背を向けて元の部屋の方に歩き出した。

「メイとの既成事じ――」

「『小規模ワープ』からの……黙れや！」

　最後まで言わせてたまるかと『小規模ワープ』を使ってヒツギの背後へと回り込み、拳を繰くり出した。それは「ちょっと!?」と言い始めたヒツギにかわされてしまったが、最後まで言わせないという意味では成功した。

「そんなことするわけないだろうが。さっきも言ったけど、真那を捜さないといけないんだから」

「そうだよね……。ちゃんと真那ちゃんを見つけて、酒池肉林を」

「変なこと言ってんじゃねえよ。とにかく行くぞ」

「もー待ってよー」

　俺はバカなことを言い出した柩を連れて魔法陣に入る。すると、中心に行くにつれて魔法陣が強く光っていく。そして、完全に中心まで来た時、俺たちは光に包まれた。
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間章三　旅の途中　―side真那―







「ここですよ！　マナさんも早く早く！」

　私が王都から抜け出して一か月。私は、この世界に慣れるという意味合いもかねて、『スライムの巣そう窟くつ』近くの町で過ごしていた。町について、冒険者ギルドに登録して、初めはランクＦからのスタートだったけど、そのランクでも受けられるお使い系依い頼らいをこなしたり、討とう伐ばつ系の依頼を受けてダンジョンに潜もぐってお金を貯ためたりする毎日を過ごしていた。この一月で最低限生活するのには困らない程度の知識は身に付けることができた。たまたま町で仲良くなったヘルガさんという女性がギルドの職員さんで、いろいろ教えてもらえたのがラッキーだったかな。

　今日はヘルガさんが午後の仕事がお休みということで、私がこの町から離れる前に彼かの女じよのおすすめのお店に案内してくれることになっていた。

「もう、そんなに急がなくても食事処どころは逃げないですよ」

　仕事終わりの彼女と冒険者ギルド前で待ち合わせをして、そこからずっと私の手を引きながら急ぐ彼女に話しかけるも、彼女は足を止めてはくれなかった。

「食事処は逃げなくても、私のおすすめはなくなっちゃうかもしれないんです！」

「人気のある料理なんですね」

「それはもちろん！　ここのお店は元冒険者の親おや父じさんがやっていて、冒険者の方にもおいしい、多い、安いと評判なんですよ。親父さんは顔は厳いかついんですけど、すごい優やさしいし、お手製のパウンドケーキがおいしくて女性にも人気なんです」

「パウンドケーキ……楽しみですね」

「はい！　この町の住民なら親父さんの恐こわさも知ってますから、マナさんも安心していいですよ！」

　笑え顔がおでそう言う彼女に若じやつ干かんの不安を感じながらも私はなんとかついていった。

　そして、ギルドから十五分ほど離れたところでようやくお目当ての建物に行きついた。

「食事処アン？」

「親父さんの奥おくさんの名前なんだそうですよ。ギルドで直接会ったことはないんですが、元先輩なんです」

「ギルドの受うけ付つけ嬢じようだったんですか？」

「そうみたいです。憧あこがれちゃうなぁ」

「もしかして、狙ねらってる人がいるんですか？」

「いないですよ！　もーからかわないでください」

「ごめんごめん」

「もう。入りますよ」

「はーい」

　私たちは食事処アンの扉を開けた。

　中に入ってみると、お昼時ということもあり店の中はかなり賑にぎわっていた。ちらほらと空いている席は見られるが、それほど多いわけではなく、私たちが席についてすぐにやってきた客によってそれらの空席も埋まっていった。

「ほんとに冒険者が多いんですね」

　丸いテーブルを挟はさんだ反対の席でメニュー表を見る彼女をよそに周りを見み渡わたしてみると、そんな言葉が自然と出ていた。革かわ鎧よろいを着こんだままの男性や、弓を壁に立てかける女性。危なくないように刃はに布を巻いた剣けんや邪じや魔まにならないように置かれたハンマーなど、冒険者ならではの光景が広がっているからだろう。今来た人たちなんか四人そろって金ぴかの全身鎧ですごい目立つね。

　そんな風にキョロキョロとしていると、私たちの席にお盆ぼんに水の入ったコップを二つ載せた女性が近づいてきた。

「あらいらっしゃい。珍めずらしいわね、あなたがギルド職員以外の人とここに来るなんて」

「アンさん！　紹しよう介かいしますね。こちらは冒険者で、お友達のマナさんです」

「はじめまして。新人冒険者のマナです」

「はじめまして。お店の名前にもなってるけど、アンよ。よろしく」

「よろしくお願いします」

「マナさん、そんな緊きん張ちようしなくても大丈夫ですよ。アンさんは優しい方ですから」

「あら、そんな風にほめてもサービスなんかしないわよ」

「残念。マナさんは注文決まりましたか？」

「どれがいいとかわからないので同じもので。あ、でもパウンドケーキは食べたいです」

「じゃあアンさん、日ひ替がわり定食二つお願いします」

「はいはい。今日のはボアの煮に込みとサラダ、スープにご飯よ。マナさん、食べられないものはあるかしら？　あるならそれ抜きで作ってもらうわ」

「いえ、大丈夫です」

「偉えらいわね。この子なんかあれがだめー、これがだめーって駄だ々だこねてばっかりなのに」

「アンさん！　やめてくださいよー。マナさん、嘘うそ、これ嘘ですからね！」

　ヘルガさんがあわあわと訂てい正せいしようとする様子を見てほんわかとした空気の中、アンさんは奥に戻もどり、次のお客さんの対応に向かった。

「もう、アンさんが言ってたのはほんとに嘘なんですからね！」

「はいはい、わかってますよ」

「ほんとにわかってます？」

「ほんとほんと」

「むー……あ、そういえば、マナさんってパーティを組んだりする予定はないんですか？」

「どうして？」

「どうしてって、魔法使いがずっと一人でっていうのはあんまり聞いたことないですよ？　どうしても魔法を撃つための時間を稼かせぐ前衛が必要でしょうし。マナさんみたいな有望でかわいい魔法使いなら引く手数あま多ただと思いますよ」

「今のところ考えたことはないですね。余よ裕ゆうがあるわけじゃないし、パーティを組むと私に入る報ほう酬しゆうもその分減っちゃうし、そうなったらこうしてちょっとした贅ぜい沢たくもできなくなっちゃうし、私も目的があるからお金は貯めておかないと」

「目的って何なんですか？」

「人探しだよ。この町にはいないみたいだし、この後にでも次の町に行く予定」

「えっ！　初耳ですよ!?」

「そりゃあこの後でいうつもりでしたからね」

「こうしちゃいられない。ここは私のおごりです！　パウンドケーキを追加で……ってもう頼たのんでましたっけ」

「ええ。まあおごってくれるっていうならごちそうになります」

「もう、なんで言ってくれなかったんですか？　知ってたらもっといろいろ話せたのに」

「ヘルガさんにはお世話になっていますから、むしろ早めに話しちゃうと邪魔になっちゃうんじゃないかって思ったんです。ほんとに感謝してるんですよ。ほとんど何もわからなかった私に冒ぼう険けん者しやとして必要な知識を教えてくれて」

「友達ですから。困ったときはお互たがい様さまですよ！」

「あらあら、盛り上がっているわね。悪いけど、料理できたわよ」

　ヘルガさんとの話が続く中、アンさんが両手にお盆を乗せてやってきた。

「日替わり定食二つね。パウンドケーキは先でいいかしら？　それとも食後？」

「食後でお願いします」

「私も食後で。それよりアンさん、聞いてくださいよ！　マナさんこの後町を出るってずっと黙だまってたんですよ！」

「あら、そうなの？」

「はい。先に話すとなんか混乱させるんじゃないかと思って」

「この子仕事はできるけどおこちゃまだからね。でも、そういうことなら、ヘルガのお友達だし、ちょっとサービスしてあげるわ。小さめのだけど、持ち帰り用のパウンドケーキを作ってあげる。夜にでも食べちゃって」

「いいんですか？」

「いいのよ。ダーリンにも言っておくから」

「ありがとうございます！」

　そう言ってアンさんは他の客の対応に向かった。さっき会ったばかりだけど、なんだかいい人だな。

「ま、まあ、私のことを思って言ってなかったみたいですし、今回はアンさんに免めんじて許してあげます。でも、いつかまた会いに来てくださいね！」

「うん。その時は私の目的をきっちり果たして会いに来るわ」

「約束ですよ」

「うん約束」

　私はヘルガさんと指切りをして、仲良くご飯を食べた。煮込みはボアのお肉だとは思えないほど柔やわらかくなっていて、ほんとにおいしかった。パウンドケーキもふわふわで全然飽あきがこない味で、ラグビーボールほどのサイズがあったのに二人ともぺろりとたいらげてしまった。また訪おとずれる機会があれば来ようと思う。その時は鳴めいにもこのケーキを食べてほしいな。あーんとかやってみたい。むしろやってほしい。

　そして、小さい箱に入ったパウンドケーキをアンさんから受け取って、私たちは店をあとにした。ヘルガさんのお言葉に甘えておごってもらい、少し資金に余裕は出た。本当にありがたい。再三お礼を言って、また会う約束をし、私は次の町に向かって歩き出した。










「うーん、ここの町にもいなさそうだなぁ」

　私が王都から抜け出して早くも２か月の月日が経った。

　ヘルガさんに教えてもらった知識をもとに、冒険者ギルドでの依頼にも慣れてきて、ある程度生活ができるようになったことで、鳴に関する情報を集め始める余裕も出てきた。とはいっても、依頼を出して情報を集めるほどは余裕がないから、酒場やギルドで聞くぐらいしかできない。さすがに黒くろ髪かみ黒目の男性で、鳴という名前だということだけでは漠ばく然ぜんとしすぎて何も情報は集まらないからかなり苦戦していた。

　聞き込みをして、依頼をこなしてお金を集めて、そして次の町へということを繰り返かえし、一つ目の町を離れてから一か月が過ぎたころに訪れた町の冒険者ギルドで仲良くなった職員さんから気になる情報を得ることができた。

「コロイドの町……ですか？」

「うん。このあたりの町の総そう締じめ的な町なんだよ。まああそこの騎き士し団だんの頑張りの結果、周りの町が頼たよるようになったのをいいことにそこを治める貴族が仕切るようになったってだけなんだけどね」

「その、コロイドの町なら情報が集まるんですか？」

「確実にとは言えないけど、そこの騎士団になら行方不明者の情報も集まっている可能性はあると思うよ。以前騎士団が誘ゆう拐かいされた貴族のご子息の捜そう索さくをしていたこともあるし」

「それはちょっと違うんじゃあ……」

「やっぱりそうかな？　それでも、この町よりは有効な情報が集まると思うよ。ここよりも冒険者も多いし、商人も多く訪れるから。それに、あそこはイリアスの町からも近いからもしいい情報がなければイリアスを目指してみるのも手だと思うよ」

「イリアスの町には何があるんですか？」

「イリアスの町には『アントホーム』ってダンジョンがあるんだよ。マナちゃん情報収集の依頼を出す余裕はないんでしょ？」

「うっ。そ、そうですよ。だからこうやって人が少ない時に世間話として聞いてるんじゃないですか」

「ここはあんまり人が来ないギルドだからこうして話せてるけど、こういうところばかりじゃないからね。やっぱり本格的に捜すとなれば依頼を出すべきだと思うんだよ。依頼じゃなくて情報屋を頼るとしてもやっぱりお金は必要だし、そのためのお金集めとしてダンジョンに挑いどんでみたらどうかってこと」

「んー……やっぱり依頼は出すべきですよね。防具もそろそろ新調しないといけないと思ってた頃ですし、コロイドで情報を集められなかったらイリアスに行ってみます」

「それがいいと思うよ。なんかこの町からさっさと出てけって言ってるみたいでごめんね」

「大丈夫ですよ。そんな風には思ってませんから」

「そうかい？　そういえば防具というならばコロイドにも防具屋さんがあったはずだよ。でも、イリアスの町に行けば『アントホーム』のアント達の甲こう殻かくを使った防具もあるから、覚えとくといいよ」

「防具っていっても私はほとんどローブだけですからね。今もこの下は普ふ段だん着ぎのままですし」

「そんな状態で戦せん闘とうをしてて不安にならないの？」

「私は魔ま法ほう使つかいですからね。近づかれる前に仕留めますよ」

「かっこいいけど、命は大切にしなくちゃだめだよ。革一枚増えるだけでも大きく違うんだから」

「検討してみます。じゃあお金が集まったらコロイドに向かいますから、何かいい依頼ありませんか？」

「あるよあるよ。ゴロン爺じいさんが畑にボアが出て困ってるって依頼があってね」

「依頼書見せてもらえますか？」

「はい。これだよ」

「うーん……受けます。とりあえず話だけでも聞きに行ってきますね」

「がんばってねー」

　私は冒険者ギルドをあとにした。




　そして三週間ほどかけてお金を貯め、直通の馬車で私はコロイドの町に向かった。

　待っててね、鳴！







あとがき







　どうもコクトーです。

　初めましての方は初めまして。小説家になろうから読んでくださっている方はいつもありがとうございます。

　この度、第一回ＨＪネット小説大賞で受賞をいただき、デビューさせていただきました。まずは自分の作品を手にとっていただきありがとうございます。ここから小説家になろうの方ではいつも通りとなります、はっちゃけスタイルでだらだらとあとがきが続きます。よろしければ最後までお付き合いください。

　今回、初の書籍化にあたり、基本的に初めてのことばかりでつらくもありましたが楽しく作業ができました。完全に私情ですが、この一巻の書籍化作業の時期が大学の卒業研究の時期と丸被りしてしまい、かなり自分がギリギリなスケジュールで進めていました。このあとがきを書いている段階では論文は書きあがっていないので今後どうなるかは神のみぞ知るといったところでしょうか。ガンバリマス。

　いろいろな作業があった中でも、一番楽しかったのがキャラクターのイラストを決定する作業でした。

　イラストを担当してくださった北熊（ほくゆう）様にキャラクターの概要的なものを送り、それをもとに描いていただき、自分と担当さんがチェックして修正。もう一度チェックという流れを繰り返してキャラクターを作っていくのですが、キャラクターによって完成までにかかる時間が大きく違いました。それというのも、自分の担当をしてくださっているのはＳ里さんという方なのですが、初顔合わせの段階で「ヒツギちゃんかわいいですよね！」という一言をいただくほどヒツギのファン（？）でした。作者としてはうれしいのですが、いざヒツギのイラストを決定する段階においてものすごいこだわり方を見せてくれました。最初に出してくれたイラストのヒツギの胸が大きく、それを見て「ヒツギって胸小さいですよね？」と言い、胸の修正をしていただいた画像を見て「ヒツギがセクシーすぎません？」と言い、さらに修正した画像を見て「かわいいんですけどなんか……」といった感じで他のキャラクターと違って何度も修正が入りました。

　他のキャラクターでは、古里君が一番はやく決まりました。描いてくださったイラストがもうイメージにピッタリだったんです。ちょっぴりナルシストで、ザ・勇者という格好。一巻でほとんど出番がないのが惜しいと感じるような出来でした。

　個人的に一番気に入っているのは本編では最後にちょっとしか出ていないプチ白虎です。もともと自分の作品の中でも一番好きなキャラクターで、書籍化が決まった時に最初に思ったことはプチ白虎がイラスト化される！　でした。それくらいうれしかったんです。さすがにカラーでは無理でしたが、思わずモノクロでプチ白虎をメインにした画像を一枚描いてくださいとお願いしてしまいました。あれだけヒツギに情熱を注いでいたＳ里さんが少し苦笑いしていましたよ……。

　メイとマナに関しては人によってかなり意見が分かれるみたいです。自分はかっこいいと思っていたのですが、二人の画像を公開してすぐにメイがかわいいというコメントがきていました。そのかわいいはプチ白虎の公開までとっておきましょう。コクトーからの提案でございます。

　イラストのことばかり書くのも飽きてきたところで別の話題にいきましょう。

　まあ見ている人は少ないと思いますが、著者プロフィールにてコクトーの名前の由来について書いていたりします。フランスの詩人とかスコットランドのロックバンドとかまったく知りませんでした。作品とか見たらあーこの人か！　ってなりましたね。

　唐突ですけど、皆さんの好きな飲み物はなんでしょうか？　人によりその答えは変わると思います。お茶と言う人もいればコーラと言う人もいる。はたまたドクペこそ至高と言う人もいるかもしれません。ですが自分はカフェオレです。普段は粉を溶かすタイプは面倒なのでコーヒーに牛乳を入れて飲んでいます。小岩井のやつとかも好きですね。この作品を書き始めた時に飲んでた黒糖入りカフェオレを名前に使うくらい好きです。

　書くことがなくなってきたので自分が小説を書き始めた頃の話でも。

　自分はもともとハーメルンというサイトで二次創作を書いていました。今となっては未完のまま放置してしまっていますが、オリジナルと違ってある程度世界観やキャラ設定がある分初めての人が書くには書きやすいと思います。

　一からすべて決めるとなると気づけば矛盾が生まれていたり、キャラクターの口調がすぐに変わってしまったりと自分のように大変なことになります……あれ？

　最後になりますが、今回初めてでいろいろと分からない中、素晴らしいイラストを描いてくださった北熊様、ご尽力いただいた方々、担当編集のＳ里さん、そして読んでくださった方々に感謝を。どれくらい続くかはわかりませんが、出させていただける限り一生懸命頑張ります。長いお付き合いになるのか、短いお付き合いになるのかはわかりませんが、できたら長くお付き合いできればと思います。

　よろしくお願いします。

　ではまた次回。
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